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序

私たちの郷土熊谷は、原始 ・古代から中世に至る集落跡や館跡など、様々な埋蔵文化財

が数多く分布することが知 られています。

こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程を物語る証であるとともに、子孫の繁栄

の指標 ともなる先人の貴重な足跡であります。私たちは、こうした文化遺産を継承し、次

世代へ と伝え、豊かな熊谷市形成の礎としていかなければならないと考えてお ります。

熊谷市では、緑豊かで、うるおいのある快適な住環境づ くりの一環 として、土地区画整

理事業を進めてお ります。その一つに肥塚土地区画整理事業があります。

区画整理事業地内には、古代の集落跡、中世の館跡などがあり、重要な埋蔵文化財が色

濃く分布するところであります。

遺跡の重要性に鑑みて、その取扱いについて関係部局 と保存に向けて協議を重ねてまい

りましたが、区画整理事業の計画変更が難しいことから、やむを得ず記録保存の方策を講

ずることとなりました。

本書は、平成7年 か ら平成12年 にかけて実施 された発掘調査の成果をまとめたものでご

ざいます。

発掘調査では、古墳時代の住居跡や古墳跡、鎌倉 ・室町時代の井戸跡 ・火葬跡などの遺

構や、土器 ・陶磁器が多数確認されました。付近には、肥塚館跡の伝承もあり、古代から

中世に至る肥塚の歴史を考える上で重要な成果をあげることができました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普及 ・啓発の

資料 として広く活用していただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行にあたりまして、関係各位には格別の御

理解 ・御協力を賜 りましたことに厚 くお礼申しあげます。

平成13年3月

熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育 長 飯 塚 誠 一 郎



例 言

1本 書 は、埼玉県熊谷市大字肥塚1260番 外地 内に所在す る肥塚 中島遺跡(埼 玉 県遺 跡 番 号59-105)、

出 口上遺跡(埼 玉県遺跡番号59-109)、 出 口下遺跡(埼 玉 県遺跡番 号59-106)、 肥 塚 古 墳 群14・

15・16号 墳(埼 玉県遺跡番号59-16-14～16)の 発掘調査報告書で ある。

2本 調査 は、熊谷都市計画事業肥塚土地 区画整理事業 に伴 う事前記録保 存のための発掘調査 で あ り、

熊谷市教 育委員会 が実施 した。

3

4

門b

本事業 の組織 は、第1章 の とお りで ある。

発掘調査期 間は下記 の とお りで ある。

平成7年 度:肥 塚 中島遺跡 平成7年8月1日 ～平成7年10月26日

平成8年 度:出 口下遺跡 平成8年4月1日 ～平成8年9.月13日

平成9年 度:出 口上 ・出 口下遺跡 平成9年4月28日 ～平成9年10月31日

平成10年 度:出 口上 ・出 口下遺跡 平成10年5月11日 ～平成10年7月10日

平成12年 度:出 口下遺跡 平成12年7月19日 ～平成12年8月17日

整理 ・報告書作成期間 は、平成11年4月1日 ～平成13年3月30日 までである。

発掘調査 の担 当は、平成7年 度 を吉野 健 が、平成8・9年 度 を権 田宣行が、平成10年 度 を松 闘

哲 ・秋本太郎が、平成12年 度を松田が行った。

本書の執筆 ・編集は、松田 哲が行った。

6発 掘調査における写真撮影は各担当者が、遺物の写真撮影は松田が行った。

7本 書にかかる資料は熊谷市教育委員会が保管している。

8本 書の作成にあたり、下記の方々及び機関などからご教示、ご協力を賜った。記 して感謝申しあげ

ます。

(敬称略、五十音順)

青木克尚 小林 高 知久裕昭 富田和夫 鳥羽政之 中島広顕 村松 篤

大里郡市町村文化財担当者会 埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課



凡 例

本書 におけ る挿図指示 は次 の とお りで ある。

1遺 構 挿図縮 尺は、原則 として次の とお りであ るが、 それ以外の ものは個別 に示 してあ る。

遺構全測 図…1/500竪 穴住居跡 …1/60溝 跡平面図…1/100溝 跡断面図…1/40

掘立柱建物跡 …1/60方 形周溝状遺構 …1/60土 坑 …1/40土 墳墓 …1/40

火葬跡 …1/40集 石 …1/40井 戸跡 …1/40古 墳 …1/160

石 室 …1/40

2遺 構挿図 中の トー ンは次の とお りである。

懸 皿 地 山 § さご=焼 土

3

4

5

5

6

7

8

遺構挿 図中、断面 図に添 えてある数値 は標高 を示 してい る。

遺物挿 図中の縮尺 は、次の とお りである。

土器 …1/3・1/4砥 石 …1/4土 錘…1/3紡 錘車 ・鉄釘 ・古銭 …1/2

遺物 実測 図の表現方法 は、以下の とお りである。

土師器 ・断面 白抜 き

須恵器 ・断面 黒塗 り

挿図中の遺 物はす べて観察表 にその内容 を記 してある。計測数値 中、()が 付 され るものは推定

値 を表す。

遺物拓影 図 は、原則 として向 って左側 に外面 を示 した。 なお、内外面両方 を示す場合 には左側 に内

面、右側 に外面 を示 した。

写真図版 の遺物縮 尺はすべて任意で ある。

土層及 び土器 の色調 は、 『新版 標準土色帖第14版 』(小 山正忠 ・竹 原秀雄編著、農林省 農林水産技

術会議事務局監修 、財 団法人 日本色彩研 究所色標監修、 日本色研 事業株式会社発行1994)を 参考

にした。
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1 発掘調査の概要

1調 査に至る経過

平成5年3,月11日 付けで、土地区画整理中央事務所長より肥塚土地区画整理事業地内の埋蔵文化財の

所在及び試掘 に関する依頼が出された。熊谷 市教育委員会は、事業地内には複数の周知の埋蔵文化財が

所在する旨を回答 し、平成6年L月25日 から2月23日 にかけて、遺跡の範囲確認調査を実施 した結果、

奈良時代から鎌倉時代の集落跡が広範囲に分布することが確認された。

この結果を踏まえて平成7年3月1日 付け熊教社発第 ユ045号で、市教育長から土地区画整理中央事務

所長あて次のように通知 した。

区画整理事業地内には、肥塚中島遺跡、出口下遺跡、出口上遺跡が所在する。

当該地は、現状保存するか、または埋蔵文化財に影響を及ぼさない方法での開発が望ましい。やむを

得ず埋蔵文化財 に影響 を及ぼす場合は、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること。

なお、発掘調査の実施については教育委員会と協議すること。

その後、保存について協議 を重ねたが、工事計画の変更は不可能であると判断されたため、記録保存

の措置 を講ずることとなった。発掘調査は、街路工事の計画に沿って、平成7年 度から平成12年 度にわ

たって実施 された。

発掘調査に関わる文化庁からの通知及び熊谷市教育委員会からの報告は以下のとおりである。

平成7年 度

遺跡名 肥塚 中島遺跡

平成7年10月6日 付 け7委 保記第5-4436号

平成8年 度

遺跡名 出 口下遺跡

平成9年2月6日 付 け8委 保記第5-8281号

平成9年 度

遺跡名 出 口下遺跡、 出 口上遺跡

平成9年4月23日 付 け 熊教社発第77号'}三 成9年4月23日 付 け 熊教社発第77号

平成 ユ0年度

遺跡名 出 口下遺跡、 出 口上遺跡

平成10年6月4日 付け 熊教社発第201号 平成10年6月4日 付 け 熊教社発第201号

平成12年 度

遺跡名 出 口下遺跡

平成12年7月17日 付 け 熊 教社発第438号

1



2発 掘調査 ・報告書作成の経過

(1)発 掘 調査

平成7年 度

発掘調査 は平成7年8.月1日 か ら平成7年10月26日 まで行 った。調査面積 は1,440㎡ である。

8月 上旬 に重機 による表土除去お よび作業員 による遺構確 認作 業 を行い、古墳 時代 か ら江戸時代 に至

る時期の遺構 ・遺物 が検 出 され た。8月 中旬 か ら10月 初旬 にか けて、作業 員による遺構掘 削作業 を行 っ

た。10月 上旬か らは遺構 の平面 図を作成 し、終了 と同時に完掘 の写真撮影、航空 写真撮影 を行った。

平成8年 度

発掘調査は平成8年4月1日 か ら平成8年9.月13日 まで行 った。調査面積 は3,000㎡ である。

4月 上旬 に重機 による表土 除去 および作業員 に よる遺構確認作業 を行い、古墳時代 か ら江戸時代 にか

けての時期 の遺構 ・遺物 が検 出 され た。5月 初旬 か ら8月 下旬 にか けて、作業員 による遺構掘 削作業 を

行 った。8月 下旬か らは遺構 の平面図 を作成 し、9月 初旬 に完掘の写真撮影 、航空写真撮影 を行 った。

平成9年 度

発掘調査 は平成9年4,月28日 か ら平成9年10月31日 まで行 った。調査面積は2,500㎡ で ある。

4.月下旬 に重機 による表 土除去 および作業員 による遺構確認作業 を行い、古墳時代 か ら江戸時代 にか

けての時期の遺構 ・遺物 が検出 された。5月 初旬 か ら10月 上旬 にか けて、作業員 による遺構掘削作業 を

行 った。10月 中旬 か らは遺構の平面図 を作成 し、10月 下旬 に完掘 の写真撮影、航空写真撮影 を行 った。

平成10年 度

発掘調査 は平成10年5月U日 か ら平成10年7月10日 まで行 った。調査面積 は714㎡ で ある。

5月 中旬 に重機 による表土除去 お よび作業員 による遺構確 認作業 を行い、古墳 時代 か ら江戸時代 にか

けての時期 の遺構 ・遺物が検 出 された。5月 中旬か ら6月 下旬 にかけて、作業員 に よる遺構掘削作業 を

行 った。6月 初旬 か らは遺構の平面図作成 、完掘の写真撮影 、航空写真撮影 を行 った。

平成12年 度

発掘調査 は平成12年7月19日 か ら平成12年8月17日 まで行 った。調査 面積 は399㎡ である。

7月 中旬 に重機 による表土除去 お よび作業員 による遺構確 認作業 を行い、古墳 時代 の遺構 ・遺 物が検

出 され た。7月 下旬 か ら作業 員 による遺構掘 削作業 を行 った。8月 中旬 に遺構 の平面図作成 、完掘 の写

真撮影 、航空 写真撮影 を行 った。

(2)整 理 ・報告書作成

本 書の整理作業 は平成11年4.月 か ら平成13年3月 まで実施 した。平成11年 度第 ・四半期 には遺物洗

浄 ・注記 を行 った。第二 四半期か ら平成11年 度末 にかけては遺物の接合 ・復 元作業 を実施 した。平成12

年 度は引き続 き、遺物 の接合 ・復 元作業 を行 った。第二 四半期以 降は遺構 の図面整理 、遺物 の図化作業

を行 った。第 四四半期 か らは遺構 ・遺物 の版組 を開始 した。並行 して遺物の写真撮影 を行 い、終了 した

ものか ら順 次写真 図版 の割付 け ・編集作業 、原稿執筆 を行 った。2月 下旬 には、報 告書の印刷 に入 り、

校 正を行 った後、3月 末 日に報告書 を刊行 した。
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3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

主体者 熊谷市教育委員会

(ユ)発掘調査(平 成7～10q2年 度)

平成7年 度

教育長 岡嶋一決

教育次長 田島三雄

社会教育課長 大島常雄

課長補佐 翠田春夫

係長 金子正之

主任 渡邉 操

主任 権田宣行

主任 吉野 健

平成8年 度

教育長 岡嶋一一夫

教育次長 田島三雄

社会教育課長 大島常雄

課長補佐 翠田春夫

係長 金子正之

主任 渡邉 操

主任 権田宣行

主任 吉野 健

平成9年 度

教育長 岡嶋一夫

教育次長 田島三雄

社会教育課長 大島常雄

副参事 鈴木敏昭

課長補佐 翠田春夫

係長 金子正之

主任 渡邉 操

主任 権田宣行

主任 吉野 健

平成10年 度

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主任

主任

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

平成12年 度

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主査

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

岡嶋一夫(H10106ま で)

飯塚誠 ・郎(}Hα109よ り)

坂巻 篤

氏家保男

鈴木敏昭

北 俊明

金子正之

寺社下博

渡邉 操

権田宣行

吉野 健

松田 哲

佐々木健策

市川康弘

秋本太郎

飯塚誠…郎

野辺良雄

浜島義雄

浅野晴樹

北 俊明

金子正之

浅見敦夫

寺社下博

吉野 健

松田 哲

小林貴郎

越前谷理

小野寺弘光
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(2)整 理 ・報 告書刊行(平 成 ユ1・12年 度)

平成11年 度

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主任

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

坂巻 篤

氏家保男

浅野晴樹

北 俊明

金子正之

寺社下博

渡邉 操

吉野 健

松田 哲

小林貴郎

市川康弘

越前谷理

平成12年 度

発掘調査 と同 じ。
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II遺 跡の立地 と環境

熊谷市は、埼玉県の北部に位置する中核都市である。市の南側には荒川が、北側には妻沼町を挟んで

群馬県境 を利根川がそれぞれ西か ら南東方向に向って流れており、川 と川に挟まれている。市の西側に

櫛引台地、その東側 には妻沼低地が広がっているが、市の大半が妻沼低地 上二にある(第1図)。

櫛引台地は、洪積世に形成 された荒川扇状地の左岸一帯の総称で、寄居町の波久礼付近を扇頂として

東は熊谷市西部の三ヶ尻付近まで、北東方向へは熊谷市北西部の西別府付近にまで延びている。標高は

約30～54mで 、妻沼低地に向って緩やかに ドっている。

櫛引台地の東側 には、沖積世に荒川の乱流により新たに形成 された新荒川扇状地が広がっている。新

荒川扇状地は熊谷市の南西に位置する川本町の菅沼付近を扇頂 として妻沼低地へと広がってお り、自然

堤防や後背湿地が発達 している。発達 した自然堤防や後背湿地上には多数の遺跡、及び古墳群が存在 し、

今回報告する肥塚中島遺跡 ・出口上遺跡 ・出口下遺跡 ・肥塚 占墳群もこうした地形上に立地している。

標高は27m前 後である。

肥塚中島遺跡 ・出口上遺跡 ・出口下遺跡 ・肥塚古墳群は熊谷市大字肥塚に位置する。肥塚周辺は市内

でもほぼ中心部 にあたり、遺跡、及び古墳群は国道17号 熊谷バイパスの南側に隣接する形で所在 してい

る。

次に本遺跡周辺の歴史的環境について概観する。

旧石器時代は、市内西部にある籠原裏遺跡にて黒耀石の尖頭器が検出されたのが唯一一・の確認例である。

縄文時代は本遺跡周辺ではみ られないが、櫛引台地北端に位置する深谷市東方城跡から早期の尖頭器

が確認されているくらいである。前期 になると、遺跡数も次第に増えはじめ、台地上のみならず低地上

利 根 川

:1転1轄;山 地 蓑 嚢=丘 陵 纒 篇台 地

第1図 埼玉県の地形図

[:コ=低 地
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第1表 周辺遺跡 ・古墳群一覧表

代時
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B
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か らも寺東遺跡(47)な ど集落跡が確認 されている。中期は遺跡数が非常に多 くな り、特 に中期後半、

加曽利E式 期のものが多い。同期 は前期同様、台地及び低地上か らも集落跡が確認されているが、特に

櫛引台地北東端、及び台地下の自然堤防上に集中している。隣接する深谷市でも同期の集落跡が多数確

認 されているが、自然堤防上にあるものが多い。後期になると遺跡数は減少し、中期同様、櫛引台地北

東端に集 中する。晩期は、後期に比べるとさらに遺跡数が減少し、市内ではほとんど確認されていない。

市内東部の上之地区から安行式土器が検出されているぐらいである。深谷市では自然堤防上よりいくつ

か遺跡が確認されているが、上敷免遺跡では晩期でも終末の浮線文土器片が多数検出されてお り、次代

へのつながりがみてとれる。

弥生時代は東 日本初期弥生土器を語る上で非常に重要な資料が検出されている。遺跡は妻沼低地上に

広く進出しはじめる。

特筆すべき事項 としては、自然堤防上に位置する横間栗遺跡(41)か ら、前期末～中期申頃の再葬墓

が13基 確認されたことが挙げられる。なお、再葬墓一括資料は1999年3月 に埼玉県指定になっている。

集落跡は、横間栗遺跡に隣接する関下遺跡(42)や 石 田遺跡(43)の 他に、市内東部に位置する環濠

集落である池上遺跡(13)な どがある。また、近年、本遺跡、及び古墳群の北側に位置する北島遺跡か

らは住居跡の他 に水田跡や堰なども見つかっており、同期の集落の急速な広が りがみてとれる。深谷市

では、自然堤防上 に位置する上敷免遺跡から再葬墓、竪穴住居跡が確認 されてお り、県内では初の遠賀

川式土器の壼 ・胴部片が出土している。その他にも行田市小敷田遺跡(67)か らは、関東地方最古段階

に属する方形周溝墓が検出されている。中期後半以降は確認例が少ないが、北島遺跡(17)や 行田市小

敷田遺跡、池守遺跡 において後期の集落跡が確認 されている。

古墳時代になると、自然堤防上への進出がより活発化する。前期は近年、確認例が増加 してお り、妻

沼低地 自然堤防上か ら集落跡が検出されている。また、市内北東部の中条遺跡からは木製農具が検出さ

れ、行田市小敷田遺跡からは、畿内や東海地方の外来形土器が多数出土している。中期は確認例が少な

く不明な点が多いが、市内北東部の中条地区において集落跡がみ られる他、5世 紀後半～末の古墳 とし

て横塚山古墳(G:市 指定史跡 帆立貝式前方後円墳)な どがある。後期になると、遺跡数が爆発的に

多 くなり、集落は大規模化し、古墳も群 として多数みられるようになる。集落跡は自然堤防上にも多数

営まれるようになり、奈良 ・平安時代へ と続いてい くものが多い。

古墳群 については周辺一帯に多数の群集墳がみられる。櫛引台地には三 ヶ尻古墳群、籠原裏古墳群、

在家古墳群(H)な どがあり、自然堤防上には今回報告する肥塚古墳群(A)の 他、別府古墳群、玉井

古墳群(1)、 原島古墳群(J)、 広瀬古墳群(L)、 坪井古墳群(K)、 石原古墳群(M)が あり、この

ほかにも妻沼低地上にはたくさんの古墳群が所在している。また、荒川を挟んで対岸の江南台地上にも

多数の古墳群が築造 されている。

市内における古墳で特筆すべき事項 としては、広瀬古墳群中の国指定史跡で上円下方墳 という特異な

形態をしている宮塚古墳や籠原裏古墳群中に所在する八角形墳等が挙げられる。

奈良・平安時代は、律令体制下に組み込まれ、低湿地一帯では中条条里遺跡(20)、 別府条里遺跡(37)

など条里制に関わる遺構の痕跡を今もとどめている。集落跡は古墳時代後期以降引き続 き営まれる遺跡

が多 く、規模 の大きいものが多い。特に北島遺跡(17)は 本遺跡周辺一帯での中心的な存在 といえ、数

8



百軒 にも及ぶ住 居跡 、大型 の掘立柱建物跡 、道路状遺構 な どが検出 され てお り、灰紬、緑紬 陶器 も多数

出土 してい る。 この他 に注 目すべ きこととしては、北 島遺跡の南 に位置す る諏訪木遺跡(10)か ら、溝

に区画 された集 落跡や大型 の掘立柱建物跡 、河川 を利用 した祭祀跡 な どが検 出され、土器や木製 品等が

多数出 土した こと、池上遺跡(13)か らは整然 と配置 され た9世 紀代 の掘立柱煙物跡 が検 出 され た こと、

池上遺跡 の東側 に隣接す る行 田市小敷 田遺跡(67)か らは、稲の貸 し付 けを記した 「出挙」木簡 が出土

したこと、一本木前遺跡(36)か らは、ユ0世紀 前半 の住居跡か ら瑞花鴛驚 八稜鏡が出上 した ことなどが

挙 げ られ る。なお、市 内東部 の遺跡 か ら出土す る須恵器 は、時代 旧寺期 に程度 の差 はあ るが、武蔵国四

大窯跡の1つ であ る鳩 山町南比企窯跡 産の ものを多 く含む傾向があ り、 寄居町末野窯跡 産のものを主体

とす る市西部 の遺跡 とは様相 が異 なってい る。

中世 にな ると、武蔵七党や その他 在地武 士団の館跡がみ られ るよ うになるが、ただその実態 は不明な

ものが多い。 その中で市 内北東 部の中条 地区 にあ る中条氏館跡(27)は 非常 に残 りの良い ものであ り、

埼玉県指定史跡 になっている。遺跡 は常光院、及 びその周辺が比定 され てお り、常光院の境 内にはナニ塁

の一部 と堀 が良 く残 っている。 この他 にも中条地 区には中条氏関連遺跡 として、光屋敷遺跡(28)が あ

り、 中世前半の館跡 と考 え られてい る。また、市 内北西部 にある別府城跡(45)は 別 府氏 の居館で、現

在 も土塁 と堀 が一一部残 っている。

近世 について は、市 内においてい くつか調査例 がみ られ るが、不 明な点 が多いのが実状 である。
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麗 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査は、平成7年 度か ら平成10年 度、平成12年 度 と計5回 にわたって実施 された。すべての調査

において まず遺構確 認面まで重機 で掘削 し、その後人力 に よる手掘 り作 業 を行 っていった。そ して、各

調査 区内 に一辺5mの グ リッ ド方式 を用いて全体 を網羅 できる様 にし、調査 区北西隅 をA-1と して南

へ1・2・3… 、東 へA・B・C… とし、Aラ イ ンは北か ら南へA-1・A-2・A-3… と呼称 した。

Bラ イン以東 もAラ イ ンと同様 に呼称 し、 グ リッ ド設 定 を行 った。 なお、東 西に調査 区が長い出 口上遺

跡 、及 び出 口下遺跡 については、アル ファベ ッ ト最後 のZ以 降は、ノをつ けて再度Aか らはじめてAノ ー

1… と呼称 した。

手掘 り作業終 了後 は、各遺構 ごとに実測、遺物の取 り上 げ、写真撮影等の作業 を順次行 ってい った。

なお、実測作業 を行 うにあたっては、グリッ ド交点 に設定 した杭 を基準 に水糸 による1m間 隔 のメッシ ュ

を張 り、簡易遣 り方 による方法で行 った。

2検 出された遺構 と遺物

(1)肥 塚 中島遺跡

発掘調 査は平成7年 度 のみ実施 された。検 出 され た遺構 は、溝跡13条 、土坑41基 、土壌墓1基 、火葬

跡1基 、井戸跡1基 、 ピッ ト群 である。

溝跡 は調査 区のほぼ全面 より検 出されたが、中でも東側 に集 中 している。いずれ も軸 がほぼ同 じかそ

れ に直交す る形で走ってお り、ほぼ同時期 のもの と考え られ る。出土遺物 が少 ないため定かではないが、

第13号 溝跡か ら鎌倉 ・室町時代 の遺物 が検出 されている ことか ら、 同時代 の もの と考 え られ る。

土坑 も調査 区の ほぼ全面 よ り41基 が検 出 された。長方形、ない し方 形プランの ものが多 くみ られ るが、

いずれ もほ とん ど遺物が検 出 され なかったため、帰属時代 ・時期 は定かではない。 目立った事例 として

は、第41号 土 坑か らは多量 の土錘 がま とまって検出 された ことが挙 げ られ る。

土壌墓 は1基 のみの検出であるが、 これ は人骨が検 出 され たこ とか ら土墳墓 としたものであ り、他の

土坑群 にもその可能性が あるか もしれ ない。

火葬跡 は残 りが良 くなか ったが、骨粉化 した人骨 が検 出 され たのみで、 自然石等 はみ られなかった。

井戸跡 は1基 のみの検出で あるが、調査 の都 合上、完掘 はできなかった。

ピッ トは第6・7号 溝跡付近 を中心に調査 区内か らい くつ か検出 されたが、規則的 に並ぶ ものはみ ら

れなかった。

これ らの遺構 の帰属時代 ・時期 は不明な点が多いが、 出土遺物には古墳時代後期か ら奈 良 ・平安時代 、

鎌 倉 ・室 町時代 、江戸時代 まで幅広 く遺物 がみ られ ることか ら、本遺跡 は 占墳 時代後期～江戸時代 まで

の複合遺跡 であ る。

(2)出 口上 遺跡

発掘調査 は、平成9・10年 度 の計2回 実施 され、調査区は4箇 所(1～4区)に 分 かれ てい る。検 出
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された遺構 は、掘 立柱建物跡1棟 、溝跡18条 、士坑33基 、火葬跡4基 、十墳墓2基 、井戸跡1基 、石組

遺構1基 、 ピッ ト群 である。

1区 か らは、溝跡6条 、土坑17基(ユ ～15・17・26)、 土墳墓2基(1・2号)、 火葬跡2基(1・4

号)、 井戸跡1基 、 ピッ ト、2区 か らは、掘 立柱建物跡1棟 、溝 跡15条(7～14号)、 土坑10基(16・

18～25・27)、 火葬跡2基(2・3号)、 石組遺構1基 、 ピッ トが検 出 され た。3区 か らは溝跡3条(15

～17号) 、4区 か らは土坑6基(28～33号)、 ピッ トがそれぞれ検 出 され た。

掘立柱建物跡 は調査 区の都 合か ら全 ての掘 り方 を検 出したわけではないため、詳細 につ いては不明で

ある。また、周辺 には多数 の ピッ トが存在す るが、 これ についても具体的 な関係は不 明である。

溝跡 はほぼ南北方 向に走 ってい るものが多 く、調査 区内全面か ら検 出され てい る。

土坑 も調査 区内ほぼ全面 か ら検 出 され てお り、長方形、ない し方形 プランのものが多い。覆土か らみ

て土墳墓の可能性 があるものもみ られたが、骨が検出 された もののみを土墳墓 とした。

土墳墓 ・火葬跡 は1・2区 内 に点在す る形 で検 出された。土墳墓 か らは古銭が検 出 され てい る。火葬

跡 は1号 火葬跡外 は残存状態が あま りよくない。

井戸跡 は1区 か ら1基 の み検出 された。調査 区の関係 か ら完掘 はで きなかったが、大 きい部類 に入 る。

素堀 りの ものである。

石組遺構 は東側 が崩れて いたが、人頭大 の川原石が楕 円形状 に配 され てお り、石組 内か らは焼土層が

検 出された。用途 は不 明で ある。

ピッ トは各調査 区内よ り多数検出 され た。概 して溝跡 や土坑等 が集 中す る箇所 に多 くみ られ、 これ ら

の遺構 に付随す るもの と考 え られ る。ただ し、規則的 に並ぶ ものはみ られ なか った。

出土遺物 は土墳墓 ・火葬跡 以外 に 目立った遺物 はみ られ ない。 よって、検出 された遺構 は帰属時代 ・

時期 が不明なものが多いが、溝跡 や土坑 、遺構外 出土遺物 には古墳時代後期、鎌 倉 ・室町時代、江戸時

代 の遺物がみ られ ることか ら、 これ らの時代 に属す るもの と考え られ る。

(3)出 口下遺跡

発掘調査 は、平成8・9・10・12年 度の計4回 実施 され、調査 区は4箇 所(1～4)に 分 かれてい る。

検 出された遺構 は、竪穴住居跡27軒 、掘立柱建物跡2棟 、方形周溝状遺構1基 、溝跡16条 、土坑22

基、火葬跡11基 、井戸跡5基 、集石3基 、 ピッ ト群 である。

1区 か らは、竪穴住居跡6軒(1～6号)、 掘立柱建物跡2棟(1・2号)、 方形周溝状遺構1基 、溝

跡6条(1～6号)、 土坑9基(1～9号 〉、火葬跡10基(1～10号)、 井戸跡3基(1～3号)、 集石3

基(1～3号)、 ピッ ト、2区 か らは、竪穴住居跡2軒(7・9号)、 溝跡7条(7～ ユ3号)、 土坑2基

(10・U号)、 火葬跡1基(11号)、 井戸跡1基(4号)、 ピッ ト、3区 か らは、竪穴住居跡12軒QO～

21号)、 溝跡1条(14号)、 ピッ ト、4区 か らは、竪穴住居跡7軒(22～28号)、 溝跡3条(15～ ユ7号)、

土坑10基(12～21号)、 ピッ トがそれぞれ検 出 され た。

竪穴住居跡 はす べて 古墳時代後期の ものである。1号 住居跡 が8mで 最 も大 きいが、平均 して一辺3

mの ものが多い。また、3区 検 出の住居跡 には住居廃絶後 に礫 を投棄 した状況がみ られた。出土遺物 は

各住居跡 か ら土器 が検 出 され たが、中で も1～3号 か ら多数検 出 され た。
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掘立柱建物跡 は2棟 のみである。時期 は特 定で きないが、住居跡 とは軸がずれ てい る。

溝跡 は各調 査区内か ら検 出 され てい る。出土遺物 が少 ないため時期 は特定できない。 この うち、5号

溝跡か らは9世 紀前半の須恵器 ・圷 が検出 されてい る。

土坑 は1・4区 か ら多数検 出 され てい るが、出土遺物 が少 ないため、時期 は特定 できない。

火葬跡 は1区 か らの検 出がほ とん どである。調査区内 に点在す る形でみ られ る。 自然石 を置いた もの

が多 くみ られ、残 りの良い ものがほ とん どで あった。

井戸跡 は1・2区 か ら検 出 され た。この うち1号 井戸跡 のみ川原石 を井戸枠 に使用 してい た。その他

は素掘 りのものである。

集石 は1区 か らのみ検出 された。2・3号 は集石 とい うよ りは土坑 と見たほ うが良いものか もしれな

い。1号 集石 か らは内耳土器の破片 が検 出され てい る。

ピッ トは各 調査 区内か ら検出 され た。特 に2区 のA～C-16・17グ リッ ドと3区B/-25～27グ リッ

ドにおいて集 中 してみ られ たが、規則 的に並ぶ もの はみ られなかった。

(4)肥 塚古墳群14・15・16号 墳

肥塚 古墳群 は現在 までに13基 が確認 されていたが、今 回の調査 によ り3基 が新 たに加 わった。3基 の

古墳は出 口下 遺跡1・2区 内か ら検 出され た。14号 墳 と15号 墳の大半 は平成8年 度の調査 によ り確 認 さ

れ、15号 墳周 堀の一部 と16号 墳 は平成9年 度の調査 に よ り検 出された。全形 を検 出した ものはな く、ま

たマ ウン ドも削平 され てしまっていたが、いずれ の古墳か らも石室が確認 され た。なお、14・16号 墳は

周堀 が確 認で きなかったが、石室 を確 認 した ことによ り古墳 として認識 したもので ある。 よって、規模

等詳細 については不明である。

3基 の うち、15号 墳 が最 も残 りが よく、石室 は川原石 を用 いた胴張 り型の横 穴式石室で ある。周堀は

ややいびつで はあるが、円形状 に巡 っていた ことか ら円墳 である。14・16号 墳の石 室も15号 墳 と同じ く

川原石 を用 い た横 穴式石 室であるが、破 壊状況 が著 しく、玄室部分のみ検 出 され た。墳形は定 かではな

い が、15号 墳 同様、 円墳 と思われ る。

出土遺物は、14号 墳の石 室か ら金環 が1点 検出 され たのみである。

いずれ も古墳時代後期 の群集墳 であ り、肥塚 古墳群 中では現在確認 され ている中で北西 に位置す る一'

群 である。
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Nαi遺 構 名1㎞1遺 構 名1㎞1遺 構 名 困αi遺 構 名INα1遺 構 名 困al遺 構 名

1 第1号 掘立柱建物跡 11 第10号 溝跡 21 第3号 土坑 31 第13号 土坑 41 第23号 土坑 51 第33号 土坑
2 第1号 溝跡 12 第11号 溝跡 22 第4号 土坑 32 第14号 土坑 42 第24号 土坑 52 第1号 土墳墓
3 第2号 溝跡 13 第12号 溝跡 23 第5号 土坑 33 第15号 土坑 43 第25号 土坑 53 第2号 土墳墓
4 第3号 溝跡 14 第13号 溝跡 24 第6号 土坑 34 第16号 土坑 44 第26号 土坑 54 第1号 火葬跡
5 第4号 溝跡 15 第14号 溝跡 25 第7号 土坑 35 第17号 土坑 45 第27号 土坑 55 第2号 火葬跡
6 第5号 溝跡 16 第15号 溝跡 26 第8号 土坑 36 第18号 土坑 46 第28号 土坑 56 第3号 火葬跡
7 第6号 溝跡 17 第16号 溝跡 27 第9号 土坑 37 第19号 土坑 47 第29号 土坑 57 第4号 火葬跡
8 第7号 溝跡 18 第17号 溝跡 28 第10号 土坑 38 第20号 土坑 48 第30号 土坑 58 第1号 井戸跡
9 第8号 溝跡 19 第1号 土坑 29 第11号 土坑 39 第21号 土坑 49 第31号 土坑 59 第1号 石組遺構
10 第9号 溝跡 20 第2号 土坑 30 第12号 土坑 40 第22号 土坑 50 第32号 土坑

第5図 出口上遺跡調査区全測図
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Nα1遺 構 名iNd遺 構 名INα1遺 構 名 困α1遺 構 名INα1遺 構 名

1 第1号 竪穴住居跡 19 第20号 竪穴住居跡 37 第7号 溝跡 55 第8号 土坑 73 第4号 火葬跡

2 第2号 竪穴住居跡 20 第21号 竪穴住居跡 38 第8号 溝跡 56 第9号 土坑 74 第5号 火葬跡

3 第3号 竪穴住居跡 21 第22号 竪穴住居跡 39 第9号 溝跡 57 第10号 土坑 75 第6号 火葬跡

4 第4号 竪穴住居跡 22 第23号 竪穴住居跡 40 第10号 溝跡 58 第11号 土坑 76 第7号 火葬跡

5 第5号 竪穴住居跡 23 第24号 竪穴住居跡 41 第11号 溝跡 59 第12号 土坑 77 第8号 火葬跡

6 第6号 竪穴住居跡 24 第25号 竪穴住居跡 42 第12号 溝跡 60 第13号 土坑 78 第9号 火葬跡

7 第7号 竪穴住居跡 25 第26号 竪穴住居跡 43 第13号 溝跡 61 第14号 土坑 79 第10号 火葬跡

8 第9号 竪穴住居跡 26 第27号 竪穴住居跡 44 第M号 溝跡 62 第15号 土坑 80 第11号 火葬跡

9 第10号 竪穴住居跡 27 第28号 竪穴住居跡 45 第15号 溝跡 63 第16号 土坑 81 第1号 集石

10 第1号 竪穴住居跡 28 第1号 掘立柱建物跡 46 第16号 溝跡 64 第17号 土坑 82 第2号 集石

11 第12号 竪穴住居跡 29 第2号 掘立柱建物跡 47 第17号 溝跡 65 第18号 土坑 83 第3号 集石

12 第13号 竪穴住居跡 30 第1号 方形周溝状遺構 48 第1号 土坑 66 第19号 土坑 84 第1号 井戸跡

13 第14号 竪穴住居跡 31 第1号 溝跡 49 第2号 土坑 67 第20号 土坑 85 第2号 井戸跡

14 第15号 竪穴住居跡 32 第2号 溝跡 50 第3号 土坑 68 .第21号 土坑 86 第3号 井戸跡

15 第16号 竪穴住居跡 33 第3号 溝跡 51 第4号 土坑 69 第22号 土坑 87 第4号 井戸跡

16 第17号 竪穴住居跡 34 第4号 溝跡 52 第5号 土坑 70 第1号 火葬跡 88 第5号 井戸跡

17 第18号 竪穴住居跡 35 第5号 溝跡 53 第6号 土坑 71 第2号 火葬跡

18 第19号 竪穴住居跡 36 第6号 溝跡 54 第7号 土坑 72 第3号 火葬跡
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W遺 構 と遺物

1肥 塚中島遺跡

(1)溝 跡

第1号 溝跡(第11・12図)

P-14～R-16グ リッ ドに位置す る。一部途切れ る箇所 がみ られ るが、南東方向か ら北東方 向に走 っ

てお り、東側 には第12号 溝跡 が併走 してい る。北西部 と南東部 は調査区外 に延 びている。

検 出長 は溝跡 の中心 で11rn、 幅 は総 じて0.4m前 後 、深 さは最深部で12cmを 測 る。調査 区南東部で は

幅広 とな り、土坑状 の掘 り込み とな って第 ユ2号溝跡 と接続 している。新 旧関係 については不 明である。

確 認 され た範 囲での長軸 は5.7m、 最深部 で48cmを 測 る。溝跡 の横断面形 は概ね幅広 の逆台形状 を呈 し

てい る。

覆 土はほぼ水 平、ない しレンズ状 に堆積す る 自然堆積層。 中層 には焼土 を含 んでいた。

遺物 はほ とん ど検 出 されず、時期 を特 定できなかった。

第12号 溝跡 と平行 してい ることか ら、 同日寺期 の可能性 が考 え られ る。

第2号 溝 跡(第8図)

C・D-4・5グ リッ ドに位置す る。第3号 溝跡 の西側 に隣接 して南西方 向か ら北東方 向に走 ってい

る。確 認 され た長 さは6.1mで 、南北 ともに調査 区外 へ延 びている。幅は0.5m前 後、深 さは最深部で24

cmを 測 る。横 断面形は逆 台形状 である。

覆土 は全体 的 に砂質で、 自然堆積 によるものである。

遺物 はほとん ど検出 されず 、時期 を特定で きなかった。

第3号 溝跡 と平行 してい ることか ら、同時期 の 可能性 が考 え られ る。

第3号 溝跡(第8図)

D-4・5グ リッ ドに位置 す る。第2号 溝跡 の東側 を同方向 に併走す る。確認 された長 さは6.ユ5mで 、

南北 ともに調査 区外 に延びている。幅 は0.7～1mで 第2号 溝跡 よ り広 い。深 さは最深部で29cmを 測 り、

第2号 溝跡 よ りはやや深い。横 断面形 は逆台形状 を呈す る。

覆土 も第2号 溝跡 同様、 ほぼ水 平に堆積 した 自然堆積層 で全体的 に砂質であ る。

遺物 はほ とん ど検 出されず、時期 を特定 できなかった。

第2号 溝跡 と平行 してい ることか ら、同時期の可能性 が考 え られ る。

第4号 溝跡(第8図)

B-4グ リッ ドに位置す る。ほぼ南北方 向に走 ってお り、東側 には第5号 溝跡 が併走 してい る。確 認

され た長 さは1.5n1で 、調査 区外 北西方 向へ延びてい る。幅 は総 じて0、3m、 深 さは最深部で14cmを 測 る。

横 断面形 は逆 台形状 を呈 してい る。
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第4号 溝跡 第5暑 溝跡

懸
野9°蕪 臨 懸'

第4号 溝跡

土層説明(AA〆)

1黄 褐色 土:砂 質 。焼± ・褐灰色粒 ・

明青灰色粒含む。

2褐 灰 色土:に ぶい黄色±含む。

第5号 溝跡

土層説明(AA')

1褐 灰 色土:明 黄褐色粒含 む。

2黄 灰 色 土:砂 質。明黄褐色粒多量

含む。

土層説 明(BB')

1黄 灰 色 土:砂 質。明黄褐色粒多量含 む。

Olm一

土層説 明(AAノ)

1表 土

第2号 溝跡

2灰 オリヅ 色土:や や砂質。明青灰色粒含 む。

3暗 灰 黄 色±:や や砂質。明青灰色粒含 む。

4灰 黄 褐 色 ±:や や砂質。明青灰色粒含 む。

第3号 溝跡

2灰 黄 色 ±:砂 質。礫 ・灰白色粒 ・明青灰色粒含 む。

3灰 黄 褐 色 土:や や砂質。明青灰色粒 ・明青灰 色±含 む。

4暗 灰 黄 色 土:や や砂質。明青灰色土少量含 む。

5灰 黄 褐 色 土:粘 性有。

6暗 灰 黄 色 土:黄 灰色粒含む。粘性有。

土層説明(BB')

1表 土

第2号 溝跡

2黄 褐 色 ±:や や砂質。灰黄褐色粒 ・ブ ロック ・浅黄色粒 ・明青灰色粒含 む。

3灰 黄 褐 色±:や や砂質。浅黄色粒含む。

4暗 灰 黄 色土:や や砂質。炭化物 ・焼土 ・褐灰色粒含む。

5灰 黄 褐 色 土:浅 黄色粒含む。

第3号 溝跡

2灰 黄 褐 色土:や や砂質。焼土 ・浅黄色粒 ・褐灰色粒 ・明青灰色粒 ・ブ ロック含む。

3暗 灰 黄 色±:や や砂質。褐灰色粒 ・明青灰色粒含む。

4暗 灰 黄 色 土1焼 土 ・黄灰色土 ブロック含む。粘性有。

第8図 第2～5号 溝跡
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覆土 は2層 か らな る自然堆積層 。上層 には焼土 を含んでいた。

遺物 はほとん ど検出 されず、時期 を特定 できなかった。

第5号 溝跡 とほぼ平行 してい ることか ら、 同時期の可能性 が考 え られ る。

第5号 溝跡(第8図)

B・C-4・5グ リッ ドに位置す る。南東方向か ら北 西方 向に走 ってい るが、B-4グ リッ ド内南西

部 でほぼ南北方向 に向 きを変えて、第4号 溝跡の東側 を併走 している。北側 は調査 区外へ延 びてい る。

確認 された長 さは6.7m、 幅 は総 じて0,3m、 深 さは確認面 の関係か らか最深部 で9cmと 非常 に浅い。横

断面形 は浅い船底 状 を呈 している。

覆土 は1～2層 か らな る自然堆積層。

2780ヂL熟'

懸
土層説明(AA')

1に ぶい黄色土:砂 質。礫 ・スコ リア ・炭化物 ・

褐灰色粒 ・ブロ ック含 む。

2770砿9』'

響
土層説明(AA'BB'CC')

1に ぶ い 黄 色 土:砂 質。礫 ・スコ リア ・焼 土 ・褐灰色粒 ・ブ ロック含む。

2黄 褐 色 土:砂 質。スコ リア ・炭化物 ・焼土 ・掲灰色粒含む。

3に ぶ い黄褐 色土:砂 質。明青灰色粒 ・ブロック含 む。

4灰 黄 褐 色 土:や や砂質.礫 ・炭化物 ・焼 土 ・明黄褐色粒 ・明青灰色

土 ブロック含む。

5褐 色 ±:や や砂質。礫 ・黒褐色粒含 む。

6灰 黄 褐 色 土:砂 質 。炭化物 ・焼土 ・明青灰色粒含 む。

7褐 灰 色 土:礫 ・炭化物 ・焼土含む。

8褐 灰 色 土:や や砂質 。礫 ・焼 土含む。

9黒 褐 色 土:に ぶい黄褐色土 ブロック含む.

10浅 黄 色 土:砂 質。鉄分多量、黄灰色粒 ・灰 白色粒 少量含む。

H黄 灰色土 ブロック

正2褐 灰 色 土:砂 質。鉄 分 ・浅黄色粒 ・灰 白色粒含 む。

13灰 黄 褐 色 土:砂 質。浅黄色粒 ・灰 白色粒含 む。

14灰 オリーブ 色 土:砂 質。褐 灰色粒 ・ブロック含 む。粘性 強。

15に ぶい黄褐色土:砂 質。灰 白色粒 ・ブロック含 む。粘性強。

16褐 灰色土 ブロック

17暗 灰 黄 色 土:砂 質 。焼土 ・褐灰色粒 ・灰 白色粒含む。

02m一

第9図 第6・7号 溝跡
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遺物はほ とん ど検 出 されず、時期 を特 定で きなかった。

第4号 溝跡 とほぼ平行 してい るこ とか ら、同時期 の可能性が考 えられ る。

第6号 溝跡(第9図)

K・L-5・6グ リッ ドに位置す る。調査 区内ではL字 状 に確認 された。南東方 向か ら西に6.8m程 走

り、K-6グ リッ ド付近で直角に曲がって北東方向へ走っている。北東方 向へ の検出長 は4.7mで ある。

コーナー付近で はい くつか土坑 と重複関係 にあ り、第38号 土坑 については本溝跡が切 ってい るのが確認

され たが、第37号 土坑 については新 旧関係 は不 明で ある。本溝跡 の幅 は0.65～0.9m、 深 さは最深部で

40cmを 測 る。横断面形 はほぼ逆 台形状 を呈 してい る。

覆土 はほぼ水平 に堆積 した 自然堆積層で全体 的 に砂質 であった。

遺物 は若干検 出 され たが、図示可能 なもの(第22図1～3)は3点 のみで ある。2・3は 本溝跡 に伴

うものである。

第7号 溝跡(第9図)

L-5グ リッ ドに位置す る。南西方 向か ら北東方向 に走 ってお り、北東方 向に走 る第6号 溝跡 に平行

している。北東部 は調査 区外へ延びてい る。検 出長は3,2m、 幅 は0.2～0.4m、 深 さは最深部で11cmで

ある。横 断面形 は船底状 を呈 してい る。

覆 土は1層 のみの 自然堆積層であ る。

遺物 はほ とん ど検 出 されず、時期 を特定 できなか った。

第6号 溝跡 との関係 か ら、同時期 の可能性 が考 え られ る。

第8号 溝跡(第10図)

P-5グ リッ ドか らP-7グ リッ ドに位置す る。南西方向か ら北東方 向へ走 り、P-5グ リッ ドで河

川跡 に接続 す る。検 出長 は12mで 、南側 は調査 区外へ延びてい る。幅 は0.6m前 後、深 さは最深 部で19

cmを 測 る。横 断面形 は逆台形状 を呈 し、覆 土はランダム な層位 をな しているが、 自然堆積層 である。

遺物はほ とん ど検 出 されず、時期 を特 定できなかった。

第9号 溝跡(第11・12図)

M-15グ リッ ドか ら調査 区外 を挟 んでR-9グ リッ ドに位置す る。南西方 向か ら北東 方向 に走 ってお

り、M-15グ リッ ドで途切れ るが、これは確認面 の関係 によるもの と思われ、本来 は続 くもの と推察 さ

れ る。ま た、本 溝跡 の南側 には隣接 して第 ユ0・11号溝跡 が併 走 してお り、N-14グ リッ ド内での.1二層断

面観察か ら第10号 溝跡 を切 ってい ることが確認 された。また、M-15グ リッ ド付近で は本溝 跡 に直行す

る形で第13号 溝跡 が重複 してい るが、新 旧関係 について ははっき りしない。本溝跡 の幅は1.2rn前 後で、

深 さはQ-10・11グ リッ ドで は33cm、N-14グ リッ ドでは18cmを 測 る。横 断面形 は前者で は船底状 を

呈す るが、後者 では幅広な逆台形状 を呈す る。

覆土 はランダムな層位 をな しているが、 自然堆積層 である。全体的 に砂 質である。
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河
ー1」

第10図 第8号 溝跡

遺物 はほ とん ど検 出されなかったため、時期 を特 定できなかったが、その位 置関係 か ら第10・11号 溝

跡 と同時期 と思 われ る。

第10号 溝跡(第11・12図)

第9号 溝跡 同様、南西方 向か ら北東方向 に走ってお り、K-18か ら調査 区外 を挟 んでS-9グ リッ ド

に位置 し、K-18グ リッ ドで途切れ る。北東方 向は調査 区外 に延びている。本溝跡 の両側 には隣接 して

第9・1ユ 号溝跡 が併走 してお り、N-14グ リッ ドでは第9号 溝跡 によ り切 られ ているため、本溝跡 が第

9号 溝跡 よ り古い。また、M-15グ リッ ドでは第 ユ3号溝跡 と重複 してい るが、新 旧関係 は不 明で ある。

本溝跡 の幅 は2.1m前 後 で、深 さはQ-11グ リッ ドでは38cm、N-14グ リッ ドでは49cmを 測 る。横断面

形 は前者で は船底状 を呈す るが、後者で は幅広 な逆台形状 を呈す る。
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第1号 溝跡 土層説明(AA')

1撹 乱

2に ぶい黄色 ±:砂 質。 スコリア ・礫 ・

焼士 ・褐灰 色粒 上プロ

ソク ・明青灰色粒含む。

3黄 灰 色 土:焼 土 ・明青灰色士含む。

4黄 灰 色 土:黒 褐色粒多量含む.

土層説明(BB')
⊥ 耕 作

2明 青 灰 色 土

白 色灰

灰

灰

3

4

E口

色
色

6灰 色

土

:砂 質。鉄分 ・スコ リア多量、礫少量含む。

:ヒ:鉄分多量、ス コリア ・礫少量含む.

士:砂 質。礫 ・浅黄色土含む。

土:炭 化物 ・焼土 ・褐灰色 土ブ ロック ・浅黄

色粒 ・プロソク含む。

土:灰 黄褐色粒 ・ブ ロック多量、灰 白色粒少

量含 む,

第9・10号 溝 跡7に ぶい難 土、捲 讃 分峨 土浅 黄齢 瑚 献 色
8黄 褐 色 土:砂 覧 礫 ・明青灰 色粒含 む。

ご 二 ご 二 ∴ ∵乙二け1驚 圭:ll灘一 一聴三三 ≧三む 「3鍛 灘;lll難
1羅1;

上6明 黄 褐 色 土:砂 質。灰褐色粒 ・明青灰色粒含む。
17灰 褐 色 土:砂 質。明青灰色粒含む。

18褐 灰 色 土:や や砂質。明青灰色粒 ・明黄褐色粒含む。

19明 青 灰 色 土:砂 質。浅黄色粒 ・褐灰色粒 ・ブ ロック含 む.
20に ぶい黄褐色土:礫 ・褐灰色粒含む。

21に ぶい黄褐色土:礫 含む。

C27

,60・ 一

》塗
」⊇' D27

.60・ 一

D'

F27
,60__ 426

緬総舞
5
」

F'

第11号 溝跡

土層説明(FF')
1に ぶ い 黄 色 土:や や砂質。褐灰色粒 ・ブ

ロック ・淡黄色粒含む。

2オ リーブ 黄 色 土:褐 灰 色粒 多量含む。

3褐 灰 色 土:に ぶい黄 色粒含む。

4暗 灰 黄 色 土:し ま り無。

5暗 灰 黄 色 ±:砂 質。褐灰色粒 ・にぶい

黄色粒含む.
6黒 褐 色 土:に ぶい黄色粒含む。

7褐 灰 色 土:炭 化物 ・焼± ・にぶい薫

色粒含む。

土層説 明(EE')
1表 土:灰 色土。砂質。鉄分 ・ス コリア ・炭化物

含む。

2浅 黄 會 ±:砂 質。鉄分 ・スコ リア ・炭化物 ・灰色粒
・黄灰 色粒含む

。
3灰 白 色 土1砂 質。 鉄分 ・褐灰色粒含 む。

4浅 黄 色 土:や や砂 質。鉄 分 ・灰 色粒 ・黒褐色粒含む。

5黒 褐 色 土:灰 色粒 ・浅黄 色±含む。

6灰 褐 色 土:砂 質。 スコ リア ・焼土 ・灰色粒 ・浅黄 色

粒含 む。

7灰 色 士:鉄 分 ・浅黄色粒含む。

8浅 黄 色 土;砂 質。鉄分 ・黒褐色粒 ・明青灰色粒含む。

9に ぶ い 黄 色 土:砂 質。炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・黒褐色粒

・プ ロソク含む。
m灰 褐 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・灰 色粒含む。

11に ぶい黄褐色土:黒 褐色粒 ・明黄褐色粒含む。

12黒 褐 色 士
13灰 黄 褐 色 土:砂 質。鉄分 ・礫 ・灰色粒含む。

14褐 灰 色 土:砂 質。鉄分 ・スコ リア ・炭化物 ・焼土 ・

明青灰 色粒 ・ブロック含む。

15に ぶ い 黄 色 上:砂 質。鉄分 ・褐灰色粒 ・明青灰色粒 含む。
16黒 褐 色 土:に ぶい黄色粒含 む。

17黒 褐 色 ±:に ぶい黄色粒多量含む。

ユ8に ぶ い 黄 色 ±:砂 質。黒褐色粒含む。

エ9黄 褐 色 土:黒 褐色粒多量含 む。

土層説明(GG')

1耕 作 ±
2耕 作 土:灰 色土。鉄分含む。粘性やや有。

3耕 作 土:灰 色土。鉄分 ・ス コリア含む。粘性やや有。

4明 青 灰 色 土:や や砂質。鉄分 ・礫 ・ス コリア禽む。

5灰 白 色 土:鉄 分多量、礫 ・ス コリア少黛含む。

6灰 色 土:砂 質。鉄分 ・礫 ・明青灰色粒含む、
7灰 黄 褐 色 士:砂 質。鉄分 ・礫 ・焼土 ・灰 白色粒含む。

8に ぶ い 黄 色 土:砂 質。褐灰色±ブ ロック含む。

9黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・ス コリア ・炭化物 ・焼土 ・灰 白色粒含む。

lG黄 褐 色 土:砂 質。褐灰色土ブ ロック含む、
11褐 灰色士プ ロソク

12明 黄 褐 色 士:砂 質。礫 ・灰 白色粒 ・褐灰角粒含む.粘 性有。

13に ぶい黄褐色 ±:砂 質。
14暗 灰 黄 色 ±:や や砂質。灰 白色粒含む。

15明 黄 褐 色 土:褐 灰色粒含む。

/6に ぶい黄褐色 土:礫 ・褐灰色粒含む。

0 1m

第12図 第1・9～11号 溝 跡断面 図
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第12号 溝跡

土層説明(HH1)

1浅 黄 色 ±:砂 質。スコ リア ・褐灰 色粒含 む。

2灰 オ1一ブ 色 土:砂 質。礫 ・浅黄色粒 ・明青灰 色粒含む。

3に ぶ い 黄 色 土:砂 質。礫 ・明青灰 色粒 ・褐灰 色粒含 む。
4明 黄 褐 色 土:砂 質。褐灰色粒含む。

5黄 灰 色 土:や や砂質。炭化物 ・焼 ⊥含 む。

6黒 褐 色 土:礫 含む。

土層説明(JJ')

!浅 黄 色 土:砂 質。 スコ リア ・灰 色粒 ・褐灰色粒含む。
2黒 褐 色 上:浅 黄色土含む。

3浅 黄 色 土:砂 質。褐灰色粒 ・ブロック奮む。

4暗 褐 色 」.::浅黄色粒含む。

5黒 褐 色 二L:に ぶい黄色粒含 む。

土層説明(KK')
1に ぶ い 黄 色 土:砂 質。鉄分 ・ス コリア ・焼L・ 褐灰色粒 ・明青灰色粒含む。

2に ぶ い 黄 色 土;砂 質。鉄分 ・礫 ・褐灰色粒 ・ブ ロック ・明青灰色±ブロ ック含む。

3黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・褐灰色土ブ ロック ・明育灰色土ブロック含む。

4黄 灰 色 土:浅 黄色粒含む。

5褐 灰 色 ヒ:焼 土 ・礫 ・浅黄色粒 ・ブロ ック ・明青灰色粒 含む。

6に ぶ い黄褐色 土:や や砂質。礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 含む。
7灰 黄 褐 色i::炭 化物 ・焼土 ・灰色粒 ・浅黄色粒含む。

8黒 褐 色 士二

9灰 黄 褐 色 土:灰 色粒含む。

10に ぶ い 黄 色 土:鉄 分多量、掲灰色粒少量含む。

11黄 褐 色 土:砂 質。焼土 ・灰色粒 ・褐灰 色土含 む。

12に ぶ い 黄 色 土:砂 質。炭化物 ・灰色粒 ・黒褐 色粒含 む。

13灰 黄 褐 色 土:灰 色粒含む。
14黒 褐 色 一ヒ:に ぶい黄色土含む。

15黄 褐 色 土:砂 質。炭化物 ・焼土 ・黒褐色粒 ・ブロック ・明青灰色粒含 む。

i6明 黄 褐 色 松 砂質。礫 ・黒褐色土ブロック含 む。

17に ぶ い 黄 色 土:砂 質。灰黄褐 色粒 ・ブロック含 む。

18に ぶい黄褐色土:砂 質。浅黄色粒含 む。粘性有。

第13号 溝跡
土層説明(LL'>

1に ぶい黄褐 色土:砂 質。礫 ・炭化物 ・灰色粒 ・浅黄色粒含 む。粘性 有。
2灰 黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・灰色粒含 む。粘性 有。

3黒 褐 色 土1浅 黄色粒含む。

4に ぶい黄褐 色土

5黒 褐 色 土

土層説明(MM'>
1褐 灰 色 土:砂 礫 ・黒褐色土ブ ロック ・浅黄 色粒含 む。

2灰 黄 褐 色 土1砂 質。砂礫 ・灰色粒 ・浅黄色粒含 む。

3灰 色 土1砂 質。礫 ・褐灰色粒 ・プロ ソク ・明青灰 色粒含 む。

4褐 灰 色 土:砂 礫 ・黒褐色 十ブ ロック ・浅黄色粒含 む。

5褐 灰 色 土:砂 質。礫 ・灰黄褐色粒 ・浅黄色粒 ・明青灰 色粒含 む。
6灰 黄 褐 色 土:砂 質。浅黄色粒含む。

7に ぶい黄褐 色土;砂 質。礫 ・褐灰色粒 ・明青灰 色粒含 む。

8灰 黄 褐 色 土:砂 質。浅黄色粒 ・明青灰色粒含 む。

9褐 灰 色 ニヒニ明黄褐色粒含蓬歪。

1Gに ぶい黄褐 色土:黒 褐 色±プ ロツク ・黄灰色粒 ・明黄褐 色粒含 む。
⊥1に ぶ い黄褐 色土:砂 質。明青灰色粒含む。

12黄 褐 色 土:砂 質。褐灰色土ブ ロック ・明青灰 色粒含 む、

13に ぶ い黄褐 色土:や や砂質。褐灰色粒含む。

ユ4に ぶ い黄褐 色土1黒 褐色 十ブ ロック含む。粘性 強。
15灰 黄 褐 色 土 二黒褐色土ブ ロック含む。 01m一

第13図 第12弓3号 溝跡断面図
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覆 土はランダムな層位 をなしてい るが、 自然堆積層で ある。全体 的に砂質 である。

遺物 はほ とん ど検 出 されず、時期 を特 定できなかったが、 その位置 関係 か ら第9・11号 溝跡 と同時期

と思 われ る。

第11号 溝跡(第1ト12図)

第9・10号 溝跡 同様、南西方 向か ら北東方 向へ走 ってお り、K-18グ リッ ドか ら調査区外 を挟 んでS

-10グ リッ ドに位置す る。第9・10号 溝跡 同様 、一旦調査 区外 となる。K-18グ リッ ドでは途切れ る

よ うにみ えるが、その南側 には溝跡が走 ってお り、両者 が別 のものか ど うかは不 明であるため、 とりあ

えず本溝跡 内 に含め ることとした。幅 は2m前 後、深 さは最深部 で58cmを 測 る。横断面形 はほぼ逆台形

状 を呈す る。

覆土 はランダムな層位 をな しているが、 自然堆積層 と思われ る。全体的 に砂 質である。

遺物 はほ とん ど検出 されず、時期 を特定で きなかったが、その位置関係か ら第9・10号 溝跡 と同時期

と思 われ る。

第12号 溝跡(第11・13図)

R-14グ リッ ドか らT-16グ リッ ドに位置す る。南東方 向か ら北東方 向へ走 ってい るが、調査 区南東

端か ら北西 へ5Bmで 土坑状の掘 り込み とな り、そ こか らさらに2つ に分かれ ている。土坑状 の掘 り込み

は長径3.1m、 短径1.6mで 、深 さは最深部 で20cmを 測 る。

東側 を走 る溝跡 は、土坑状 の掘 り込みか らの検 出長が9。4mで 北西部 は調査 区外 に延びてい る。幅は

0.5m前 後 で、深 さは最深部 で13cmを 測 る。横断面形 は船底状 を呈 してい る。覆土 はほぼ レンズ状 に堆積

した自然堆 積層で全体 的に砂質 である。

西側の溝跡 は、土坑状の掘 り込 みか ら北西22mで 第1号 溝跡 とつながる別 の土坑状の掘 り込 みに接続

す る。 そ して、 さらに北西へ延 びるものもみ られ るが、北西へ13rnで 西 に曲がって途切れ てい る。な

お、一部撹乱 によ り欠 いてい る。溝跡 の幅 は一定 してお らず、最小 幅で0.5m、 最大幅 で1.5mを 測 り、

深 さは最深部 でほぼ14cmで ある。覆 土は レンズ状 に堆積 した 自然堆積層で ある。

第1号 溝跡 と接す る土坑状 の掘 り込み は、確認 された範 囲での長径 が5.7rn、 短径2mで 、深 さは最深

部 で48cmを 測 る。底面 はやや 凹凸がみ られ るが、概 ね平坦 である。覆土はやや ランダム に堆積 した状況

がみ られ るが 、 自然堆積層であ る。

遺物 は他 の溝跡 に比べ る と多 く検 出 され た(第22図4～13)が 、 この うち本溝跡 に伴 うものは12・13

のみである。

第13号 溝跡(第11・13図)

K-14グ リッ ドか らM-15グ リッ ドに位 置す る。第9～11号 溝跡 に直交す る形 で北西方 向か ら南東

方 向へ走 ってお り、北西部 は調査 区外へ延 びている。第9～11号 溝跡 との新 旧関係 は不明であ る。

検 出長 はU.6m、 幅 は1.3rn程 である。溝の南西側 がややテ ラス状 とな り、北東側 が最深部 となる。34

cnlを測 る。
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覆土 は第9号 溝跡 に近い箇所では ランダムな層位 をな しているが、北西側 ではほぼ レンズ状の堆積 が

認め られ る。全体的 に砂質であ る。 自然堆積層。

遺物 は室町時代 の遺物(第22図14～18)が ま とまって検 出 され た ことか ら、本溝跡 に伴 うものであ る。

(2)土 坑

第1号 土坑(第 】4図)

P一 ユ5グ リッ ドに位置す る。

平面 は長径2.26rn、 短径1.13rnの 長方形で、深 さは32cm前 後である。底面 は概ね平坦 である。

覆土 は礫や焼土、炭化物 を含 み、人為 的に埋 め戻 された もの と考 えられ る、、

遺物 は検 出 され なかった。

第2号 土坑(第 罵 図)

Q-15グ リッ ドに位置す る。

平面 は長径tO6m、 短径0.96mで 、少 しゆがみ を持 った隅丸方形 を呈す る。深 さは8cmと 浅い。底面

は、 さらに不整形 に くぼみ二段落 ちのよ うな形状 を呈 している。

覆土 は礫、焼 土を含み、人為的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 は検出 され なかった。

第3号 土坑(第i4図)

K-16グ リッ ドに位置す る。

平面 は長径1.16m、 短径0.86mの やや いびつな方形状 を呈す る。深 さは70cmを 測 り、本遺跡 において

検 出 され た土坑 としては比較 的深 い。底面 は概ね平坦 であるが、 中央付近 が壁寄 りに比べてやや深い。

覆土 は非常 に複雑 な層位 をな してお り、人為的 に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物 は検出 され なかった。

第4号 土坑(第14図)

L-16グ リッ ドに位置す る。

平面 は長径12m、 短径0.9mを 測 り、著 しい不整 な形 で検出 されたが、本来 は第3号 土坑 に類似 した

方形 の土坑 に他 の土坑が重複 して検 出 され たもの と思 われ る。深 さは56cmを 測 る。底面 は平坦 であった。

覆土 の層位 は平行 に堆積 している。人為的 に埋め戻 され たもの と考え られ る。

遺物 は検 出 され なかった。
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第1号 土坑 ⑦
第2号 土坑

土層説 明(AAノ)

1に ぶ い黄褐 色土:灰 色砂多量、礫 ・スコリア ・炭化物少量含 む。

2灰 黄 褐 色 土:礫 ・炭化物 ・灰色砂 ・黒褐色粒含む。

第3号 土坑

氏.一 合'2780

21

態諜

第4号 土坑

土層説 明(AA')

1褐 灰 色 土:砂 質。礫 ・明黄褐色粒含む。

2明 黄 褐 色 土:砂 質。

3黄 灰 色 土:砂 質。炭化物 ・褐灰色粒 ・浅

黄色粒含む。

4灰 色 土:砂 質 。褐灰色粒 ・浅黄色粒 ・

青灰 色砂含む。

5浅 黄色 土プロ ヅク

6に ぶい黄色土

7灰 色 土:砂 質。炭化物 ・褐灰色粒 ・浅

黄色粒 ・青灰 色砂含 む。

8褐 灰 色 土;浅 黄色粒 ・ブロック含 む。

9浅 黄 色 土:焼 土含む。

10灰 色 土1砂 質。炭化物 ・褐灰色粒 ・浅

黄色粒 ・青灰色砂含む。

ll浅 黄 色 土:褐 灰色土 ブロック含む。粘性

やや有 。

土層説明(AA')

1に ぶい黄色土:や や砂質。スコ リア ・焼± ・褐灰色粒 ・

明青灰色粒含む。

2褐 灰 色 土

3黄 褐 色:ヒ1礫 ・褐灰色粒 ・明青灰色粒含む。

¢9第5岡6号 土恥 区 外㊧
ムA'

土層説 明(AA!)

1黒 褐 色 土:ス コ リア多 量、明青灰色

粒少量含 む。しま り有。

2オ リーフP黄色ゴニ:礫多量含 む。

3黒 褐 色 土:ス コ リア含 む。 しま り有。

4灰 黄 褐 色 土:ス コ リア ・明青灰色粒含

む。しまり有。

01一

土層説明(AA')

第5号 土坑

1灰 色 ±

2浅 黄 色 ±

3黄 灰 色 土1や や砂質。ス コリア ・黒褐色

粒 ・灰 白色粒含む。

4浅 黄 色 土:砂 質。黒褐色粒多量、礫少量

含む 。

5暗 灰 黄色 土:灰 色粒 ・黒褐色粒含む。

6黄 灰 色 土:灰 色粒 ・黒褐色粒含む。

第6号 土 坑

7暗 灰 色 土:黄 灰色土 ・浅黄色粒含む、

8黒 褐 色 上:浅 黄 色粒含む 。

9褐 灰 色 土:砂 質 。スコリア ・浅黄色土含む。

10灰 黄 褐 色 ±:砂 質。灰色粒含 む。

ll浅 黄 色 土:炭 化物 ・黒褐色粒含 む。

12灰 オリヅ 色土:砂 質。

第14図 第 濯～6号 土坑
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第5号 土坑(第14図)

M-15グ リッ ドに位 置す る。第6号 土坑 も含 めて確 認段 階では不整 な形 の単独土坑 と考 えたが、断面

の観察 な どか ら第2号 土坑の よ うな方形 の土坑が2基 ほど重なって確認 された もの と判断 した。

第5号 土坑 は第6号 土坑の東側 を切 って作 られ てい る。南東部 は調査 区外 にあ る。径0,78cm前 後の隅

丸方形 になるもの と思われ、深 さは60cn1を 測 る。

覆 土は礫や炭化物 を含み、人為的に埋 め戻 され たもの と考え られ る。

遺物 は検 出 され なかった。

第6号 土坑(第14図)

L・M-15グ リッ ドに位置す る。東側 は第5号 土坑 に切 られてお り、南東部は調査 区外 に延びている.

長径2rn、 短径 は不明、深 さは30cmほ どである。

覆土 は炭化物 を含み、堆積状況 か ら人為的に埋 め戻 され たもの と考 えられ る.

遺物 は検出 され なかった。

第7号 土坑1第15図)

K-15グ リッ ドに位置す る。

平 面は長径2.2ユm、 短径0.82mの 整 った長方形 で、深 さは42cmを 測 る。底面 はほぼ平坦 で、壁 の立ち

上が りも急 であった。

覆 土は礫や焼 土、炭化物 を含み、人為 的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物は検 出 されなかった。

第8号 土坑(第15図)

K・L-15グ リッ ドに位置す る。第7号 土坑の東側 に隣接す る。

平面 は長径1.42m、 短径1mの やや不整な方形 を呈す る。深 さは16cmほ どで、さらに中央付近 で楕円

形 に二段落ち となってお り、最深部で24cmほ どであ る。

覆土 は礫や焼 土 を含み、人為的 に埋 め戻 され た もの と考 え られ る。

遺物 は検出 され なか った。

第9号 土坑(第15図)

L-14・ ユ5グ リッ ドに位置す る。

平面は長径1.84rn、 短径1.06mの 比較 的整 った長方 形を呈 し、深 さ46cmを 測 る。底面 は概ね平坦であ

る。

覆土は礫や焼 土を含 み、人為的 に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物は検 出 されなかった。
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第1◎号土坑(第15図)

L・M-14・15グ リッ ドに位置す る。

平面 は長径1.34m、 短径0.53cmで 整 いの悪い長方形状 を呈している。深 さは6cm前 後 と浅い。底 面 も

整 いが悪 く、北端 に向かって緩や かな傾斜 を呈す る形状 である。

覆土 は2層 か らなる自然堆積層 。

遺物 は検出 され なか った。

第11号 土坑(第15図)

L・M15グ リッ ドに位 置す る。南端部 が第12号 土坑 と重複 してお り、本土坑の方が新 しい。

平面形 は長径L64m、 短径0.44mで 整 いの悪 い形状 であ るが、本来的 には長方形 を意識 した もの と考

え られ る。深 さは8cmほ どと極 めて浅 い。底面はほぼ平坦 である。

覆土 は人為的 な埋 め戻 しであるか どうか は判断で きない。

遺物 は検 出 され なかった。

第12号 土坑(第15図)

L・M-15グ リッ ドに位置す る。第11号 土坑 に切 られ てお り、本 土坑 の方 が古い。

平面 は、著 しく整 いの悪い形状 を呈 してお り、長径 は1.66m、 最大幅は0.68mを 測 る。底 面は凹凸が

著 しく深 さは3cm前 後 と極 めて浅 く、三箇所ほ どの深 い箇所 があった。横 断面部分 が深い箇所の一つ だ

が、それ でもわず か10cmほ どで あった。

覆 上は礫や焼土 を含み、人為的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 は検 出 され なかった。

第13号 土坑(第15図)

J-14グ リッ ドに位 置す る。

平面 的には不整 な形で検出 され たが、本来 は方形 を意識 したものの と推 察 され る。長径0.84m、 短径

0。76m、 深 さは32cmを 測 る。底面 はほぼ平坦 であるが、中央付近 がやや深い形 となっている。壁 の立 ち

上が りはほぼ直 に立 ち上がっている。

覆土 は礫や焼 士を含み、人為的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 の出土 は見 られ なかった。

第14号 土坑(第 お 図)

J-14グ リッ ドに位 置す る。第15号 土坑 と重複 してお り、本 土坑 の方 が古 い。

平面 は不整 な方形 で、長径1,06m、 短径0.94rn、 深 さ25cmを 測 る。底面はほぼ平坦 である。

覆土 はランダムな層位 をな してお り、人為的 に埋 め戻 され たものと考 えられ る。

遺物 は検 出 され なかった。
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第7・8号 土 坑 第9号 土坑

第8号 土坑

土層説明(AA')

勤

勤

r謎 こ_ 一 、

ノ

迭)

L_ジ

A'

i黄 灰 色 土:や や砂質。礫多 量 鉄 分 ・スコ リア ・焼土 ・黒褐色粒少

量含む。

2灰 オ　ヅ 色土 黒 褐色粒 ヴ ・ック多量、騰 ス コリア少量含む.嘱

よ り粘性有。

第1⑪ 号土坑

土層説明(AAノ)

1灰 色 ±:鉄 分多量含む。

2灰 割 一プ 色 士:砂 質。スコ リア ・黒褐

色粒 ・浅黄色粒含む。

第11・12号 土 坑

土層説明(AA')

1に ぶ い黄色土:砂 質。礫 ・焼土 ・黒褐色粒含む。

2暗 灰 色 ニヒ:砂質。礫 ・黒褐 色粒 ・ブ ロック含む。

3灰 オリーブ 色 土:砂 質。黒褐色粒禽 む。粘性有。

第7号 土坑

土層説 明(AA')

1に ぶ い黄色土1砂 質。礫 ・ス コリア ・焼土 ・黒褐色粒 ・

フロック ・浅黄色粒含む。

2浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・ブ ロック含 む。
3灰 削 一プ 色 土:砂 質。黒褐色粒含 む。

4暗 灰 黄 色 士 二黒褐色粒 ・ブロック ・浅黄色粒含む。
5黄 褐 色 土:黒 褐色粒 ・ブロック多量、炭化物 ・焼 土

少量含 む。

6灰 黄 褐 色 ±;黒 褐色粒 ・ブロック含む。粘性強。

7黄 灰 色 土:黒 褐色粒 ・プ ロヅク含 む。粘性 強。

龍27、90
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第13号 土坑

土層説明(AA')

第11号 土坑

1暗 灰黄色土:砂 質。礫 ・スコ リア ・灰色粒

第12号 土坑

・浅黄色粒含む。

2黄 灰 色 土:砂 質。炭化物 ・焼土含 む。

3黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・浅黄色粒含 む。

4黄 灰 色 土:炭 化物 ・焼土 ・浅黄色粒 ・ブ

ロック含む。

土層説明(AA')

1に ぶ い黄色土1砂 質 。礫 ・黒褐色粒 ・

浅黄色粒含 む。

2黒 褐色土 ブロック

3黄 灰 色 土1砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・

浅黄色粒含 む。

4黄 褐 色 土:礫 ・黒褐色粒 ・ブロッ

ク含む。

5褐 灰 色 土:焼 土含む。粘性強。

Olm
一

第15図 第7～13号 土 坑
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第15号 土坑(第16図)

J-14グ リッ ドに位置す る。第14号 土坑 を切 って構築 され てお り、本土坑の方 が新 しい。

平面 は不整 な方形で、長径0.98m、 短径0.74m、 深 さ8cmを 測 る。底面 は平坦であ るが、東 よ りで一

段 高 くなる形態 を呈 してい る。

覆 土は礫 を含 み、人為的 に埋め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 は検 出 され なかった。

第16号 土坑(第16図)

J-14・15グ リッ ドに位 置す る。第17号 土坑 を切 って作 られてお り、本土坑の方 が新 しい。

確認段階で は一つの土坑 と考 えたため、本 土坑 の平面 プランを図化す るに至 らなか った。断面 か ら推

測す る と平面 は方形で、長径1.48m、 短径1,14m、 深 さ40cmを 測 る。底 面は北側寄 りに緩や かに傾斜 し

て高 くなってい る。

覆土 は礫や焼土 を含 み、人為 的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 は検出 されなかった。

第17号 土坑(第16図)

J-14グ リッ ドに位置す る。第16号 土坑 に切 られて作 られてお り、本 土坑 の方 が古い。

平面 は北側辺 が1.08m、 南側 辺が0.88m、 南北方 向は0。96mを 測 る台形 を呈 してい る。深 さは50cmを

測 る。底面 はほぼ平坦で ある。

覆 土は礫 を含 み、人為的 に埋め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は若干検 出 され たが、図示可能 なものは1点 のみ(第22図19)で あった。

第18号 土坑(第16図)

J-14グ リッ ドに位置 す る。

平面 は方形 で、長径1.24m、 短径1.04rn、 深 さは50cmを 測 る。底面 はほぼ平坦 で、壁 の立ち上 が りは

急で ほぼ垂直 に立ち上がっている。

覆土 は焼士 を含んだ土がほぼ水平、ない しブ ロック状 に堆積 してお り、人為 的に埋め戻 されたもの と

考 え られ る。

遺物 は検出 されなかった。

第19号 土坑(第16図)

K・L-14グ リッ ドに位置す る。第20・21号 土坑 と重複 してお り、本 土坑は両土坑 にき られてい る。

平面形 は、両土坑 に切 られ ている関係で正確 な形状 は把握 できなかったが、残存部 か ら推定 され る径

は1.191nで 不整 な方形 を呈 してい る。深 さも浅 く14cmほ どである。

覆土 は残存す る箇所で は3層 のみ確認 され たが、人為 的に埋 め戻 された ものか どうかは不 明である。

遺物 は検 出 され なか った。
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土層説 明(AA')

第14号 土坑
1灰 黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・浅黄色粒含 む。

2に ぶい黄 色土:砂 質。礫 ・黒褐色土 ブロック含 む。

3浅 黄 色 ±:砂 質。礫 ・黒褐色粒含む。

第15号 土坑

1浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・黒褐色粒 ・ブロック含 む。

2に ぶい黄 色土:砂 質。礫 ・黒褐色ニヒブ コック含む。

3に ぶい黄色 土:礫 ・炭化物 ・黒褐色粒 ・ブ ロック ・灰 白色粒含む。

4に ぶい黄色 モニ:黒褐 色粒含む。
5明 黄 褐 色 ヒ:黒 褐 色粒含む。

第18号 土坑

土層説明(AA')

簗16号 土坑
1浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・スコ リア ・黒掲色粒含む。

2に ぶい黄色土:砂 質。礫 ・スコ リア ・黒褐 色粒 ・ブ ロック含む。

3灰 オリーブ 色 土:砂 質。礫 ・灰黄褐色粒 ご浅黄色粒含む。

4灰 黄 色 ニセ:礫 ・焼 土 ・黒褐 色粒 ・ブ ロック ・浅黄色粒含む。
5灰 オリーブ 色 一ヒ:礫 ・黒褐色粒 ・ブロック ・浅黄色粒 ・ブロック含む。

6灰 色 土:礫 ・灰黄褐色土 ブロック ・浅黄色粒含 む。

第1ア号土坑
7暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・浅黄色粒含 む。

8暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・ブロック ・浅 黄色粒含む。

9暗 灰 黄 色 ±:砂 質。礫 ・黒褐色粒 ・浅黄色粒含 む。

10オ リーブ 黒 色土:礫 ・黒褐色粒 ・ブロック ・浅黄色 粒含 む。

U黄 褐 色 土:礫 ・黒褐色粒含む。
12黄 灰 色i::礫 ・黒褐色粒 ・浅黄色粒含む 。

13黄 灰 色 土:黒 褐色粒 ・ブロック ・浅黄色粒含 む。 《

土層説明(AA')

欝 騰渓灘 轍 響
4浅 黄 色.ヒ:砂 質。礫 ・スコリア ・焼土含 む。

5に ぶ い黄褐 色土:明 蕎灰色粒含 む。

6に ぶい黄色土 ブロック
7灰 黄 色 ニヒ:や や砂質。礫含 む。

8灰 オ1戸 プ 色 土:砂 質。黄灰 色粒含 む。

9黄 褐 色 ∫ヒ:や や砂質。礫 ・黒褐 色粒含 む。

田 黄 褐 色1::や や砂質。礫 ・灰色粒 ・黒褐 漁

粒含む。
U黄 褐 色 土:礫 ・焼上 ・浅黄色粒含 む。

12に ぶ い黄褐 色土:砂 質。黒褐 色粒 ・ブロ ック ・浅黄色粒含む。

腰轟鑑 雛誌器艦 勿
工5に ぶ い黄褐 色 土:砂 質。黒褐色粒 ・ブロ ック多量、浅黄色粒

少量含む。

16灰 黄 褐 色 ±:黒 褐色紋含む。粘性強。

第21号 土坑

17灰 黄 褐 色 土:砂 質。褐灰色粒 ・ブロ ック ・灰 白色粒含む。
18灰 黄 褐 色 土;砂 質。黒褐色粒 ・ブロ ック ・にぶい黄色粒

'ブ ロック含む。

19褐 灰 色 土:浅 黄色粒含む、

20褐 灰 色 」1
21黄 褐 色 上:砂 質。灰 白色粒含む。

笏 艶

22灰 黄 褐 色 土:礫 ・灰色粒 ・黒褐色粒 ・ブロック ・浅黄色粒 ・ブロック含む。

23褐 灰 色 土:砂 質。礫 ・灰色粒 ・黒褐色粒 ・ブロック ・浅黄色土 ブロック含む。

鍛 暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫 ・褐灰色粒 ・浅黄色粒含む。
25黒 褐 色L:黄 色粒含 む。

26褐 灰 色L:黒 褐色 土ブロック含む。

27に ぶ い黄褐 色:ヒ:砂 質。礫含 む。

影ザ゚ー
脳
゜
°。
・嶺

鋼6図 第14～21号 土坑
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第20号 土坑(第16図)

K・L-14グ リッ ドに位置す る。第19号 土坑 を切 って作 られ てお り、本 土坑 が新 しい。

平面 は長 径1.38m、 短径0.8mの 方形で、深 さは78cmを 測 る。底 面は平坦で、壁 の立 ち上が りは急 でほ

ぼ垂直で ある。

覆土 は幾層 に分かれ るが、比較的同質の土が堆積 してお り、人為 的に埋 め戻 された もの と考 え られ る。

遺物 は検出 されなか った。

第21号 土坑(第16図)

K・L-14グ リッ ドに位置す る。第19号 土坑 を切 って作 られてい る。

平面 は長径3.1rn、 短径0.44mと 非 常に長い長方形 を呈す る。深 さは中央付近 で段がついてお り、北寄

りで8cm、 南寄 りで18cmで あった。平面形は一つの土坑 と判断で きるが、断面土層 のあ り方か らす ると

二つ の土坑が重 なってい るとも思 われ る。

覆土 の状況か ら、人為的に埋 め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は検出 され なか った。

第22号 土坑(第17図)

J-5・6グ リッ ドに位 置す る。土坑の大半 は撹 乱 によ り欠 いてい る。

平面 は推定で、長径2,28m、 短径1mの 長方 形になるもの と思われ、深 さは38cmを 測 る。底 面は平坦

で、壁 の立 ち上 が りは急でほぼ垂直 である。

覆土 は礫や焼土 を含み、人為 的に埋 め戻 された もの と思 われ る。

遺物 は検出 され なか った。

第23号 土坑(第17図)

J-5グ リッ ドに位置す る。遺構 の重複関係 は確 認 され なかった。

平面 は長径3.48m、 短径1。08rnの 長方形で、底 面は平坦 で、壁 の立 ち上が りは急 でほぼ垂直で ある。

底面 は凹凸が激 しい。壁 の立ち上 が りは急 でほぼ垂直であ る。

覆ニヒは比較的類似 した黄褐色 土が堆積 してお り、人 為的に埋 め戻 され たもの と考え られ る。

遺物 は検出 され なかった。

第24号 土坑(第17図)

K-14グ リッ ドに位置す る。第25・26号 土坑 を切 って作 られ てお り、本 土坑 が一番新 しい。

平面 は長 径1.52m、 短径0.54mで 、深 さは40c拠 を測 る。底面 は平坦で、壁 の立 ち上が りは急 であ る。

覆土 は平行 に堆積 してお り、土層 の状況 か ら判断 して人為 的に埋 め戻 された もの と思 われ る。

遺物 は図示可能 な須恵器 ・圷(第22図20)が 検出 されている。本土坑 に伴 うもの とい うよりは流れ込

み と考 え られ る。
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第22号 土坑

27.70.合_ 土層説明(AA')

1褐 灰 色 土:砂 質 。礫 ・焼 土含 む。

2浅 黄 色 ±:礫 ・黒褐色粒 ・ブロック含 む。

3測 一プ 黄 色 土:黒 褐色粒 ・ブロック多 量、礫

・焼±少量含む。

第23号 土坑

第24・25・26号 土 坑

撃

㏄
〔)

酉

一

1
♪

疑
齢
態

土層説 明(AA')

1浅 黄 色 土:砂 質 。褐灰色粒含む。

⑤
2浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・焼土 ・褐灰

色粒 ・明青灰色土 ブロック含む。

3黄 褐 色 土:褐 灰色粒多量、炭化物 ・焼土 ・

浅黄色粒 ・明青灰色粒少量含む。

4褐 灰 色 ±:礫 ・浅黄色土 ブロック ・明青灰』!

色粒含 む。

5に ぶい黄色 土:礫 ・炭化物 ・焼土 ・褐灰色粒含

_コ る・
6黄 褐 色 ±:黒 褐色粒 ・ブ ロック ・浅黄色粒

多量、礫 ・炭化物 ・焼土 ・明青

灰色粒少量含む。

A,7に ぶい黄色土:黒 褐色粒 ・ブ ロック多 量、礫少2780
量含む。

8黒 褐 色 土:明 黄褐色粒含む。

9暗 灰 黄 色 土:明 黄褐色粒含む。

題10劇一ブ 褐 色土;明 黄掲色粒含む。

11黄 褐 色 土:砂 質。

12に ぶい黄色土:砂 質。黒褐色粒含む。

13に ぶい黄色土:砂 質。黒褐色粒少量含 む。

14黒 褐 色 土:焼 土 ・明黄褐色粒含 む。

土層説明(AA'BB')

第24号 土坑

1浅 黄 色 土:砂 質。褐灰 色粒 含む。

2浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・焼 土 ・褐灰色

粒 ・明青灰色粒 ・ブロ ック含む。

3褐 灰 色 土;礫 ・浅黄 色土ブロ ック ・明青灰色

粒含 む。

4褐 灰 色 土:明 青灰色粒含む。

第25号 土坑

5に ぶ い黄色 土:砂 質。礫含む。

6灰 黄 色 土:礫 ・褐灰色粒 ・灰 白色粒含む。

7浅 黄 色 土:や や砂質。褐灰色土ブ ロック含む。

8灰 白 色 土:褐 灰色粒多量含む。

第26号 土坑

9浅 黄 色 士:砂 質。灰黄褐色粒 ・ブ ロック含む。

10黄 褐 色 土:褐 灰色粒多量含む。

11灰 オリーブ 色 土 礫 ・褐灰色粒 ・ブ ロック含む。

12に ぶい黄色土:褐 灰色±ブ ロック含む,

01用一

第17図 第22～26号 土坑
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第25号 土坑(第17図)

K-14・15グ リッ ドに位置す る。第24号 土坑 に切 られ、、第26号 土坑 を切 って作 られている。

平面形 は東西方向 のみ確 認で き、径1.22mで ある。南北方 向 も状況 か ら推定 して1。2m前 後 と思われ、

ほぼ方形 に近い形状 と推測 され る。深 さは32cm前 後 で、壁 の立 ち上が りは急 である。

覆 土は礫 を含 み、人為的 に埋 め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は検 出 され なかった。

第26号 土坑(第17図)

K-14・15グ リッ ドに位置す る。第24・25号 土坑 に切 られてお り、原形 はほ とんど認識 できない。残

存す る平面形 か ら南北軸 は0.94rn、 深 さは28cmを 測 る。

覆土は人為 的に埋 め戻 された もの と考 えられ る。 しま りが非常 に良い。

遺物は検 出 されなかった。

第27号 土坑(第18図)

L・M-14グ リッ ドに位置す る。第28号 土坑 を切 って作 られている。第13号 溝跡 との新 旧関係 は不

明である。

確認段階で は第28号 土坑 を含 めて一つの土坑 のよ うに観 察できたが、土層 断面か ら二つの土坑 か らな

ると判断 した。長径3.44m、 短径1.44mの 長方形 で、深 さは46cmを 測 る。底面 は概ね平坦であ るが、や

や 凹凸をもってい る。北西壁 の立ち上が りは垂直ではないが、急 な形態であ る。

覆土 は礫や炭化物 を含み、人為 的に埋 め られた もの と考 え られ る。

遺物 は若干検 出されたが、図示可能 なものは1点(第22図21)の みである。

第28号 土坑(第18図)

L・M-14グ リッ ドに位置す る.第27号 土坑 に切 られ ている。第13号 溝跡 との新 旧関係 は不 明で ある。

平面形 は第27号 土坑 に切 られ てお り、原形 は把握 で きなかった。残 存す る部 分での南北方向の径 は

1.24mを 測 る。深 さは52cm前 後であ る。底面は平坦 で、壁 の立 ち上が りは急 であ り、 ほぼ垂直である。

覆 土は礫や焼土 、炭化物 を含み、人為 的に埋 め られ たもの と考 えられ る。

遺物 は若干検 出 され たが、図示可能 な ものは2点(第22図22・23)の みであ る。

第29号 土坑(第18図)

K・L-5グ リッ ドに位置す る。

平面は径1m前 後 の円形で、深 さは20cmで あった。底面 は平坦 で、壁 の立 ち一ヒが りはやや緩や かな状

態であ る。

覆土 は複雑 な層位 をな してお り、人為的 に埋め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は検出 されなかった。
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第27・28号 土 坑

氏 _△'

土層説 明(AA')

第27号 土坑

1に ぶ い 黄 色 土:砂 質。礫 ・スコ リア ・炭化物 ・明青灰色粒含 む。
2に ぶ い黄褐 色土:砂 質。礫 ・明青灰 色粒 含む。

3灰 黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・明青灰色粒 ・プロヅク含む。
4暗 灰 黄 色 土:礫 ・褐灰色粒 ・ブロック ・明青灰色粒 ・ブ ロック含 む

。

第28号 土坑

5に ぶい黄褐色土:焼 ± ・礫 ・明青灰色粒含 む。

6灰 黄 褐 色 土:砂 質。礫 ・明青灰 色粒 ・ブロック含む。

7オ リーブ 黄 色 土:砂 質。礫 ・褐灰 色粒含 む。

第29号 土坑

27,80A_

21378

』'

難 懸
土層説明(AA')

正黒 褐 色 一ヒ:焼 上 ・明青灰 色粒含む。

2明 黄 褐 色 士1黒 褐色粒含 む。

3灰 黄 褐 色 士:黒 褐 色粒 ・ブロック ・明黄褐

色粒 ・明青灰色粒含む。

4に ぶい黄褐色土:黒 褐色粒 ・ブ ロック多量、礫
・炭化物 ・焼土 ・明青灰色粒

少量含む。

第30号 土坑

土 層説 明(AA')

1に ぶい黄褐色土:や や砂質。礫 ・炭化物 ・

褐灰色粒 ・ブロック含む。

2灰 黄 褐 色 土:砂 質。明青灰色粒含む。

3オ リーブ 黄 色 砂1礫 ・にぶ い黄褐色粒含む。

5に ぶ い黄褐色 土:焼 土 ・明黄褐 色粒 ・明青灰色粒含 む。
6暗 灰 黄 色 ⊥:浅 黄色粒 ・明黄褐色粒 ・明青灰色粒 ・褐灰色粒含む

。
7灰 黄 掲 色 土:炭 化物含 む。

8褐 灰 色 土

9灰 黄 褐 色 十:炭 化物 ・明黄褐色粒 ・明青灰色粒含む。

第31号 土坑(8

27.60AA'

霧 黙
土層説明(AA')

1浅 黄 色 土:砂 質。鉄分 ・褐

灰色粒 ・明青灰

色粒含む。

2灰 オ!レプ 色 土

3に ぶ い黄 色土:褐 灰色粒 ・明青

灰色粒含む。

01㎜一

第18図 第27～31号 土 坑
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第30号 土 坑(第18図)

R-7グ リッ ドに位置す る。

平面は南北方 向が1.12m、 東西が0.64mで あるが、北西側が えぐられ た形態 をな している。本来は方

形 を意識 したものの ようである。深 さは28cmを 測 る。底面 は平坦で、壁の立ち上が りは急で、ほぼ垂直

である。

覆土 は礫や 炭化物 を含 み、水平 な堆積で あることか ら人為的 に埋め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は確 認で きなかった。

第31号 土坑(第18図)

R-8グ リッ ドに位置す る。

平面は長径0.92m、 短径0.7mの 不整方形 で、土坑の南側 には径40cm、 深 さ10cmの 落 ち込みがみ られ

るが、 ピッ トが重複 してい るとも考 えられ る。

覆 土は3層 か らなる 自然堆積層。

遺物は検 出 されなかった。

第32号 土坑(第19図)

Q・R-8・9グ リッ ドに位置す る。

平面形 は著 し く不整であ り、西側 は表土掘削の関係 か ら確認 できなかった。南北軸 は最大部分で1.82

m、 東西方 向 は検 出長 で ユ.62mを 測 る。底 面 も不整形 を呈 してい る。平面形 と底面の形態 の複雑 さか ら

判断 して、幾つかの土坑 が重 な りあってい るもの とも考 え られ る。

覆土 は焼土や 炭化 物 を含 み、人為的 に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物 は検出 され なか った。

第33号 土坑(第19図)

G-5グ リッ ド、第39号 土坑 内に位置する。第39号 土坑 との新 旧関係 は確認 できなかった。

平面 は長径1m、 短径0.5mで 不整 なひ ょうたん状 を呈す る。深 さは北寄 りで18cm、 南寄 りで8cmで

あ る。平面形 と断面 か ら判断 して、二 つの ピッ トが重複 した もの と考 え られな くもない。

覆 土はランダムな層位で あ り、堆積状況 か らみて人為的 に埋 め戻 された もの と考え られ る.

遺物 は検 出 され なかった。

第34号 土坑(第19図)

Q-5グ リッ ドに位置す る。第35号 土坑 と重複 し、土層断面か ら判 断す る と本土坑 の方 が古い と思わ

れ る。

平面は長径部 分で1.3m、 短径0.76mで 不整 な長方形 を呈す る。深 さは12cm前 後 と浅い。

覆土の層位 は乱れてお り、人為的 に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物は検 出 されなかった。
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第32号 土坑 第33号 土坑

◎ヨ パ

撒馨 蕪

土層説明(AA')
1褐 灰 色 士:鉄 分 ・礫 ・炭化物含 む。

2黒 褐 色 」.:鉄分 ・炭化物 ・浅黄色粒 ・明黄 褐色粒含む。

3:炭 化物 ・灰 白色土含む。

4明 青灰 色 ヒ

5褐 灰 色 一1コ炭化物 ・焼土 ・浅黄色粒含 む。

5黄 灰 色 ヒ:や や砂質。炭化物 ・焼土 ・褐灰 色粒 ・ブロ ック ・

灰 白色粒 ・ブロック ・明黄褐 色粒 ・ブロ ック含む。
7灰 黄褐色 土:炭 化物 ・浅黄色粒 ・明黄褐色粒含 む。

8灰 黄 色 一ヒ

9褐 灰 色 ヒニ鉄分 ・炭化物 ・焼土 ・灰 白色粒含 む。

iO暗 灰黄色 土:焼 土含む。

A'

霧 懸
キ饗 饗緋鉱ネ蹴.明諏 色土鉱 第36号 土坑
2灰 黄 褐 色:ヒ 炭化物 ・焼土多量含 む。

3灰 白 色i二 にぶい黄褐色粒含む。

4灰 黄 色 晒ヒ 焼二L・褐灰色粒 ・明青灰色粒含む。

5に ぶい黄褐色 ヒ 明青灰色土含む。

盒'

第34囑35号 土 坑 ④

、A,

遜◎ ぺ 妻
第34号 土坑

第35号 土坑 第38暑 土 坑

〆

、.、。皮,＼1-△'1

萎 諺繊錘1
6

土層説明(AA')

1黒 褐 色 土:礫'浅 黄 色粒 ・ブロック含む。

第34暑 土坑 号
2褐 灰 色 土:浅 黄色粒含 む.

3黒 褐 色 土

4黒 褐 色 土:浅 黄色粒含む。

第35号 土坑 溝

5黒 褐 色 ±:礫 ・炭化物 ・焼土含 む。
6褐 灰 色 砂

7黒 褐 色 土:礫.浅 黄色粒含 む。1

膿雛詩 難 饗 二}
!G黒 褐 色 ±:羽 一ジ黄色粒含む.

277°:一

土層説明(AA')

i灰 黄褐色土:や や砂質。明爵灰色粒含 む。

2褐 灰 色 土:や や砂 質。 明霞灰色粒含む 。しま り有 。

_△'

0 1m

第19図 第32～38号 土 坑
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第35号 土坑(第19図)

Q-5グ リッ ドに位置す る。第34号 土坑 を切 って作 られ た と推測 され る。

平面は長径096m、 短径0.84mの 方形 を意識 して作 られ たもの と考 えられ る。深 さは浅い部分で26cm、

深い部分で36cmを 測 る。二段 に落 ち る形態 を呈 し、深い部分の立ち上 が りは、緩やか に立ち上 がってい

る。

覆土 の層位 は乱れてお り、入為的 に埋 め戻 されたもの と考 え られ る。

遺物 は検出 され なか った。

第36号 土坑(第19図)

N-7グ リッ ドに位置す る。

平面は長径0.54m、 短径0.48mの 方形 を呈 し、深 さは5clnと 浅 い。

土層 は記録 できなかった。

遺物 は検 出 され なかった。

第37号 土坑(第19図)

K-6グ リッ ドに位置す る。

平面 は南北方 向が1.08m、 東西方向は第6号 溝跡 と重複 してい るが、新 旧関係 は不 明であるため全形

を把握で きなか ったが、方形 を意識 した もの と考 え られ な くもない。

底面 は平坦で な く、緩や かな舟底 となって壁 に移行 してい る。

土層 は記録 で きなかった。

遺物 は検出 されなかった。

第38号 土坑(第19図)

K-5グ リッ ドに位置す る。土坑 の東半分 は、第6号 溝跡 に切 られてい る。

残存す る部分 での南北方向の径 は1.44mで 、 この数値 に近い直径の 円形状 になるもの と考 えられる。

深 さは16cmを 測 る。断面 は緩やかな舟底状 を呈 してお り、立ち上 が りは緩やかで ある。

覆 土は2層 か らなる 自然堆積 層である。底面北側 か らは焼 土がま とまって検 出 され た。

遺物 は確認 できなかった。

第39号 土坑(第2⑪ 図)

G-5・6グ リッ ドに位置す る。 ピッ トや第1号 火葬跡 によ り切 られ ているが、、第33号 土坑 につい

ては新 旧関係 は把握 できなかった。

南北方 向の最 大径 は2.36rn、 東西方 向の最大径 は1.9mを 測 る。さらに東南隅か ら南 に突起状 に広 がっ

てい る。深 さはほ とん どの個所が精 々4cm前 後 と浅い。単独 の土坑 と言 うよ りは、幾つかの上坑状 の重

複か、または風倒木痕 と思 えな くない。

遺物は検 出 され なかった。

44



靭 号土坑(N鄭 号土坑($

㍉

笏 鞠

易 嘱 づ パ呼
AA'2780～P68婆
土層説 明(AA')

1に ぶ い黄色 土:鉄 分 ・炭化物 ・褐灰色粒

・プロヅク含む。

匝 ㍉▽ ノ

AA'2780-_

§醸癬1霧 霧
土 層 説 明(AA'BB')

1に ぶ い 黄 色 土:砂 質 。 鉄 分 ・ス コ リア ・炭化 物 ・焼 土 ・灰 白色 粒 愈 む 。

第41号 土坑

/＼ ∵_
κ 「 謂 鑑1;1驚

巳ノN綴 臨 一 一
6に ぶ い 黄 機 色 土 や や 砂 質 。 礫 含 む 。

/
7に ぶい黄褐色 赴 礫 ・明青灰色粒含む。

8に ぶ い黄 色 士二 明青灰色粒含む

2マ6。A-64」 ド

毒1講 毒塗 妻 ・ 、

第20図 第39～41号 土 坑
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第40号 土坑(第20図)

G-5グ リッ ドに位 置す る。 ピッ トや第1号 火葬跡 に より所 々を切 られている。現存す る南北方 向の

最大径 はお よそ2.2m、 東西方向 は残っている部分 で1.6mの 平面形 は不整 な形であ るが、方形 を意識 して

作 られ たもので あろ うか。

覆 土は縦方 向に複雑 に堆 積 している。 自然堆積か人為的な埋 め戻 しかは判 断で きなかった。

遺物 は検 出 され なかった。

第41号 土坑(第20図)

Q・R-7・8グ リッ ドに位置す る。東側 を ピッ トに切 られてい る。 また西側 は表 土掘 削の関係か ら

確認で きなか った。南北方 向の最大径 はお よそ1.06m、 東西方 向の最大径 がお よそ1mの 不整 な形であ

る。第39号 土坑 同様 に、 自然地形 の可能性 もある。

遺物 は土錘 が多数検 出 され、その ほとん どが完形 品である。

第23図1～42は 長 さ4～5cm、 最大径2cm前 後 で両端がすぼまるタイプ、第24図43～90・ 第25図91

～93は 両端 がす ぼまるが、最大径 が1～2cm前 後、長 さが4cm前 後 のタイ プ、第25図94～U2は 長 さ、

最大径 ともに前者 よ りさらに小 さくなるタイ プ、第25図113～149は 最大径 が1cmに 満 たない細 身のタ

イプである。第26図 ユ50～158は 上述 のタイ プの破 片である。

本 土坑 は住居跡で はないが、倉庫 的な建物の可能性 も考 え られ る。

(3)土 墳墓

第1号 土墳墓(第21図)

K-16グ リッ ドに位 置す る。ほぼ中心 を試掘溝 によ り欠いて しまったが、底 面に近 い レベル で人骨が

検出 された ことか ら土墳墓 とした。長径1.72rn、 短径1.23mの やや いびつ な長方 形状 を呈 している.深

さは42cmで ある。

覆.ヒは下層 に礫や炭化物、骨片等 を含 み、人為 的に埋 め戻 されたものである。

遺物は検 出 されなかった。

(4)火 葬跡

第1号 火葬跡(第21図)

G-5グ リッ ドに位置す る。第39・40号 土坑 を切 ってい る。

長径0.6m、 短径0.3mの 楕 円形 の土坑で、深 さは確認面か ら最深部で7cmと 浅い。 このた め、士坑底

面か ら自然石 は検 出されなかったが、西側 よ り骨片がま とまって検出 された。土坑北壁の 中央付近か ら

は緩や かな傾斜 を持 ちなが ら立ち上 がる溝 が付随 してお り、規模 は最大幅で36cm、 長 さ32cmを 測 る.

覆 土には焼 土 ・灰 ・炭化物の他 、骨片 も含 んでいた。

遺物 は検 出 され なかった。
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第1号 土坑墓 ⑦

土層説 明(AA')

1浅 黄 色 土1礫 含む。

2に ぶ い黄色 土:砂 質。礫含 む。

3に ぶい黄色土:砂 質。

4に ぶ い黄色土:灰 色砂多 量含 む。

5に ぶ い黄色 土:砂 質。礫多 量含 む。

6浅 黄 色 土:褐 灰色±含 む。

7灰 黄褐色土ブ ロック

8浅 黄 色 土:砂 質。礫 ・炭 化物 ・褐灰色± ・淡黄色粒含 む。

9黄 褐 色 土:砂 質。骨片含 む。

第1号 火葬跡

A純A単

二土二層言見日月(AAノ)

1暗 灰黄色 上:炭 化物 ・焼土多量含む。

2褐 灰 色 土:浅 黄色粒含む。

3黄 灰 色 上:炭 化物多 量、焼士 ・骨片少 量含む。

4褐 灰 色 土:灰 白色粒 ・黒褐色粒多量、炭化物少量含む。

5浅 黄 色 土

6暗 灰黄色 士;炭 化物含む。

7褐 灰 色 士:浅 黄色粒含む。

第1号 井戸跡

.氏

2770湾L _塁'

土層説 明(AAノ)

1に ぶ い黄 褐 色 土:砂 質 。礫含 む。粘性 有。

2灰 黄 褐 色 ナ::礫多 量、炭化物 ・焼t・ 褐灰色 土 ・明黄褐色 土含 む。

3灰 黄 褐 色 上:礫 多 量含 む。

4暗 灰 黄 色 ⊥:砂 礫多 量含 む。粘性有。

5黄 褐 色 土:砂 質。礫含 む。粘性有。

6灰 オリーブ 色 上:砂 質。礫含む。粘性有。

7暗 灰 黄 色 士:礫 少量含む。

8暗 オザ プ 褐 色 土;砂 礫含む。粘性強。

9暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫 ・炭化物 ・焼士多量含む。

10暗 灰 黄色 砂 礫 層

11黄 褐 色 砂 礫 層

12オリーブ黄色砂礫 層 砂主体 。

Bオ り一ブ黄色砂礫 層:礫 多 量含 む。

14暗 青 灰 色 上:砂 質 。粘性強。

⑪lm一

第21図 第1号 土壌墓 ・第1号 火葬跡 ・第1号 井戸跡
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(5)井 戸跡

第1号 井戸跡(第21図)

M・N-6グ リッ ドに位置す る。調査 の都合上、完掘 はで きなかったため詳細 については不 明である

が、径1.6mの ややいびつ な円形状 を呈す る。横断面形 は確 認面か ら30～50cmま で はやや緩や かな傾斜

をもち、それ以 下はほぼ垂直 に掘 り込 まれ てお り、素掘 りの井戸跡 である。

覆 土は全体 的に砂質 で、粘性が ある。

遺物 は検 出 されなかったため、時期 の特定 はできなかった。

(6)ピ ッ ト

調査区内か ら計70基 が検 出 され てい る。これ らは単独 、ない し集 中 してみ られ るが、規則 的に並ぶ も

のはみ られなかった。最 も多 く検出 されたのはK・L-6グ リッ ドであ り、これ らは第6・7号 溝跡の

まわ りに位 置 してい ることか ら付随す るもの と考 え られ る。単独 ピッ トに関 しては不明であ る。各 ピッ

トの数値 については第2表 を参照の こと。

第2表 ピット計測表
:No
出±位置{長 短 深さ[備 考 No, 出 土二位置 長 短 深さ 備 考

1 Q-15 6235201 36 R-7 322217

2 K-17・18
1585432 37 R-7 3936主9

3 L-16 51275 38 R-7 272219

4 K-15 362722 39 R-7 35332011

5 K-14 362927 40 R-7
1-一 一一一 一 一 一 一

3522181

6 J-5 27228 141 R-7 3630181
7 J-5 322224

1
42 R-7 312414

8

闇

J-5

… …一一r… 圃hm置 　 湖

26205 43 Q-5 363114

9 K-5 30236 44 R-9
一 一一一一一一一一一幽一　………-

363018i

10 K-5 20207 45 R-9 403218

111 K-6 413919 46 G-5 282725

12 K-61 363016 47 G-6 282519

13 K-6 322815 48 G-5 {28249[

114

き

K-6 262312 49 G-6 212014
ゴへ へ曜 曜

15 K-6 472523 50 G・H-6 292725

16K-6 3522221 5ユ G-5・6 33215

17
IK _6 212018 52 G-6 23227

ヨ

18 K-6 413315 53

…h胴 …-

G-6 301920

19 K-6 302418 54 G-6 312411

20 K-6

一 … …h罰 罰罰…

-2110 G-5 342714

一 　〒　

21 K-6 472918

55
勘一罰… 削…

561

…

G-6 27265

22 K-6 63299 57旨G-6 743913

23 L-6 342819 旨581G-6↓ 57259旨

24 L-6 78326
門 159Q-15

{

一一 … … 一 …{

6532131

25 L-6 282725
1601G -5
[ 31247、

26 L-6 383123
11
・61 G-5 272517

27 L-6 363423 {62 G-5
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一 一一 一

272726

28 L-6 353319 旨63 G-5 32256

29 Q-7 382615 64 G-5 333112

30 Q-7 282815 65 G～5 504017

… 罰…

31 Q-7 252115 66 G-51262115

32 Q-7 302519 67 G_5i463024 　

33 Q-7 262622 1 68G-51463216

uへ

34 Q・R-7 30248[ 69G-51242440
i

35 R-7 3625191 70G-5[332712
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第6号 溝跡

欝
第12号 溝跡

てヨ≦ノ
、

峨
」醗

7

蓼窟

轡
「

コ
趨
5

轟

一
3

==T　 　 一 一 剛

トー

▽=「7
翁

_⊥ 癬翻麟鋳

鱗
ぜ

1唱

_ア
2

oO

oOl3

第 爲号溝跡

第17号 土坑

韓

胃=ヲ ＼ユ7
驚 循

第28号 土坑

7唱 8噛

/

第24号 土坑

=可=

/
.第27号 土坑

マ=〒=7を

瓦撹

ノ
2窯

/
139 5ρm 10　 __ ____』 ・m2～12・14～239

1位・m

第22図 溝跡 ・土坑出土遺物
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第26図 第41号 土坑出土土錘(4)

第3表 溝跡 ・土坑出土土器観察表

m
Ψ

◎

ゆ

一
〇
155 6欝

冊

◎

lN
α 出土位置1器 種 口径 器高1 底径1胎 上 色調 焼成 残存率 備 考

1 第6号 溝跡[弥 生土器 ・甕 一 一 一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、小 石 灰褐否7 良 一 中期後半。

・2
i

第6号 溝跡 鉢 (32,8) (2.6) 一 1粗/砂 粒 浅黄色 良 10

3 第6号 溝跡 白磁 ・[UL
一 (0.7)

匠

(6.8) 緻密/黒 色粒 灰白色 良 20

一 一 肖7　 一

4 第12号 溝跡 須恵器 ・圷 (14.2) 3.7 8.0 密/白 色粒、黒色粒 、小石 灰色 良 30 東金子産。

5 第12号 溝跡 須恵器 ・杯 (12.0) (3.4) (6.2) 密/白 色粒、黒色粒 灰色 良 20

6 第12号 溝跡 須恵器 ・圷 (12,0) (3.ユ) 一 密/白 色粒、黒色粒 、白色針状物 質、小石

… …1… 配昂一了… げ"

灰色 良 20 南比 企産。

7 第12号 溝跡 須恵器 ・圷
藝一 ・(1
,6) 7.2 密/白 色粒、黒色粒 、白色針状物 質 1灰 色

1 良i70 南比企産。
r-一 一

8 第12号 溝跡 須恵器 ・圷
一(1

,0) (6.0) 密/白 色粒、 白色針状物 質、小石1灰 色 良 、601 南比企産。

9 第12号 溝跡 須恵器 ・圷
一 (0.8) (6.4) 密/白 色粒、黒色粒 、白色針状物 質 灰 白色 良25南 髭ヒ企 産,

101第12号 溝跡 須恵器 ・椀 (15.6) 7,118.6 やや 粗/白 色粒、黒色粒 、片崇1灰 白色弔 良 、40!末 野 産 。 一 一一

11厩12号 溝跡 土師器 ・甕 ～ (2,0)1(4,4) 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒 、赤色粒、角閃石1燈 色 良351

n2第12号 溝跡
i 常滑 ・甕

一 (&8)際8)
1

密/白 色粒、黒色粒 、石英 、小石 黒色 肝 40
トー14

第13号 溝跡 かわ らけ (11.3) 3.22 やや粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒 、小石 浅黄色 良 40 煤 付着。:

15 第13号 溝跡 かわ らけ (10.2) 2,65.0 密/砂 粒、黒色粧 、小石 褐灰色 良 30 煤付着。 旨一一 一 一`

16 第13号 溝跡 かわ らけ (7,5) 2.8(3,2) 密/砂 粒、 白色粒 、黒色 粒、小石 浅黄色 良 45 煤付着。

17 第13号 溝跡 白 磁 ・.[皿 (9.8) 2.6一 密/黒 色粒 灰白色 良 30 灯 明皿L。

18 第13号 溝跡 内耳鍋
　 　 　 密/砂 粒、黒色粒 灰褐色1 良 10

19 第17号 土坑 鉢 (29.2) 4.8一 粗/白 色粒、黒色粒 、赤色粒、小石
1灰白色
、 良 40

20 第24号 土坑 須恵 器 ・圷

…"

(13,6) 4.4一 密/白 色粒、各色針 状物 質、小石 灰色1良 15 南比企 産、

21 第27号 土坑 青磁 ・椀 (14,8) ;(L8)一 緻密/黒 色粒 緑灰色 良 5

22 第28号 土坑 鉢 (30・2 .L(43)一 やや糧/砂 粒、 白色粒 、黒色粧、石英 浅黄色 良 15

23 第28号 土坑 甕 一1(6
,8)(12.7) 粗/砂 粒、 白色粒 、赤色粒、小石 浅黄色 良 30

第4表 溝跡出土鉄製品観察表
No

13

出十位置

第12号 溝跡

分 類

不 明

長(磁r「 薦(c蚤)厚(cm)

1610504
一一殖 考

完形 つ

第5表 第41号 土坑出土土製品観察表

Nα 分 類 最大長(c㎡) 最大幅(cm) 重 量(9) 備 考

1 土 錘 5.2 1.6 10.0 完形。

12 土 錘 5.1 2.1旨 16.0 完 形 。

13 土 錘 4.8 1.9i 12.0 完形。

一 一國 國 一i一

・4 土 錘 4.5 2..1 12.0 !完 形。

15 土 錘 5.3 221 19.0 「完形.

　

t6 土 錘 4.9 1.91
113

.0 1完 形 。

7 土 錘 4.3 2.O
111

.0 ・ほ ぼ 完 形 。

[8 土 錘 4.8 1.91 1LO
`完

形 。

肖㎞"貞 「胃 一

19 七 錘 46 1.9 11LO 完 形 。

110 ± 錘 4.9 2.1 15.0 ほぼ完形。

一 圃 一一 一一一 一 一一一一一 一

11 土 錘 5.1 21 16.0 ほぼ完形。

12 土 錘 4.3 1.7 11.0 完 形 。

13 土 錘 4.7 1.8 14.0 ほ ぼ完形。 一一

一一一 動 一 一 一 一一 …

14 ± 錘 5.0 2.1 16.0 ほ ぼ完形。
　 ヨー ㎝ … 世一ア「一 一

完 形 。15} 土 錘 5.9 2.1 20.0
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Nα 分 類 最大長(cm) 最大幅(cm) 重 量(9) 備
㎝ … 一

考

16 土 錘 44 1.8 12.0 完 形 。

17 土 錘 5.1 2.2 20.0

18 土 錘 4.8 1.9 18.0 完形。
一 … 舳 一

19 土 錘 52 2.1 22.0 ほ ぼ完形。

20 土 錘 5.1 1.9 18.0 完 形 。

21{
1
土 錘

擁_こ6
1.9 20.0 ほ ぼ完形。

22! 土 錘lI 4.8 1.9 13.0 完形。
ト23
土 錘ll 5.4 2.0 20.0 ほぼ完形。 コ

241 土 錘1 48 22 21.0 完 形 。

251 土 錘 5.4 L8 15.0 完形。

26 ± 錘 5.0 2.3 20.0 完形。

27 土 錘 5.7 2.3 23.0 完 形 。

28 ± 錘 49 2.1 19.0 完形,

29 土 錘 5.7 2.4 23.0 完 形 。

30 土 錘 5.8 2.1 22.0 完形。

31 ± 錘 4.81 2.0 18.OI 完 形 。

32 土 錘 捕 … …「 1.7 15.0 ほ ぼ完形。

331 土 錘 5.1 2.0 19.0 ほ ぼ完形。 }

341 土 錘 5.0 22 21.0 完形。

35 土 錘 4.5 L9 15.0 完形。
」

36 1土 錘 4.8 2.0 11.O 完形.

37 ± 錘 45 2.1 18.0 完形。

38 土 錘 4.6 2.0 18.0 完形。

39 土 錘 4.9 1.7 1LO 完形。

40 土 錘 4.6 2.0 20.0 完形。

41 1土 錘 4.5
"罰1… 罰 ～一… 　へ 闇胃へ

1.7 12.0 完 形 。

42 士 錘 4.31

　-闇

1.9 12.OI 完 形 。

巳3 圭 錘1 4.3⊥ 1.6
il2・0 完形。

44 土 錘 旨4.4 L7 15.0 ほ ぼ完形。

451
二 土 錘1

3.8 1.8
112 .OI …

完 形 。

46二
一k錘1 4.0 1.9

一一… … … …

115・0 完形。
胃_解_一{

47 上 錘 :3
,9 L8 15.0 完 形 。

48i 土 錘 4.0 1.6 10.0 完 形 。

4gl i二 錘 45 1.6 11.0 ほ ぼ完形。 一
50; 土 錘 4.4 1.8 12.0 ほ ぼ完形。

51「 十 鎌 42 1.7

rr「 ガ罰"

12.0

… … … 翔胃目

ほ ぼ完形。

521 土 錘 4過 1.8 12.0 完形.

　1

ト53!土 錘

† 〒錘
4.0 L9 10.0 完形。

3.9 1.6 10.0 ほ ぼ完形。
闇 一一一"…

55 土 錘 42 1.6 10.0 ほ ぼ完形。

56 土 錘 4.3 1.8 12.0 ほ ぼ完形。

57 土 錘 4.3 1.7 12.0 ほぼ完形。

　 　r

58 土 錘 4.5 1.8 /0.0 ほ ぼ完形。

59 土 錘 4.1 1.6 11.0 ほ ぼ完形。

60 土 錘 4.1
汀拍一..ヒ圃 一 へ …1　

4ユ

1.8 1ユ.0
…完 形 。

圃i國 ゴ… 一圃 …

61 ヒ 錘 1.9 12.0 完 形 。

62 上 錘 3.8 L6 1LO

63 ± 錘 4.2 /.9 15.0 ほ ぼ完形。

641 1二 錘 3.6 1.7 11.0 ほ ぼ完形。

65! 上 錘 3.6 1.5 20.0
酬尉7一 圃 ～m… …闇 繭一 …内h圃 國國「晒了

661 圭 錘 3.3 i.6 ユO.0

6ア 士 錘 3.7 i.7 10.0 ほ ぼ完形。

68 土 錘 3.6 1.7 /1.O 完 形 。

69 L錘 3.3 1.7 10.0

70 土 錘 3.5 1.7 10.0 完形.

曲.ヒー 一一r一 引

71 十 錘 3.5 1.7 10.0 完形,

72 七 錘 4.3 1.1 10.O

73 ± 錘 3.5 1.7 10.O 完 形 り

74
　

一ヒ 錘
3.2 1.6 10.0

一一 一1-一 一 　 　一 　

完 形 。75 土 錘 3.8 1.4 10.0
げ買　附而一

76 土 錘
一 國… 圃動"

4.6 2.O 18.0 ほ ぼ完形。

77 土 錘 4.5 22 18.0 完 形 。

・78 土 錘 4.21 2.1 18.0 ほ ぼ完形.
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Nα 分 類 最 大 長(cnl)1最 大 幅(cnl)
小

重 量(9) 備 考一一 一一 一"一

ほぼ完形。79 土 錘 3.8122
　 15.0

80 土 錘 42 2.3 19.0 ほぼ完形。

81 土 錘 4.2 2.0115.0 ミ ほ ぼ完形。

82 土 錘 3.6 1.8110.0
ト

完形。

83 土 錘 4.1 1.8 15.0

ヘヨh一 ㎞げ一一 圃

ほ ぼ完形。

841土 錘1 3.8 1.7 1LO ほ ぼ完形。

851土 錘 3.8 1.8 12.0
」… 一…"ヒ"

ほぼ完形。

86
1土 錘

4.0 1.9 15.0 ほぼ完形。

87 土 錘 4.0 2.0 15.0

肖7… ……1

完 形 。

88 土 錘4.0 1.8 12.0

89 士 錘 、4.0 2.0 12.0

完形。
い__w_-h____

完形。

90 土 錘 3.9 1.9 12.O ほぼ完形。

91 土 錘 4.2 2.0 18.0
町… …

完形。

92 土 錘 4.0 1.9 12.0

93 上 錘 4.0 1.9 12.0 ほぼ完形。

94 土 錘 3.0 1.6 8.0 完 形 。

95 土 錘 3.0 1.8 9.0
一 了¶¶7w

完 形。

96 土 錘 3.3 1.8 9.0 ほぼ完 形。

97 土 錘 3.1 1.811α0

一司

完 形 。

98 土 錘 4.2 22118.0 完 形 。

99 土 錘 4.0 z111701 完形 。

100 土 錘 3.5 1.8111.0 完 形 、

101 ± 錘 4.9 2.18.0
一一一 一 一 一 一 一 一 「一一一げ

ほぼ完 形。

102 土 錘 3.5 1.9
110

.0 完 形 。

1031土 錘1 3.61 2.0 11,0旨 まぼ完 形,

1041土 錘i3.6 2.0

一一　 　…皿 　 動一一 _

12.0:完 形 。

/05
1土 塞垂13

.7 1.9 10.0

　

ほぼ完形 。

106
F

土 錘3.2 1.8 10.0 完形。

107
一土 錘
,3.2 L7 9.0

r肖闇一幅 圃一

完形。

108 土 錘 132
L8 10.0

一一一

完形。

109 土 錘 2811.8 /α0 ほぼ完形。

110 土 錘 311L7 9.0 完 形 。

111 土 錘 2.9L9 9.0
一 一一

完 形 。

112 土 錘 3.0 1.6 8.0ヨ 完形。

113 十 錘 3.3 0,9;2.0
一一

完 形 。

114 土 錘 4.0
→

1.1 2.0 ほぼ完形。

115 土 錘 3.7 1.0 2.0
一一一

ほぼ完形。

116 土 錘 3.1 1.0 1.0 ほぼ完形。

117 土 錘 3.4 0.9 1.0 ほぼ完形。

118 ± 錘 3.2 1.1 1.0
一一ヒ…… …"

1完 形 ・

119 土 錘 3.4 0.9 Lol完 形 。

120± 錘 3.7 1.1 3.o!ほ ぼ完 形Q

1211土 錘 3.2 1.0 2.0
1

ほ ぼ完形。

122二 土 錘 3.1 0.9 1.O ほぼ完形。

123七 錘 3.3 LO 2.0 ほぼ完形.コ
124 土 錘 3.4 1.OI 1.0

旨完 形
。

125 土 錘 3,oIO.9
調

2.0 ほぼ完形。

126 土 錘 3.1LO 1.0 完 形。

127 土 錘 301α9 1.0 完 形 。

128 ± 錘 3.1 0.9 1.0 ほぼ完形。

129 土 錘 3.2 1.0 訟 1.0

一一一一一 一 　 袖貞山「

完 形 。

130 土 錘 2.5 0.9{1。O

閏罰"nへ げ… 醐噛

ほぼ完形。

131 ± 錘 2.9 0.92.0ほ ぼ 完 形 。

132 ± 錘 2.7 0.7
1
LO繍 ま完形.11

133 土 錘 2.8 1.0 LO 1完形。1
134 土 錘 2.8 0.8

油h…肝

LOI完 形 。1

135 土 錘 2.7 ユ.0 1.0

　 闇……r「　 國國國國一一一一 一一一一一一 一一

ほぼ完形・1
136 土 錘 2.8 0.9 1.0

137 土 錘; 29 0.8 1.0

1

燃 一 一 ……-H I
138 土 錘2,7 1.1 3.0 完 形。

139 土 錘i2.91 0.9 1.0

""　 -i-一 一一一 一 一値 一 一一¶

140 ± 錘2.6 O.8 1.0 完 形.

141士 錘IZ9⊥ α9 1.0

…　 一一1

-一 一 一 一一7"…-7711肖 「肖肖
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35

㎝乳
　
漁

巨}1

3鯵

＼六

認

二N
α 分 類 最 大長(c搬) 最大幅(cm) 重 量(9)

i

備
・142 ± 錘 2.7 1.0 /.0 完 形 。

「143 土 錘 2.2 0.8 1.0 ほ ぼ完形。

144 土 錘 2.5 1.1 1.0 ほ ぼ完形。

145 土 錘 2.3 1.0 1.0 ほぼ完形。

146 土 錘 2.2 1.0 1.0 ほぼ完形。

147 土 錘 2.3 0.9 1.0 ほぼ完形。

148 十 錘 2.4 0.9 1.0 ほぼ完形。

149 土 錘 2.5 0.8 1.0 ほぼ完形。

150 土 錘 一 ・0
.9

一 片端欠.

/51 土 錘 一iO .9
5

皿 片端欠。

152 土 錘 一lLol-1片 端 欠
。1

153 土 錘 一 0.81一 暁 端 欠.

154 土 錘 一
0.9 　 片端欠。

155 土 錘 　 0.9 一 片端欠。

156 土 錘 一 1.1 　 片端欠。

1157 土 錘 一 0.7 一

片端欠。

睡 ± 錘 ～ 0.4 剛一

一 一 一

片端欠。

考

(7)遺 構外出土遺物

調査 区全面 か ら土器、 士製 品、石製 品等が検出 され ている。完形品 はみ られない。

土器 には、須恵器 ・蓋、圷 、土師器 ・圷、椀、丸胴甕 、長胴甕、甑、台付甕 、かわ らけ等 がみ られ る。

磁器 も1点 の み検 出されプし,須 恵器 はほ とん ど南比企 産で、9世 紀前半の ものが主体 となる。土師器は

いずれ も古墳時代後期の ものである。土製品は、土錘 の他 に支脚 が検 川 され た。石製 品には、砥石、硯

等 がみ られ る。
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第6表 遺構外出土土器観察表
1 No. 出十位置 器 種1口 径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 一

1

須恵 器 ・蓋 一 (1.8) 一 密/白 色粒 、黒色粒 、片岩 黄灰色 良 90 っ ま み 。

2 一 須恵 器 ・圷 (13.0) (2,7) 一 密/白 色粒 、黒色粒 灰色 良 10

3 一 須 恵器 ・圷 (14.0) (3.5) 　 密/白 色粒 、白色針状物質、小石 黄灰色 ・ 良 10 南比企産.

4i一 須 恵器 ・圷 (12.4) 3.8 (7.2) 密/白 色粒 、黒色粒、 白色針状物質 、小石 灰色 良1 15 南比企産。

5一 須 恵器 ・圷 … (1.2) (8.0) 密/白 色粒、白色針状物質 灰色1良 25 南比企産。

6 一 須 恵器 ・圷 一 (2,0) (6,2) 密/白 色粒 、黒色粧、片岩 灰色 良 95 末野産。

7
一 須 恵器 ・圷 一 (1.7) (6.2) 密/白 色粒 、自色針状物質、石英、小石 黄燈色1良

§

20

18
一 土師器 ・圷 (11.0) (4,酬 一 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、角 閃石1燈 色1良 130

1

9 一 土師器 ・圷 (10.0) (3,5)1一 密/砂 粒 、白色粒 、石英、角 閃石1褐 色;良;20

110 一 土師器 ・杯 (11.6) (4.0)一 やや粗/砂 粒 、黒色、小石 明赤褐色
1

良 45

11 … 土師器 ・圷 (12.6) (4.0)・-E 密/砂 粒 、白色粒、石英 暗褐色 良 20

12
　 土師器 ・圷 (11.0) (3.3) 一 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、角 閃石 、石 英 褐灰色 良 30

13 一 土師器 ・圷 (10.0) (2.9) ～ 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、 角閃石 、石英 黄櫨色 良 15

14 … 土師器 ・圷 (ユ4.0) (3.1) 一 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、石英 浅黄榿色 良 15

15 一 土師器 ・圷 (14,2) (2.5) 一 密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤色粒 、石 英 にぶい褐色 良 15

汀m"…

16i一 土師器 ・圷 (13.3) (3。0) 一 密/砂 粒 、 白色粒、角 閃石、石英 明赤褐色 良 20[

17一 土師器 ・圷 (15.8) (4.7) 　 密/砂 粒 、黒色粒、角 閃石 、石英 、小石 灰褐色 良 15

181
一 土 師 器 ・圷

ミ
(10,3)、(5.4) 一 密/砂 粒 、黒色粒、赤色粒、角 閃石 にぶい樫 やや良 20

119
一1土 師 器 ・圷

ミ
(14,4)1(5,0) 一 密/白 色粒、黒色粒、赤色粒 、角閃石 燈色 良 25E

120 一
1土 師 器 ・甕 (17,4)1(6.6)一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 にぶい燈 良 25 」

121 一 土師器 ・甕 (19,0) (5.3) 　 密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 浅黄檀色 良 30

22 一 土師器 ・甕 (20,6) (6.7) 一 やや粗/砂 粒、 白色救、赤色粒 、小石 禮色 良 20

23 一 土師器 ・甕 (21,4) (6,3) 一 やや粗/砂 粒、 白色粒、赤色粒 、小 石 浅黄禮色 良 20

24 一 土師器 ・甕 (20.6) (5.0) 一 粗/砂 粒 、 白色粒、 黒色粒 、赤 色粒 、石英 明赤褐色 やや良 20

目　 ¶

25 一 土師器 ・甕 (21.2) (7,4) 一 やや粗/砂 粒、 白色粗 、黒色粒 、石英 にぶい黄 やや良 25

26 　 土 師器 ・甕 (13.2) (6,0) 一 密/白 色粒、角閃石、小石 にぶい黄 良 25

27 一 土 師器 ・甕 (17.0) (3.7) 一 己密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、石英 にぶ吋登1良 25

28・
一 土 師器 ・高圷1一 (3.6) 8,2密/砂 粒 、 白色 粒 、黒 色 粒 、赤 色 粒 、角 閃 石! 禮色 良 60

129
一 か わ ら け 月皿(10.9)

1

2.4 (6,0)1密/砂 粒、 白色粒、黒色粒 、赤 色粒 橿色 良 20 5

301-
E 情 磁 ・椀1一 (1、8) (、、臓 舳 鰍 艶 粒 財 リーブ{良!30・

第7表 遺構外出土土製品観察表

Nq 出土位 置1 分 類 長(cm) 幅(cm) 重(9) 備 考

31 一 ± 錘 2.8 0.8 10.0 完 形。

32 一 土 錘 4.3 2.0 10.0 完形。

33 一 土 錘 4.2 1.7 9.0 完形。

旧一へ"罰旧 …一 …

1

34 　 土 錘 4.4 2.1 2.0 完形。 1

!35 一 土 錘 4.4 2.4 8.0 完形。

36
一 支 脚 一 52 一 半分欠。

第8表 遺構外出土石製品観察表

Nゼ 出土位置 分 類 濠(cm) 幅(c溢) 重(9)i 備 考1
37

一 砥 石1&5 4.9 2.8 完形。

38 一
硯5.47.4 1.3

一 部 欠
。
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2出 口上遺跡

(1)掘 立柱建物跡

第 遷号掘立柱建物跡(第29図)

2区F㌔GL14・15グ リッ ドに位置す る。

確認 され た柱 問な どか ら考 えて、発掘調査段 階では柱穴 を確認す るに至 らなかったが、 さらに東方 向

に延 びる二 間×三間の総柱建物の可能性 もあ る。

検 出 され た規模 は南北2.6m以 上 、東西3.Omで あった。柱間 は桁行2.6m、 梁行1,5mで 、N-78°-E

を示す 。

柱 穴は外側 の ものが比較的大型 で径075m×0.5m前 後、深 さは60cmか ら50cmを 測 る。中間の柱穴 は

やや規模 が小 さくな り径0.4m前 後、深 さは40cmか ら50cmと 浅 くなる。

いずれ の柱 穴も柱痕 は観 察で きな く、柱 は抜 き取 られ た と思われる。

遺物 は土 師器 の小破片が出土 したが、微細 であるため図示不可能 であった。

(2)溝 跡

第1号 溝跡(第30図)

1区A-14グ リッ ドか らB-7グ リッ ドに位置す る。調査 区沿い にほぼ南北方 向に走ってお り、本溝

跡 の西約1.5rnに は第2号 溝跡 が平行 して走 ってい る。なお、所 々を ピッ トに切 られている。

長 さ36.7m、 最大幅 は0。8mで あるが、総 じて0.5m前 後であ る。深 さは確認面の影響 か らか平均4cm

前後 と非常 に浅 いが、B-12グ リッ ド内で は溝底面 に土坑状 の掘 り込 みがみ られ、深 さは19cmを 測 る。

横 断面形 は船底状 を呈す るが、B一 ユ2グ リッ ド内掘 り込 み部 では幅広のU字 状 を呈す る。

覆 土はスコ リアを含む黄灰 色土が主体 となるが、掘 り込み部のみ黒褐色土 を含む ことか ら、溝跡 とは

別 の遺構 の可能性 も考 えられ る。

遺物 は検 出 され なか ったため時期 が特定 できないが、第2号 溝跡 と平行 してい ることか ら、同時期の

可能性 が考 え られ る。

第2号 溝跡(第30図)

1区B-7グ リッ ドに位置す る。第1号 溝跡 の西側 を南北方向に併走 してい るが、南側 は試掘溝 によ

り切 られ ている。よって、正確 な長 さは不 明であるが、試掘溝以 南では確認 されていない ことか ら、第

1号 溝跡程長 くはない。

確 認 され た長 さは5m、 最大幅 は0.45m,最 深 部は16cmを 測 る。横断面形は船底状 を呈 し、覆 土は黒

褐 色土に よる単一層、 ない し2層 か らなる。水 平な層位 で あ り、 自然堆積 によるものである。

遺物 は検 出 され なか ったため時期 が特定 できないが、第1号 溝跡 と平行 してい ることか ら、同時期の

可能性 が考 え られ る。
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酬?
D◎

P2

諭.
、

魯
門誰

【ヒ

,り
〃
ソ

四

-

6P

土層説明(AA'BB')

Pl

l暗 灰 黄 色 土:礫 ・スコ リア ・焼⊥含む。

2黒 褐 色 ±:炭 化物 ・焼土含 む。

3黒 褐 色 土:焼 土含む。2層 よ り暗い。

P2

1暗 灰 黄 色 土:ス コ リア ・炭化物 ・焼 土含 む。

2黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼 」二含 む。

P3

1黒 褐 色 土

2暗 オ掛ブ褐色土:礫 ・炭化物 ・焼 土 ・オリヅ 褐 色粒含む。

3黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼 土 ・別 一ブ褐 色粒含 む。

4黒 褐 色 土:礫 含 む。

5黒 褐 色 土:4層 よ り明 るい。

P4

1黒 褐 色 土:黒 褐色粒 ・オリヅ 褐 色粒含 む。

2黒 褐 色 土:1層 より暗 い。

02飢一

3黒 褐 色 土:焼 土 ・黒褐色粒含む。

4黒 褐 色 土:焼 土含む。

P5

1黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黒褐 色粒 ・別ヅ 褐色粒含む。

2黒 褐 色 土:灰 色粒含む。

3黒 褐 色 土:炭 化物 ・黒褐 色粒含 む。

4暗 オリグ褐色 土:黒 褐色粒含 む。

P6

1暗 胸一ブ褐色 士:炭 化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

2黒 褐 色 土:黒 褐色粒 ・暗オリヅ 褐 色粒含 む。

3灰 色 土:鉄 分 ・黒褐色粒含む。

4黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黒褐色粒含む。

5黒 褐 色 土 黒褐色粒 ・暗オリーグ褐色粒含 む。

6黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・ri音刺一ブ褐色粒含 む。

7黒 褐 色 土:黒 褐色粒含む。

8黒 褐 色 土

第29図 第1号 掘立柱建物跡
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蕊
2880～ ≡__亨c'

勿

猟蕪

28.80L 』'

麺
土 層 言免明(AA'BB'CC'DD')

1黄 灰 色 土1ス コ リア含 む。

2黄 灰 色 一ヒ1ス コ リア ・礫 含 む 。

3黄 灰 色 土:ス コ リア ・礫 含 む 。 オリーブ 褐 色 粒 含 む 。

4黒 褐 色 土:ス コ リア奮 む。

5黒 褐 色i二;礫 ・焼 土含 む。

283。 駈_ξ'

轍
28.3。Lj'

無 黙

土層説明(EE'FFノ)

1黒 褐 色土:オリヴ 褐色粒含む。

2黒 褐色 土

⑪ 璽冊一

第30図 第 ト2号 溝跡
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第3号 溝跡(第31図)

1区F-6グ リッ ドか らH-7グ リッ ドに位 置す る。北西方 向か ら南東 方向に走 ってお り、調査 区外

へ と延びてい る。

検出長 は溝 跡の 中心部 で9.3rn、 幅 は北東部 が狭 くなってお り、最大幅で0.65mを 測 る.そ してG-7

グ リッ ド以後 テラス状 となって徐 々に幅広 とな り調査 区 との境 では2.75mを 測 る。なお、G-7グ リッ

ド付近 申央 では急激 に膨 らんでいるが、土層 断面(BB!)で みる と土坑が重複 しているよ うにもとれる.

深 さは溝幅 に比例 して北東部 か ら南東部 に向って徐々 に深 くなる。北東 端付近 では26cm、 南東付近で

は46cmを 測 る。

覆 土は黒褐色 土、 ないし黄灰 色土 を主体 とし、 ほぼ レンズ状 に堆積 した状況が確 認 され た.

また、溝跡 内か らはい くつか ピッ トが検 出 されてい るが、これ らは本溝跡 に付随す るもの と思われる。

遺物は若 干検出 され たが、図示 可能 なものは3点(第46図1～3)の みである。 この うち、本溝跡 に

伴 うもの は2・3で あ る。

第4号 溝跡(第3唱 図)

ユ区F-6・7グ リッ ドに位置す る。第3号 溝跡 の東側 を南東方向か ら北西方 向へ走 ってい るが、確

認面 の関係 か らか途切れて ピッ ト状 になってい る。北西部 は調査 区外へ延びてい る.

検 出長 は切 れ る箇所 も含 めて溝跡 の中心部 で46m、 幅 は最大で0.5mで あるが、総 じて0.4m程 であ

る。深 さは最深部 で9cm程 で ある。

覆 土は黒褐 色土か らなる単一層である。

遺物 は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なものはみ られ なかった。

第5号 溝 跡(第31図)

1区K-7グ リッ ドに位置す る。 ほぼ南北方 向 に走 っている。北 は調査 区外へ延びてい るが、南 は第

14号 土坑 を切 ってい ることが確 認 され てお り、ユ4号土坑内で途切 れる。ただ し、確認段階で新 旧関係 は

分 か らなか ったため、検出長は不明である。最大幅 は0,66m、 深 さは最深部で31cmを 測 り、横断面形 は

ほぼ逆台形状 を呈す る。覆 土は黒褐色土 か らなる自然堆積層。

遺物 は土器 の小破片が若干検 出 され たが、図示可能な ものはみ られ なかった。

第6号 溝跡(第31図)

1区N-7・8グ リッ ドに位置す る。ほぼ南北方向 に走ってい るが、南側 の調査区 との境 では西 に向

きを変えて調査 区外 へ延 びてい る。

検 出長 は5m、 最大幅は5.8mで あるが、総 じて5m前 後 である。深 さは20cmで 、横断面形 は幅広の

逆台形状 を呈す る。

覆 土 は2層 か らな る自然堆積層。

遺物 は土器 の小破片が若 干検 出 され たが、図示可能 なものはみ られなかった。
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2810ρL』'

錘
土層説明(AAノ)

1オリーブ 黒色 土:才リヅ 褐 色土ブロ

ック含む。

2黒 褐 色 土:礫 ・炭化物 ・刺一

ブ褐色土ブ ロック

含む。

土層説明(BB')

3黒 褐 色 」∵ 鉄分 ・オリヅ 褐色粒 ・ブ ロック含 む。

4黄 灰 色 ニヒ1鉄 分 ・灰オリヴ 色粒含む。

5黄 灰 色 土:鉄 分 ・別一グ褐色粒含む。

6黒 褐 色 七:鉄 分 ・灰オリヅ 色粒含む。

7灰 色 士:鉄 分含む。

8黄 灰 色 士:鉄 分 ・灰か1つ 色粒含む。

9灰 色 土:鉄 分 ・黒掲色粒 ・ブロ ック含 む。

第4号 溝跡

A・

r

A'

σP52

28、2。 恕 一A'

懸
土層説 明(AAノ)

1黒 褐 色 ⊥二:鉄分 ・オり一ブ褐 色

粒含む。

第5号 溝跡

調 査 区 外

A
!"

A'

～

ノ

k

ー

{

1
ノ

/

ξり

第6号 溝跡

調 査 区 外

第叙図 第3～6号 溝跡
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第7号 溝跡(第32図)

2区P-11・12グ リッ ドに位置す る。ほぼ南北方向 に走ってお り、北 は調査区外 へ延 び、南 は第 ユ6号

土坑の北側 で途切れ る。

検出長 は2.7m、 幅は最大6mで あるが、総 じて ほぼ同数値 である。深 さは確 認面か ら20cmで ある。横

断面形は逆 台形状 を呈す る。

覆土はオ リーブ褐色 土による単 一層で、焼 土 をやや含 んでいた。

遺物は検 出 されなかった。

第8讐 溝跡(第 ㌶ 図)

2区X・Y-13グ リッ ドに位置す る。ほぼ南北方向に走 ってお り、調査 区に直交す る形 で走 ってい る。

南北 ともに調査 区外へ延びているものの、南側 は確 認面の影響か らか はっ き りしない。

検 出長 は625rn、 幅は調査 区北端 が最大幅 とな り6。2rnを測 るが、総 じて α5m前 後で ある。深 さは確

認面 か らは25cm前 後 であるが、調査 区北端 の土層断面観 察では さらに1層 上の段 階で掘 り込 まれている

のが確 認 され た。 よって、横 断面形 はやや逆台形状 を呈す るもの となる。

覆 土は黒褐色土か らなる単一層。

遺物 は検 出 され なかった。

第9号 溝跡(第32図)

2区Bグ ーB44グ リッ ドに位置す る。ほ ぼ南北方 向に走 ってお り、調査 区に直交す る形で走 ってい

る。第10号 溝跡 と重複関係 にあ り、新 旧関係 は本溝跡の方が新 しい。本溝跡 は調査区北端 で さらに2つ

に分かれて調 査区外 へ延 び、南側 も同様 に調査 区外へ延びてい る。

検出長 は6m、 幅 は調査 区南部 で1mで あるが、2つ に分岐す る北端では西側 の溝跡 が0.25～0。45rn、

東側が1.2mを 測 る。深 さは3～4cmと 浅 く、また分岐す る手前 には階段状の掘 り込 みがみ られ るが、深

さの関係か ら本溝跡 とは関連せず、第10号 溝跡 に付 随す るもの と思われる。横断面形は幅広 の船底状 を

呈 し、覆 土は黒褐色 土か らなる単一層で焼 土 を含 んでい た。

遺物 は土器 の小破 片が若干検 出 されたが、図示可能 なものはみ られ なかった。

第10号 溝跡(第 詑 図)

第9号 溝跡 同様、2区BL13・ ユ4グ リッ ドに位置 し、第9号 溝跡 と重複 している。新 旧関係は本溝跡

の方 が古い。調査 区に直交す る形 でほぼ南北方向 に走ってお り、南北 ともに調査 区外 に延びてい る。

検 出長 は第9号 溝跡同様6mで 、幅 は上面 を第9号 溝跡 に切 られてい るため定 かで はないが1m前 後

であ り、最大幅 は128mを 測 る。深 さは調査 区北端 で確認面か ら93cm、 中央付近 で75cmで ある。横断面

形 はややいびつ なV字 形状 を呈 している。第9号 溝跡 の項 で述べ た とお り、調査 区北側 には階段状 の掘

り込 みがみ られ、 レベルが本溝跡底面 とほぼ同じであ ることか ら付随す るもの と考 え られ る。

覆土 は主 に レンズ状 に堆積 した黒褐色 土か らな り、上層には炭化物がみ られ た。

遺物 は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示 ・∫能な ものはみ られ なかった。
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第8号 溝跡

『撫霧
斑

2750墜_ _墜'

轍
査 区 外

土層説明(AA')

1耕 作 土;暗 灰色十。鉄分含む。

2耕 作 土1灰 色土。鉄分多量含 む。

3黒 掲 色 士:黒 褐色粒 ・掴 ヅ 褐色粒含む。

4オ リヅ 褐色 ⊥1焼 上 ・黒褐色粒含 む。

第9・1⑪ 号 溝 跡

土層説明(AA!BB')

1耕 作 十:暗 灰色⊥。鉄分含む。

2耕 作 土;灰 色」二。鉄分 ・スコ リア ・焼土含 む。
3黒 褐色士1:鉄分 ・焼士 ・灰色粒 ・オリヅ 褐色粒含む。
4黒 褐 色⊥1鉄 分 ・灰 色粒 ・羽 ヴ 褐色粒含む。

平 面 図 ⑪3m一 0断 面 図 1m

第32図 第7～10号 溝跡
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第11号 溝跡(第33図)

2区IL15グ リッ ドか らJLユ5グ リッ ドに位 置す る。ほぼ東西方 向に走 ってい るが、r・J'グ リッ

ドの境付近 で途切れ てい る。西側 は第25号 土坑 と重複 してお り、25号 土坑以西 では続 きが検 出 されてい

ない ことか ら、重複箇所で途切 れ るもの と思われ る。東側 は西側溝跡 の続 きの他 にさらに北側 に幅広 の

溝跡 が派 生 して同方 向に走 るが、 ともに後世 の削平 によ り欠いてい る。なお、東側 は所 々を ピッ トと重

複関係 にあ るが、付 随す るものか不明である。

検出長 は東側 が1.4rn、 西側 は南 を走 る溝跡 が2.35m、 北側 の派生 した溝跡 が2.2mで ある。幅 は0.3m

前後が主体 とな るが、北側 の溝跡 は1m前 後 と広い。深 さは総 じて10cm程 である。横 断面形 は船底状 を

第1レ12号 溝跡

調 査 区 外

轟

囎

袖

第

喝

27go則.,β'

瓢

土層説明(BB!CC1)

1黒 褐色士:黒 褐色粒含む。

区

跡溝号

査

14°

調

13第

下夕

試 掘 溝

平 面 図

2,9。 危 ハ'

懸
土層説明(AA!BB')

第紹号溝跡

1黒 褐色 土

土層説明(AA')

1盛 士

2耕 作 士:灰 色 土。鉄分 ・ス コリア含む。

3暗 灰 黄 色 ±:ス コ リア多量、礫 ・焼土少量含む。

4暗 灰 黄 色 ±;ス コ リア含む。

5黒 褐 色 ±1ス コリア ・焼土 ・灰色粒含む。

6黒 褐 色 土:ス コリア ・炭化物 ・黒褐色粒含む。

5層 よ り明るい。

7黒 褐 色 土:ス コリア ・炭化物 ・黒褐 色粒含 む。

8黒 褐 色 ±

9暗 別一ブ褐色±:砂 ・黒褐色粒 ・豹 一ゾ褐色粒含む。

10黒 褐 色 士:オリヅ 褐色粒多量含む。

ll黒 褐 色 土:暗 オリヴ 褐色粒含む。

12黄 灰 色 砂:暗 剥ヴ 褐色粒含む。

13暗 オl!ヴ褐 色±1砂 ・オリヴ 褐色粒含む。

14黒 褐 色 ±:黒 褐色粒 ・別 一ブ褐色粒含 む。

15黒 掲 色 ±;黄 灰色粒含 む。

16暗 オリヅ 褐色土

17黒 褐 色 土:砂 ・黄褐色粒含む。

18黒 褐 色 ±:暗 オリヅ 褐 色粒含 む。

19黒 褐 色 ±

20暗 オ;1一ヅ褐色±1黒 褐色粒含む。

21暗 羽一ブ褐色土:割 ヅ 褐色粒 多量含 む。

22黒 褐 色 土:暗 オリヅ 褐色粒含 む。

279。 匙 蒙 」'

猛

03m一

窮4号 溝跡

1黒 褐 色土:オリヴ 褐色粒含 む.

2黒 褐 色土

断面図01m一

第33図 第11～14号 溝 跡
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呈す る形態 が主体 となるが、北側 の溝跡 はやや逆台形状 を呈す る。

覆土 はすべ て黒褐色土の単一層で、 自然堆積 によるものである。

遺物 は検 出され なかった。

第12号 溝跡(第33図)

2区r-14・15グ リッ ドに位 置 し、調査 区に直交す る形 でほぼ南北方向 に走 ってい る。北端で は第

10号 土坑、 中央部 では第25号 土坑、及び第11号 溝跡 と重複関係 にあ り、中央部 は試掘溝 によ り欠いて

いる。各遺構 間の新 旧関係 は、本溝跡が第10号 溝跡 を切 ってお り、第25号 土坑 に切 られ てい る。第11

号溝跡 とは切 り合い関係 にあるものの直接的で はないため、新 旧関係 は不明である。

検 出長 は6rn,幅 は調査 区内南端 が最小 で0,95m、 試掘溝北 で最大2.05m程 で 一定 していない。深 さ

は調査 区北端の最深部で67cmを 測 る。横 断面形 は南端ではやや いびつ な逆台形状 を呈す るが、試掘溝北

では東側 にテ ラス を持つ形 とな る。

覆土 はランダム な層位 をな しているが、 自然堆積 である と考 え られ る。

遺物 は土器の小破片が若 干検 出 され たが、図示 可能 なものは須 恵器 ・圷(第46図4～6)の みであっ

た。

第13号 溝跡(第33図)

2区B%CL13グ リッ ドに位置す る。ほぼ南北方 向に走 ってお り、北側 は調査 区外 に延 びてい る。

調査 区北端 の境 では幅が狭 くなってきているこ とか ら、土坑 にな る可能性 も考 え られ る。検 出長 は1.65

m、 幅 は最大で1.6mを 測 る。深 さは9cmで 、横 断面形 は船底状 を呈 している。

覆土 は混入物 を含 まない黒褐色土 の単一層であ る。

遺物 は検出 され なかった。

第 韓号溝跡(第33図)

2区CL13・14グ リッ ドに位置す る。西 に蛇行す る形で ほぼ南北 に走ってい る。溝 の南側 は試掘溝

によ り切 られてい るため、長 さについて は不明である。幅 は1m前 後、深 さは最深部で9cnlで ある。横

断面形 は船底 状 を呈す る。

覆土 は黒褐 色土2層 か らなる 自然堆積層であ る。

遺物 は検出 され なかった。

第15号 溝跡(第34図)

4区P-3～6グ リッ ドに位置す る。南東方 向か ら北西方向へ走 っているが、 かな り蛇行 してい る。

南東方 向は調査 区外 に延 びてお り、北西部 はP-3グ リッ ドで途切れ る。先端 は2つ に分かれてい るが、

これ は確 認面の影響 による ものかもしれ ない。P-5グ リッ ドでは第17号 溝跡 と接続 してい るが、新 旧

関係 は不明であ る。

検出長 は16rn、 幅 は0.5m前 後 を測 り、深 さは最深部 で ユ7cmで あ る。横断面形 は逆台形状 を呈す る。
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2800A一 」パ

聲
2800B_ _β'

鱗
土層説明(AA'BB')

1灰 黄 褐 色 一L:黄色粒 ・黒色粒含む。 しまり弱。粘性強。

2に ぶい黄褐色土:黒 色粒 ・赤色粒含む。 しまり強。粘性弱。

2880鉱_9'

総

2880にL」 ⊇'

獣

01m一

03m一

第34図 第15～17号 溝 跡

覆土は2層 か らな る自然堆積層で ある。

遺物は検出 されなかった。

第16号 溝跡(第34図)

4区O・P-6グ リッ ドに位置す る。 ほぼ東 西方 向に走 ってい る。西側 は調査 区外、東側 は調査区か

ら東へ2.15mで 途 切れ る。幅 は0.3m前 後 、深 さは最深部で5cmと 非常に浅 い。横断面形 は船底状 を呈す
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る。

遺物 が検 出 され なかったため時期 は特 定で きないが、第17号 溝跡 と平行 し、特徴 も似 ているこ とか ら、

同時期 の可能性 が考 え られ る。

第17号 溝跡(第34図)

4区P-5グ リッ ドに位置す る。第16号 溝跡 の北側 を併走 し、第15号 溝跡 に接続 してい る。第15号

溝跡 との新 旧関係 は不 明である。

検 出長 は1.6m、 幅 は0.251n前 後、深 さは最深部 は4cmと 非常 に浅い。横 断面形 は船底状 を呈す る。

遺物 が検 出 されなかったため時期 は特 定で きないが、第16号 溝跡 と平行 し、特徴 も似 てい ることか ら、

同時期 の可能性 が考 え られ る。

(3)土 坑

第1号 土坑(第35図)

1区B-11グ リッ ドに位 置す る。遺構東側の一部が調査 区外 とな り、全形 は把握で きなかった。

規模 は南北で0.82m、 東 西は検 出長で0.891nを 測 り、楕 円形 に近 い形状で ある。深 さは最深 部で50cm

を測 り、断面形 は舟底状 を呈 し、緩やかな傾斜 を持 って立 ち上 がってい る。

覆土は黒褐色 を主体 とす る層 であ り、 自然堆積 か人為的 なものか は判断で きなかった。

遺物は土器 の小破 片が若干検 出されたが、図示 可能 なものはみ られなかった。

第2号 土坑(第35図)

1区B-10グ リッ ドに位 置す る。遺構東側の一部が調査 区外 とな り、全形 は把握 できなかった。

規模は南北で1,08rn、 東 西は検 出された範 囲で198mを 測 り、隅丸 の長方形状 を呈す る。深 さは10cm

前後であ る。底 面 は平坦 である。

覆土の堆積 は人為的か 自然か、判断で きなかったが、底面直上か ら炭化物や焼 土が少量検 出された。

遺物は 土器 の小破 片が若干検 出されたが、図示可能 なものはみ られ なかった。

第3号 土坑(第35図)

1区B-9・10グ リッ ドに位置す る。第4号 土坑 、 ピッ トと重複 してお り、第4号 土坑 を本土坑が切

り、 ピッ トに切 られている。遺構東側 は調査区外 にあるため全形 は把握で きなかったが、お そ らく長方

形状 を呈す るもの と思われ る。

規模は南北で1.94m、 東 西は検 出され た範囲で最大0.67mを 測 る。深 さは最深部で67cmで ある。底 面

はほぼ平坦であ るが、北にやや傾いてい る。

覆土は ピッ トを挟 んで南北 で異 なる様相 を呈 してお り、 人為的 な埋 め戻 しに よるもの と考 え られ る。

遺物は土器の小破 片が若干検 出されたが、図示可能 なものはみ られ なか った。
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第1号 土坑

調

査

迷

外

◎
辰

」
」ら'

土層説明(AAつ

1オリヴ 褐色土
土

土

土

土
土

土

土

色

色

色

色
色

色

色

褐

褐

褐

褐
褐

褐

褐

里
川里
川里
川里
恥里
{里
{里
川

2

3
4

5

6

7
8

礫 ・砂含 む。

礫 ・砂多 量含 む。しま りな し。

砂多量含 む。

黒褐色粒 少量含 む。
砂多量、礫 少量含 む。

砂含む。2～5層 よ り明 るい。

礫 ・砂多 量含 む.

第2号 土坑

調

査

区

外

土層説明(AAつ

工劃 一プ 褐 色 土:オリヅ 褐色粒含む。
2れ 一プ 褐色 士

3黒 褐 色 土:別 ブ褐色粒多量、炭化物 ・焼土少量含 む。4欄げ 褐色
土1オ11一ブ褐色粒 ・黒褐 色粒含 む。

第3・4号 土 坑

霧
撫

拠

獅
絵

B

掻
・三

口 査 匿 外

B'

旨

L
へ 、　＼

第4号 土坑

「}

◎
り

___ノ ノ

～_ ～ ノ 第、肚 坑

0 1踏

土層説明(AA'BB')

表

耕

耕

灰

灰

1

9
ム

9
θ

4

[0

3号 土坑

6黄 灰

作

作

色

色

土:暗 灰色土.鉄 分含む。

土:暗 灰色土。鉄分含む。2層 よ り明るい。

土:鉄 分多量含む。

土:鉄 分多量、スコ リア少量含 む。

色 土:炭 化物 ・焼± ・灰色粒含む。

7暗 灰 黄 色 土:焼 士 ・灰色粒含む。

8暗 オリヅ 褐色土:礫 ・炭化物 ・焼土 ・オリヴ 褐色粒含む。

9黒 褐 色 土:オl!ヴ 褐色粒含 む。

10黒 褐 色 土:焼 十 ・劇 一プ褐色粒含 む。

11暗 オリーグ褐色 土:焼 土含 む。

4号 土坑

12黄 灰 色 土1焼 土 ・灰色粒 ・オリーグ褐色粒含む。

13暗 劇 一ブ褐色土:焼 土 ・刺一グ褐色粒含む。

14黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・オリプ 褐色粒含む。

15暗 オリーグ褐色土:焼 土 ・黒色粒 ・ブ ロック ・オリヴ 褐色粒含む。

田 黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼± ・オリーブ褐色粒含む 。

17黄 灰 色 土:焼 ± ・灰色粒 ・オl!一グ褐色粒含 む。

18暗 オリプ 褐色土:灰 色粒 ・オリープ褐色粒含む。

tg黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼 士 ・オリヴ 褐色粒含 む。

20暗 別 ブ褐色土:焼 土 ・別 一ブ褐色粒含 む。

21黒 褐 色 土:礫 ・別 ヅ 褐色粒含 む。

22黒 褐 色 土1黒 褐色粒 ・オリヴ 褐色粒含 む。

第35図 第1～4号 土坑
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第4号 土坑(第35図)

1区B-9・10グ リッ ドに位置す る。第3号 土坑、 ピッ トと重複 してお り、 これ らの中で最 も 占い。

全形、及 び規模 は知 りえないが、平面 プランはおそ らく隅丸 の長方形状 になると思われる。深 さは最深

部で42cmで あ り、底 面 は中央部 が窪 んでいる。

覆 土は炭化物や焼 土を含 んでお り、人為的な埋 め戻 しによるもの と考 え られ る。

遺物 は土器 の小破片 が若干検 出 され たが、図示可能 な ものはみ られ なか った。

第5号 土坑(第36図)

1区B-8グ リッ ドに位置す る。

規模 は南北1.23m、 東西1.15rnで 、L字 状 を呈 してお り、北側 は ピッ トに切 られ ている。底面 は概 ね

平坦であ る。

覆土は礫 、炭 化物 、焼 土等 を含み、 ランダムな層位 をな しているこ とか ら、人為 的に埋 め戻 された も

の と考 えられ る。

遺物は土器 の小破 片が若干検 出 され たが、図示 可能 な ものはみ られ なか った。

第6号 土坑(第36図)

1区A-14グ リッ ドに位置す る。大半が調査 区外 にあるため、詳細は不明である。規模 は検出 された

範囲 では南北2.91m,東 西は最大0.52mを 測 る.平 面プラ ンは隅丸 の長方形、ない し楕 円形状 にな ろうか。

深 さは確 認面か ら20cm前 後であ り、底面はやや 凹凸がみ られ るが、概ね平坦であ る。また、底面両端

には ピッ ト状 の掘 り込みがみ られ た。本土坑 に付随す る ものか どうか は不明である。

覆土 は炭化 物、焼 土等 を含 み、複雑 な層位 をな してい ることか ら、人為的 に埋 め戻 され たもの と考え

られ る。

遺物 は土器 の小破 片が若 干検 出 され たが、図示可能 な ものはみ られ なか った。

第7号 土坑(第36図)

1区C-6グ リッ ドに位置す る。第8・9号 土坑 と重複 関係 にあ り、第9号 」ヒ坑 とは直接切 り合って

い ないが、本 土坑が第8号 土坑 を切 ってい ることか ら、9・8・7の 順 で新 しい。いずれの土坑 も軸が

ほぼ同じであ ることか ら、それ ほ ど時期差 はない もの と考 え られ る。

規模 は南北1.46m、 東 西1.90mの 隅丸 の長方形状 を呈す る。底面 はやや凹凸がみ られ、 中心部 に向っ

て窪 んでい る。深 さは最深部で22cmを 測 る。また、底面 には ピッ トがい くつかみ られ、本土坑が切 られ

てい るもの と伴 うものの2者 がみ られ る。

覆土 は入 り組 んだ様相 を呈す る ことか ら、人為的に埋 め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 は土器 の小破 片が若 干検 出 され たが、図示可能 な ものはみ られなか った。
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第6号 土坑第5号 土坑

志ヅ

懸議1

 

c
無

C-2810

巡磯
8号 土坑

7黒 褐 色 士:焼 十 ・わヴ 褐色粒 ・ブロック含む。

8黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・オリプ 褐色粒 ・ブロック含む。

9才 リヅ 褐色土:炭 化物 ・焼土 ・灰 色粒 ・黒褐 色粒 ・ブ 置ック含 む。

9号 土坑

10灰 色 士:鉄 分 ・礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰オilヴ色粒含む。

11黒 褐 色 土:鉄 分 ・灰オリヴ 色粒含む。
01m

土層説明(AA'BB'CC'DD/EE')

7号 土坑

二黒 褐 色 ±:鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・荘 ブ褐 色粒含 む。

2刺 一プ 褐色土:鉄 分 ・黄灰色粒含む。

3黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・灰オリヅ 色粒 含む。

4灰 色土 ブロック

5灰 胴ザ 色土:黒 褐色粒含む。

6黄 灰 色 土:灰 オリーグ色粒 ・ブロ ック含 む。

第36図 第5～9号 土坑
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第8号 土坑(第36図)

1区C・D-6グ リッ ドに位置す る。第7・9号 土坑 と重複 してお り、第7号 土坑 よ り古 く、第9号

土坑 よ り新 しい。規模 は長径2.85rn、 短径0.7mで 、東側 がやや くずれ るが隅丸の長方形状 を呈す る。深

さは最深部 で14cmを 測 り、底面 はほぼ平坦 である。また、底 面か らは ピッ トが2つ 検出 されたが、伴 う

ものか ど うか は不明である。

覆 土は入 り組んだ様相 を呈す るこ とか ら、人 為的に埋 め戻 され たもの と考え られ る。

遺 物は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なものはみ られなかった。

第9号 土坑(第36図)

1区C・D-6グ リッ ドに位置す る。第7～9号 土坑 中、最 も 占い。

規模 は東西1.74m、 南北 は残存箇所で1.56mを 測 る。底面 は船底状 を旱 し、南側 は他 よ りさらに立 ち

上が りが緩や かである。深 さは最深部で32cmを 測 る。

覆 土は レンズ状 に堆積 してい ることか ら、 自然堆積 によるものであ る。

遺物 は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なものはみ られなかった。

第10号 土坑(第37図)

1区C-5・6グ リッ ドに位置す る。遺構北側 が調査 区外 とな り、全形 は把握で きなかった。

規模 は東西 で0.94m、 南北 は検 出 された範 囲で0.82mを 測 り、方形 を呈す ると思われ る。深 さは23cm

前後 で、底面 は平坦 である。

覆 ニヒは人為 的 に埋 め戻 され たもの と考 えられ る。

遺物 はかわ らけを主体 に若干検出 されたが、 図示可能 なものは2点(第46図7・8)の みであ る。

第 脳 号土坑(第36図)

1区E6グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径2。37m、 短径0.55mの 隅丸 の方形 を呈 してい る。元々は長方形 の形 を意識 して作 られ たと

思われ る。深 さは18cm前 後 であった。底面 はほぼ平坦 であった。

覆 土は黒褐 色土の単一層 であるが、人為的な埋 め戻 しか 自然 による堆積 かは判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なもの はみ られ なかった。

第12号 土坑(第37図)

1区G-6グ リッ ドに位置す る。北西部 は調査 区外 にある。

規模 は東西 方向で最大幅1.16m、 南北方 向は確認可能 な最大長 で1.54mを 測 り、著 しい不整 な形状 を

成 している。深 さは最深部で30cmを 測 る。二つの土坑 が重複 して確 認 され た可能性 もある。

遺物 は土器 の小破片が若干検出 されたが、 図示可能 なもの はみ られ なか った,
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第 目号土坑

B'

 

鴎
c゚
δ

♪

-」

黛に
B

ρ

L
冴
、

第10号 土坑

響
謡

調 一
土層説 明(AA')

i黒 褐色 ±:鉄 分 ・灰色粒 ・才り一ブ褐色粒含 む。

第14号 土坑第13号 土坑

溝号5＼

A'

2830ろ_ 凶'

無蜘§
土層説明(AA')

1黄 灰 色土:鉄 分 ・炭化物 ・焼± ・暗灰色粒含む。

2黄 灰 色土:鉄 分 ・炭化物 ・焼土含む。1層 よ り暗 い。

3黒 褐 色土:鉄 分 ・炭化物 ・焼土含む。

第12号 土坑

A'A2820

パ
28]o甦_

 

第

ぎ

一

』

、

誤
、

第15号 土坑

A'

土層説明(AA')

1劇 一グ褐色土;黒 褐色粒 ・ブ ロック含む。

 

葉

A2780一

翫

 

噸

h

 

0

土層説明(AAつ
!暗 灰 黄 色土:黒 褐 色粒含む。

2810κA'

1

憩
第10～16号 土 坑第37図
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第13号 土坑(第37図)

1区G-7グ リッ ドに位置す る。北側 を ピッ トによ り切 られている。

規模 は長径1.02rn、 短径0.79mの 方形 を呈す る。深 さは最深部で38cmを 測 り、底 面は東 寄 りが一段高

くなってい る。

覆土 は黒褐色土 を主体 とす る3層 か らなってい るが、人為的な埋 め戻 しか ど うかは判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破片が若干検 出 され たが、図示可能 な ものはみ られ なか った。

第14号 土坑(第37図)

1区K-7・8グ リッ ドに位置す る。第5号 溝跡 と重複 してお り、本土坑が切 られ ている。

規模 は長径0.81m、 短径0.78mの 方形 で、深 さは最深部 で29cmを 測 る。底 面は西側か ら東 に向かって

傾斜す る形状 となってい る。

覆土 は人為的 な埋め戻 しか どうか判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破片が若干検 出 され たが、図示可能 な ものはみ られなかった。

第15号 土坑(第37図)

1区L-7・8グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径2.48m、 短径0.64mの 隅丸 の長方形 を呈する。深 さは5cmほ どと極 めて浅い。

覆土 は人為的な埋め戻 しか どうか判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破 片が若干検 出され たが、図示可能 なものはみ られなかった。

第16号 土坑(第37図)

1区P-12グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径1.31n1、 短径0.91n1を 測 り、平面 プ ランは北東部分が くぼむが、ほぼ隅丸長方形 とい える。

底面 はほぼ平 坦であ るが、立 ち上が りは緩や かである。深 さは最深部 で9cmを 測 る。

覆 土はオ リー ブ褐色 土による単一層 。 自然堆積 か人為的 なものかは判断 しかね る。

遺物は検 出 されなかった。

第17号 土坑(第38図)

1区M・N-7・8グ リッ ドに位 置す る。

規模 は長径1.31m、 短径0.88mを 測 り、方形状 を呈す る。深 さは10cm前 後 と浅 い。底 面はやや起伏の

あ る形状 を呈 す る舟底状 となってい る。

覆 土はオ リーブ褐色土 による単一層であるが、 自然堆積 か人為的なものか は判断 しかねる。

遺 物は検 出 され なかった。

第18号 土坑(第37図)

2区BL14グ リッ ドに位置す る。第19号 土坑 を切 ってい る。
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確 認段 階では第18号 土坑の平面 プ ランを確 認で きず、断 面図作成時 に重複 関係 が判明 したため、正確

な平面形 は把 握で きなかった。推定 では径0.94rn前 後 の円形 か方形 と推測 され る。深 さは27cm前 後で、

ほぼ平坦 な底 面であ る。壁 の立 ち上が りは急 である。

覆 土は3層 か らな るが、 自然堆積か人為的な ものかは判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破片 が若千検出 されたが、図示 可能 なもの はみ られなかった。

第19号 土坑(第38図)

2区B㌔C儒14グ リッ ドに位置す る。第18号 土坑 に切 られ てい る。

規模 は長径1.16m、 短径0.98mの 不整楕 円を呈す る形で あるが、本 来は方形 を意識 して作 られ たと思わ

れ る。深 さは52cmで 、底面 は舟底状 の形態 をなしてい る。壁の立ち上 が りは急 な立ち 上が りを呈 してい

る。

覆 土は黒褐色 土による単 一層 で、混入物 を含む。人為的 に埋 め戻 され たもの と考え られ る。

遺物 は土器 の小破片 が若 干検 出 されたが、図示可能な ものはみ られ なか った。

第 勲0号土坑(第38図)

2区C㌔D'-13・14グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径1.12m、 短径1.lmの 隅丸の楕円形 を呈す るが、本来 は方形 を意識 して作 ったもの と思われ

る。深 さは最深部 で0.78mを 測 り、底面 はほぼ平坦で あるが、西壁 よ りが崩れた ように盛 りEが ってい る。

覆 土は人為 的に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物 は土器 の小破片が若干検 出 され たが、 図示可能 な ものはみ られ なか った。

第21号 土坑(第 論 図)

2区Dノ ー13グ リッ ドに位置す る。北側 は調査 区外 とな り、全形 は把握 で きなかった。

規模 は東西方 向で0.74m、 南北方向 は検 出 され た範 囲で0.75mを 測 り、長方形に近 い形 と推測 され る。

深 さは最深部 で43cmを 測 り、底面 は西側 にやや傾 く。壁の立ち一Lがりは急 で、 ほぼ垂直に近 い。

覆一ヒは混入物 を含む黒褐色土2層 か らなるが、 自然堆積 か人為的 なものかは判 断 しかね る。

遺物 は検出 され なか った。

第 舵 号土坑(第38図)

2区H'-15グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径3.33m、 短径0.61rnの 東 西 に長 い溝状 を呈す る。深 さは最深部で15cmを 測 り、横断面形 は

舟底状 を呈 してい る。

覆土 は混 入物 を含む黒褐色上2層 か らなるが、 自然堆積 か人為的 なものかは判断 しかね る。

遺物は検 出 され なか った。
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④第20号 土坑第18・19号 土 坑第17号 土坑

A

/

∴

土層説明(AA')

1オ 野プ褐色土:黒 褐色粒含 む。

土層説明(AAつ

1暗 オリヴ 褐色土:スコリア・炭化物 ・焼土 ・オリー

ブ褐色粒微 量含む。

2黒 褐 色 ±:オリヴ 褐色粒少量、炭化物
・焼土 ・黒褐色粒微量含む

3暗 灰 黄 色 土:黒 褐色粒 ・グロック少量 、炭

化物微量含む。
護黒 褐 色 ⊥ 胸ヴ 褐色粒少量、炭化物

・焼土 ・黒褐色粒含 む。

4オ1イ 褐色土ブ ロック

9号 土坑

5黒 褐 色 土;炭 化物 ・焼土 ・オ1づ

褐色粒含 む。

土層説明(AA')

18号 土坑

1オ リーブ褐 色土;ス コリア ・焼土含 む。

2黒 褐 色 土;炭 化物 ・焼± ・オ1一プ褐色粒含む。

3黒 褐 色 土:黒 褐色粒含む。

第22号 土坑

卿

劃

第23号 土坑

冷 ・
!

＼
＼

＼＼

}

勺

ノ

A
一
§
ミ

辺

懸翫無

 

'

土層説明(AA')

L暗 オリヴ 褐色 土;スコリア・炭化物 ・焼土 ・斜ヴ

褐色粒微量含 む。
2黒 褐 色 土:2層 よ り明 るい。

3黒 褐 色 ヒ:礫 ・炭化物 ・焼土 ・オリーグ褐

色粒微量含む 。

A'

第21号 土坑

調 査 区 外

A
-_嘔一'咽一囮■▼■一 日

い ～

}

i

i～

ミ

1 x、

し

、

～

曵 、_6ク

!

ー

/

1
-
ー
～

ー

ノ

ーー

巴
土層説 明(AA')

1黒 褐色 土:焼 ± ・黒褐色粒含む。

2黒 褐色 土:焼:ヒ ・黒褐色粒 ・オリーブ褐 色粒含 む。

婁

一一 一こお 二=
2__〆 ♂ 、一＼
3～

聡8。r一 τ　 　＼ てA-一 　一 ～＼-
5

籔匙
つA
土

土

土

い

色

色

ヒミ
ま
へ

謙

灰

灰

層

盛

暗

暗

土

ー

2

3

1m

 

0

スコリア・黒褐 色粒 ・グ助ク含む。

スコリア少量、炭化物 ・焼土 ・黒

褐 色粒微 量含 む。
スコリア少量、礫 ・焼土微量含む。

礫 ・焼土 微量含 む。

黒褐色粒 ・ブロック少量、焼土
微 量含 む。

黒褐色粒含 む。

 

土
土
土

泡
色
色

黄灰
褐
褐

暗
黒
黒

⊥色褐黒

4
憧
5

ρD

7

第38図 第17～23号 土坑
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第24号 土坑

、,。。起 」'

蒔
土層説明(AA')

1黒 褐色 土:黒 褐 色紋含む。

土層説明(AA')

1黒 掲色土:礫 ・スコ リア ・炭化物 ・焼土 ・黒褐色粒含む。

2黒 褐色土:礫 ・炭化物 ・焼± ・黒褐色粒 ・オリヴ 褐色粒含 む。

3黒 褐色土:黒 褐色粒 ・オリヴ 褐色粒含む。

4黒 褐色土:炭 化物 ・焼± ・黒褐色粒含む。

5黒 褐色土:黒 褐色粒含む。

6黒 褐色4二

第26暑 土坑

2820A_
一合'

o !自 印

第27号 土坑

⑲9

___一 岬
1

～ ノ 目、 一一～_～__

一 一一一一～

A唱_A'2790・一一 一 一_

懸擁轍毒 ミ
土 層説明(AA')

1盛 一ヒ

2耕 作 土:灰 色土 。ス コリア ・炭化物 ・黄灰色粒含む。

3黒 褐 色 土:ス コ リア ・礫 ・炭化物 ・焼土含む。

4劇 一ブ褐色 土:焼 土多 量、礫 ・炭化物少量含む。

5黒 褐 色 上:焼 土多 量、炭化物 ・オリーヅ褐 色粒少量含む。

6黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼± ・別 一プ褐色粒 含む。

第39図 第24～27号 土坑
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第23号 土坑(第38図)

2区HL14グ リッ ドに位 置する。第1号 石組遺構の南 を切 っている。

規模 は長径1.18m、 短径1.04mを 測 り、不整楕 円形 であるが、本 来は方形 を意識 して作 られ た もの と推

測 され る。

深 さは35cm前 後で、底面 はほぼ平坦で ある。壁 の立 ちLが りは急で ほぼ垂直に近 い形状で ある、

覆 土は人為 的 に埋 め戻 され たもの と考 え られ る。

遺物 は土器 の小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なものはみ られなかった。

第24号 土坑(第39図)

2区IL14グ リッ ドに位置す る。

規模 は長径1.31m、 短径0.91mを 測 り、長 方形状 を呈す る。底 面は概ね平坦で深 さは55cm前 後 である

が、西側 には ピッ ト状 、東側 には溝状の掘 り込みがみ られ る。 立ちLが りはほぼ垂直、ない しやや オー

バーハ ングする箇所 がみ られ る。

覆 土は混入物 を含む黒褐色土 を主体 とす る。 自然堆積 か人為的 なものかは判断 しかね る。

遺物 は土器 の小破 片が若干検 出され たが、図示 可能 なものはみ られなかった。

第25号 土坑(第39図)

2区IL14・15グ リッ ドに位置 す る。第11・12号 溝跡 と重複 関係 にあ り、両溝跡 を切 ってい る。 ま

た、北側大半 を試掘溝 によ り欠 いてい るため、規模 は不 明である。平面プ ランについて は長方形 になる

もの と思われ る。深 さは最深部 で10cm、 底面 はやや凹凸がみ られ るが、概ね平坦 である。

覆土 は黒褐色土 を主体 とす るが、 自然堆積か人為的なものかは判断 しかね る。

遺物 は検出 され なかった。

第26号 土坑(第39図)

1区B-6グ リッ ドに位 置する。新 旧関係 は不明であるが、本土坑 中央 には ピッ トがみ られ、膨 らん

だ状態 となって いる。規模 は長径1.63m、 短径0.50m前 後 で中央 の ピッ トを除 くと隅丸の長方形状 にな

ると思 われ る。深 さは最深 部で40cm程 、底 面は概ね平坦で あるが、西側 が一段高 くなっている。

覆 土は記録で きなかった。

遺物 は土器 の小破片が若干検 出 され たが、図示可能な ものはみ られ なか った。

第27号 土坑(第39図)

2区GL14グ リッ ドに位置 す る。大半が調査区外 にある。規模は確 認 され た範囲で は東西方向で ユ.85

m、 南北で0.33mを 測 る。平面プ ランは長方形 にな ろうか。深 さは最深部 で22cmで ある。底 面は船底状

を呈 し、凹凸がみ られ る。 またピッ ト状 の掘 り込みが2箇 所 み られるが、付随す るものか ど うかは不明

で ある。

覆 土は レンズ状 を呈す る 自然堆積 層である。
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第28号 土坑 第29号 土坑
調 査 区 外

第30号 土坑

調 査 区 外

土層説明(AA')

1褐 灰 色 土:し まりやや有。粘性有。

2褐 灰 色 土:黄 白色粒含 む。 しま りやや有。粘性有。

3褐 灰 色 土:黄 色粒含 む,し ま りやや有.粘 性有。

4褐 灰 色 ±;炭 化物 ・黄色粒含 む。しま りやや有。粘性有。

5褐 灰 色 土:黄 白色粒 ・暗褐色土含 む。 しまり強。粘性有。

6褐 灰 色 土1黄 白色粒含 む。 しま り強。粘性有。

7黄 灰 色 土:炭 化物 ・黄 白色粒含む。 しまり強。粘性有。

8黄 灰 色 ±;黄 白色粒含む。 しまり強。粘性有。

9暗 灰 黄 色 土:黄 白色粒含む。 しまりやや有。粘性有。

10黒 褐 色 土:黄 白色粒含む。 しまり強。粘性有。

11灰 オリヴ 色士;暗 褐色土含む。 しまり強。粘性やや有。

12灰 黄 褐 色 土:暗 褐色土含む。 しまり強。粘性やや有。

・13黒 褐 色 土:炭 化物含む。 しまり強。粘性やや有。

Olm一

土層説明(AA')

1黄 灰 色 土:し ま り・粘性やや有。
2灰 オリーブ色土:炭 化物 ・暗褐 色粒少量含む。 しま り ・粘性やや有。
3灰 色 土:暗 褐色粒 ・黄 白色粒少量含む。 しま り ・粘性やや

有。

4暗 灰 黄 色土:暗 褐色粒 ・黄 白色粒少量含む。 しま り ・粘 性やや

有.

5灰 オ1一ブ色土:し ま り ・粘性やや有。

6灰 黄 褐 色 土:炭 化物 ・暗褐色粒 ・黄灰色粒含む。 しま り ・粘性

やや有。

7褐 灰 色 土:炭 化物含 む。 しま り強。粘性やや有。

8灰 黄 褐 色 土:炭 化 物含 む。 しま り強。粘性やや有。

9灰 色 土:炭 化物含む。 しま り ・粘性強

10灰 黄 褐 色 土:炭 化物含む。 しまり強。粘性やや有。

11黄 灰 色 土:炭 化物含む。 しま り ・粘性強。

第31号 土坑
調 査 区 外

土層説明 ・(AA')

1黄 灰 色 土:炭 化物 ・黄色粒 含む。 しま り有。粘性やや有。

2灰 色 土:黄 色粒含む。 しま り ・粘性有。

3灰 色 土:炭 化物 ・黄色粒 含む。 しま り ・粘性有。

4褐 灰 色 土:黄 色粒含む。 しま り ・粘性有。

5褐 灰 色 ±:焼 土 ・黄色粒含 む。 しま り ・粘性やや有。

6暗 オ野ブ色土:黄 白色土含む。 しま り ・粘性やや有。

7褐 灰 色 土:炭 化物 ・黄色粒 含む。 しま り有。粘性やや有。

8褐 灰 色 土:黄 白色粒含む。 しまり ・粘性やや有。

9褐 灰 色 土:黄 色粒含む。 しま りやや有。粘性 強。

10褐 灰 色 土:焼 土含む。 しまりやや有。粘性 強。

11褐 灰 色 土:炭 化物 ・焼土 ・黄 白色粒 含む。 しま り ・粘性 強。

12褐 灰 色 土:炭 化物 ・黄色粒含む。 しま り ・粘性 やや有。

13褐 灰 色 土:焼 土多量含む。 しま り ・粘性強。

14黄 灰 色 土:炭 化物少量含む。 しま り ・粘性強。

第40図 第28～31号 土坑
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遺物 は礫がい くつ か検出 されたのみである。

第 鐙 号土坑(第40図)

3区B-1・2グ リッ ドに位 置す る。南西部 が調査 区外 にあ る。規模 は南北方向で2.28m、 確認 され

た範 囲での東西 はL27mあ り、平面 プ ランは長方形状 を呈す ると思 われ る。 また、 ピッ トによ り一部切

られ てい る。底 面 は中央部 がや や深 くな り、最 深部 で28cmを 測 る。立 ち上 が りは垂直 ない し、急 で

あ る。

覆 土は記録で きなかった。

遺物 はかわ らけが一点(第46図9)検 出 されたのみである。

第29号 土坑(第40図)

3区B-2・3グ リッ ドに位 置す る。西側大半が調査区外 にあ る。規模 は確認 された範囲 での南北方

向が1.24m、 東西 が0.37mを 測 る。平面 プランは正方形、ない し長方形 になるもの と思 われ る。深 さは

最深部 で32cmを 測 り、底面 はほぼ平坦で ある。立ち上 が りはほぼ垂直である。

覆 土は複雑 な層位 をなしてお り、人為 的な埋 め戻 しによるもの と思 われ る。

遺物 はかわ らけの小破片が若 干検 出 され たが、図示可能な ものはみ られ なか った。

第30号 土坑(第4⑪ 図)

3区B・C-2グ リッ ドに位置す る。東側 が調査 区外 にある。規模 は南北方向が1.55m、 確認 された

範 囲での東 西が1。24mで ある。平面プ ランは正方形、 ないし長方形 になろ うか。深 さは最深部で43cm、

底 面は平坦 で立 ち上 が りは垂直であ る。

覆 ±は複雑 な層位 をなしてお り、人為 的な埋 め戻 しによるもの と思 われ る。

遺 物はかわ らけの小破片が若干検 出 され たが、図示可能な ものはみ られ なか った。

第31号 土坑(第40図)

3区B-3グ リッ ドに位置す る。西側 が調査 区外 にある。規模 は南北方 向が1.05m、 確認 され た範囲

での東 西は ユ.13rnで ある。平面 プランは長方形 になろ うか。深 さは最深部 で43cm、 立ち上 が りはほぼ垂

直で ある。

覆 土は複雑 な層位 をなしてお り、人為 的な埋 め戻 しによるもの と思 われ る。調査区境 の底面 か らは焼

土が まとまって検 出 され た。

遺物 はかわ らけの小破片 が若干検出 されたが、図示可能 なものはみ られ なかった。

第32号 土坑(第41図)

3区B-4グ リッ ドに位置す る。第34号 土坑 と重複 関係 にあ り、本土坑 が切 られてい る。東側 は調査

区外 に延びてい る。規模 は、南北方向で2.05m、 確 認 され た範囲での東 西は2.45mで ある。深 さは14cm

で、底面は凹凸がみ られ る。立 ち上が りは緩や かである。
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第32・33号 土坑
、

o馳

O
O
oo
N

㎝

土層説明(AA'BBノ)

第32号 土坑

1褐 灰 色 十1鉄 分 ・炭化物 ・黄色粒含 む。しま り強。粘性有。

2褐 灰 色 十:鉄 分 ・炭 化物含 む。 しま り強。粘性有。

3褐 灰 色 土:黄 色粒 少量含 む。 しま りやや有。粘性有。

4褐 灰 色 ⊥:黄 色粒微 量含 む。 しま りやや有。粘性有。

第33号 土坑

1褐 灰 色 」二:鉄分 ・炭化物 ・黄色粒含 む。 しまり強。糊 生有。

2褐 灰 色 上:炭 化物含む。 しまりやや有。粘性有。

3褐 灰 色 一ヒ:黄色粒少 量含む。 しまりやや有。粘性有。

4褐 灰 色 ⊥1黄 色粒微 量含む。 しまりやや有。粘性有。

5褐 灰 色 ⊥:黄 色粒少量含む。 しま りやや有。粘性有。

6褐 灰 色 上:黄 色粒少量含む。 しま りやや有。粘性有。

7褐 灰 色 ニヒ:鉄分 ・炭化物含む。 しまり強。粘性有。

8黄 灰 色 土:黄 色粒含む。 しま りやや有。粘性強。

9暗 灰 黄 色 土:黄 色粒含む。 しま り ・粘性強。

10暗 灰 黄 色 土:炭 化物含む。 しま り ・粘姓強。

H灰 オリーグ色土:黄 色粒 ・褐 灰色土含む。 しま りやや有。粘性強。

12暗 灰 黄 色 土:炭 化物 ・黄色粒含 む。 しま り ・粘性 強。

o !

醒 循

第41図 第32・33号 土 坑

覆土 はランダムな層位 をなしてお り、人為 的な埋 め戻 しに よるもの と思われ る。

遺物はかわらけの小破片が若干検出されたが、図示可能なものはみられなかった。
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第33号 土坑(第41図)

3区B-4グ リッ ドに位 置す る。第32号 土坑 と重複関係 にあ り、本土坑が切 られ ている。東側 は調査

区外 に延 びてい る。規模 は、南北方 向で2.05m、 確認 され た範囲での東西 は2.45mで ある。深 さは14cm

で、底面 は凹凸 がみ られ る。立ち上 が りは緩や かで ある。

覆 土は複雑 な層位 をなしてお り、人為 的な埋 め戻 しによるもの と思われ る。北側底面 か らは焼土がや

や ま とまって検 出 され た。

遺物 はかわ らけの小破片が若 干検 出 され たが、図示可能 なものはみ られ なかった。

(4)土 墳墓

第 コ号土墳墓(第42図)

1区B-9グ リッ ドに位置す る。規模 は南北方向で1.08m、 東西 で0.73mを 測 り、平面 プランは長方

形であ る。深 さは最深部 で13cm、 底 面はやや 凹凸がみ られ、北側 にはピッ ト状 の掘 り込みがみ られ る。

立ち上が りは急 な箇所 とやや斜 めの箇所 がみ られ る。底 面中央か らは骨片が まとまって検出 された。

覆 土は2層 か らなるが水平 に堆積 してお り、人為的な埋め戻 しによるものである。

遺物 は古銭(第46図11～18)が5枚 検 出 され たのみであ る。

第1号 土壌 墓 第2号 土墳墓

'》

粛
_ざ

2820難 一 ⊥墜'

獣§N
土層説 明(AA'BBノ)

1黒 褐 色 土:骨 片少 量含 む。

2才 リープ褐 色土:黒 褐色粒含 む。

o齢一

鱒
282唯1。'

甥
土層説明(AA')

1盛 土

2耕 作 上

3耕 作 土

4耕 作 ヒ

5黄 灰 色 ヒ

6黒 褐 色 ヒ

7黒 褐 色 土

8黄 褐色」二

暗灰色士。鉄分 ・スコ リア含 む。

灰色t。 鉄分多量、スコ リア少量含 む。

鉄分 ・礫 ・オリヅ 褐色粒含む。

炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・オリヅ 褐色粒含む。

炭化物 ・オリーブ褐色粒含む。

オ11一ブ褐色粒含む。

黒褐色粒含む。

第42図 第1・2号 土壌墓
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第2号 土墳墓(第42図)

1区C・D-6グ リッ ドに位置す る。規模 は南北方 向で1.25m、 東西で0.88mを 測 り、平面 プランは

長方形で ある。深 さは最深部で32cm、 底面 はやや凹凸がみ られ るが、概 ね平坦 である。立 ち上が りはほ

ぼ垂直、 ない し急 な傾斜 である。底面 か らは東 向きに屈葬 され た人骨片が検 出 された。

覆土 は入 り組 んだ層位 をな し、人為 的な埋 め戻 しによるものである。

遺物 は古銭(第46図16～18)が3枚 検 出され たのみであ る。

(5)火 葬跡

第1号 火葬跡(第43図)

1区B・C-8グ リッ ドに位置す る。規模 は長径0.92m、 短径0.50mの 長方形で、深 さは最深部で16

cmを 測 る。南壁沿 い、及び東壁沿い中央 には ピッ ト状 の掘 り込みがみ られ る。 自然石 は検 出 されず、骨

片が東側 か ら検 出 され た。東壁の 中央付近 か らはやや緩やか な傾斜 をもって立 ち上が る溝 が付随 してお

り、規模 は幅35cm、 長 さは62cmで あ る。壁沿 いは非常 に焼 けてお り、赤褐色 を呈 していた。

覆 土は複雑 な層位 をな してお り、炭化 物、焼 土、骨片 を含む。

遺物 は検 出 されなかった。

第2号 火葬跡(第43図)

2区A〆-13グ リッ ドに位置 し、南西 には第3号 火葬跡 が隣接 してい る。規模 は長径0,55m、 短径0.26

mの 長方形 で、確 認面の関係か ら深 さは最深部で4cmと 非常 に浅 い。 そのため、 自然石 は検 出 されず、

付随す る溝 も確認 されなかった。

覆土 は浅い なが らも3層 に分かれ、炭化物、焼土、骨 片 を含 んでいた。特 に南壁沿いか らは焼 土がま

とまって検 出 され た。

遺物 は検 出 され なか った。

第3号 火葬跡(第43図)

2区AL13グ リッ ドに位置 し、東 には第2号 火葬跡 が隣接 している。規模 は長径0.83m、 短径0.47m

の長方形 で、第2号 火葬跡 同様、確 認面 の関係 か ら深 さは最深部 で2Clnと 非常 に浅 い。そのため、 自然

石 は検 出 され ず、付随す る溝 も確 認で きなかった。

覆土は単 一層であ り、骨片 を少量含 んでいた。

遺物 は検 出 されなかった。

第4号 火葬跡(第43図)

1区B-9・10グ リッ ドに位 置す る。東側 を後世 の削平 によ り欠 く。規模 は長径 が1.09mで あるが、

短 径 は確認 され た範 囲では0,45mを 測 る。深 さは最深部で34cmで ある。付随す るべ き溝 は検 出 され な

かったが、東 壁 中央 にあったもの と思われ る。北、西壁沿 いは焼 けてお り、赤褐色 を呈 していた。底面
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からは焼けた石や骨片が検出された。

覆 土中には炭化物、焼土、骨片等が検 出 され た。

遺物 は検 出 され なかった。

第1号 火葬跡

躊

罵

紬
塀

、

懸
土層説明(AA'BB')

1黒 褐 色 士:炭 化物 ・焼⊥ ・骨片含む。

2黒 褐 ・色 土:炭 化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

3黒 褐 色 ⊥:炭 化物 ・焼十多量、骨片少量含む。

4黒 褐 色 ヒ:灰 色粒 ・劇一グ褐色粒含む。

5オ リーブ黒 色1二:焼 土多 罎、炭化物 ・骨片 少量含 む。

6オ リーブ黒色 十:炭 化物 多量、焼 土 ・骨片少量含 む。 しま り無。

7黒 褐 色 士;焼 ⊥ ・オリヅ 褐色粒含む。

8黒 褐 色 士:焼 ⊥含 む。

9焼 ± ブロック

10黒 褐 色 圭:炭 化物 ・焼土 ・骨片含む。

11劇 一ブ 黒色⊥:炭 化物多 購、焼⊥ ・骨片少 量含 む。

i2黒 褐 色 ⊥:灰 ・炭化物多 量含む。

13黒 褐 色 士1炭 化物 ・焼土 ・割ヅ 褐色粒含む。

第無3号 火葬跡 第 尋号火葬跡

③

壁一3'

唱

愈 諺
第2号 火葬跡

土層説 明(AA')

1灰 色 土:骨 片多量、炭化物 ・焼± 少量含 む。

2灰 色 ヒ:焼 土多 職、炭化物 ・骨片少量含 む。

3灰 色 積 炭化物 ・焼上 ・骨片含む。

第3号 火葬跡

土層説明(BB')

1暗 灰黄色土1骨 片少量含 む・

o暫m一

土層説明(AA')

1灰 色 土:鉄 分含む。

2黒 褐 色十:鉄 分 ・炭化物 ・被熱 した黒色土含 む。

3黒 色 土;焼 土含む。

4黒 褐 色土:炭 化物 ・骨片多 量、焼土 少量含 む。

5黒 褐 色L;炭 化物 ・焼一ヒ含 む。

第43図 第 コ～4号 火葬跡
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(6)井 戸跡

第 コ号井戸跡(第44図)

1区D・E-6グ リッ ドに位置す る。北側 大半が調査 区外 にある。規模 は確認 され た範囲では東 西方

向で3.82m、 南北で1.35mを 測 る。深 さは完掘 していないため不明であ るが、確認 され た深 さは1.84m

である。やや急 な角度で掘 り込 まれ てお り、素堀 りの井戸跡 である。

覆土 はレンズ状 に堆積 した 自然堆積層で ある。所 々で礫 を含 む。

遺物 は陶磁 器類が若干検 出 され たが、図示可能な ものは鉢(第46図10)1点 のみである。

第1号 井戸跡

土層説 明(AA')

圭盛L

十
土
土
上
ヒ
土

土
土
砂
上
砂
砂
土
砂

作
作
罷
難

麗

蕊

色

耕

耕
黄

黒
黄

黒

魍
黄

灰
黄

灰
灰

黄

灰

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2
3

4

5

暗灰色。鉄分含む。
灰色。鉄分多量含む。

鉄分 ・礫 ・砂 ・灰色粒含む。.

砂多量、鉄分 ・礫 ・黄褐色粒 少量含 む。
鉄分 ・礫 ・砂含む。

鉄分 ・礫 ・砂 ・灰色粒 ・黄褐色粒 少量、炭 化物微鼠含 む

礫 ・砂 ・黒褐色粒 ・黄褐色粒少量、炭イヒ物 微 量含 む。

鉄分 ・砂 ・灰色粒 ・黄褐色粒含 む。

礫 ・黄灰色粒含む。

砂多量、鉄分 ・礫少量含む。

鉄分 ・礫 ・黄灰色粒禽む。

礫 ・黄灰色粒含む。

鉄分 ・礫 ・砂含み、灰オリーグ色グロックを帯状に含む。

黄灰色粒 ・ブロック多 量、鉄分 ・礫少量含む。 0量 田一

第44図 第 臆号井戸跡
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鑑難
q

・

土

圭

土

土

層

土

土

士

土

土

土

土

総

難

色
㌔

響

馳
色
磐

鐸

げ
灰
褐

調

褐
げ
褐
げ
褐

層

か

が

暗

黒

焼

黒

暗

黒

か

黒

か

黒

土

ー

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

0

難

嵐

簸

L

BB')

焼 土多量、スコ リア ・炭化物含む。

焼 土 ・ス コリア ・炭化物含む。

炭化物 ・焼土含む。

焼土多量、炭化物少量含 む。

:炭 化 物 ・焼 ± 含 む 。

:ス コ リ ア ・炭 化 物 ・焼 土含 む 。

スコリア含む。

焼土 ・灰色粒含む。

スコ リア ・焼土 ・灰色粒含む。

スコリア ・炭化物 ・焼土含む。

lm

。羅 懸豪

第45図 第1号 石組遺構

(7)石 組遺構

第 竃号石組遺 構(第45図)

2区G'・HL13グ リッ ドに位置す る。川原石が積 まれてい ることか ら当初 は1占墳 の石 室か と思 われ

たが、円形 に巡 っている点や石列内の覆 土に焼土層があ る点等 か ら石室 とはみな さず、石組遺構 とした。

東側が調査 区外 にあるため、規模 、及 びその形態 さえ定かではないが、掘 り方 は確 認 された範 囲での

東西方向が2.54mで あ り、短径 となる南北 は2.29rnを 測 る。深 さは最深部で39cmで あ り、垂直、ない し

やや急 な傾斜 で掘 り込 まれてい る。なお、所 々を ピッ トと重複 関係 にある。 また、南側 では張 り出 した
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テ ラス状の ものがみ られたが、第23号 士坑 によ り切 られてい る。

石組 は東側 が くずれて しまってい るものの、南北 に長 い楕 円形 に積 まれていたもの と推察 され る。

石組 のみ の長 径 は2.06m、 短径 は不明で ある。

石組 はある程度土 を埋めた段 階で設置 されてい るため、遺構 の機能時は焼 土層 が最下層 になるもの と

考 え られ る。石組 内の覆土は炭化物、焼土等 を多量 に含んでお り、 また崩れた石 も多数み とめられた.

やや入 り組 んだ層位で はあるが、人為的 な埋 め戻 しか ど うかは判断 しかね る。

遺物 は検 出 され なかった。

本遺構 の性格 につ いては不明である。

(8)ピ ッ ト

調査 区内ほぼ全面 よ り計350基 の ピッ トが検 出 され た。特 に集 中 してみ られ たのは、2区B'～J'グ

リッ ドであ るが、規則 的 に並ぶ ものはみ られなかった。また、出土遺物 もほ とんどみ られ なかったため、

日寺期の特 定 も難 しい。各 ピッ トの数値 については第9表 を参照の こと、,

第9表 ピット計測蓑

一.

恥

了

一
2

3

一
4

一
5

}
6

置位十出
τ↓A
14㎜A

14　A

/2一A

12}A

11B

7 ,

一豊一

一9

10

-11

12

13

一14

1/一A

10へB

9

9

9

す

}B

一C

㎜B

　
C

長 短 深 さ

1222316

1152520

984020

744720

(95)(46)33

3"28ig

(57)(70)9

56一 帽(53)29

282624

蕪婁__2526

343024

333124

備 考 Nα

40

41

第3・4号:ヒ 坑 よ り新 。

B-8282812

B-8353022

8}B

8
一C

8

一7

一

㎜

C

B

7一C

6
一
B

6　B

6一B

6一C5B

6
τ
一C

へC

出土位置

D…6

15

161
二⊥

18

19

20

21

22

23

24

25

393930

393512

573028

232311

453815

282514

302923

(50)(32)91

282524

3「2713

663123

262313

D-6

i42i)-6

143D-6

・44D-6

145D-6

46E-7

47-F-7

48F-7

49F～7

-.与OF　 7

51F-7

52F～7

懸 隻一G　 7
i54G -7

551-7

蚤6卜7

57」-7

58J-7

59J-7

60J-7
"6f

卜7

長 短 深 さ

665815

備 童一一_一]

L壁6

1281C-6
129}C-6

30C-6

31

32

33

34

35

36

37

6皿C

6一C

6}C

6一C

6
【C

6一C

6「C

38D-6

39D-6

互9幅"2420

383714

332315

23199

34 30 12i
へ一

一

削

一

… 一一

　 一　一ヨ

ー晒 …

　 一 一〒 一

¶ 一 一 一一 一 置一

1

一

ヨ

30 28 28
;一 一 一一 一一一一蝕 …

へ

一 一一 一一一

一 一一 一一 一

一一　一

一一 一 一w

塘4>」 ・7静星亦との 菊rIlレイく明 。

第3号 溝 跡 との 柳U不 明。

33 27 161

26 26 121

24 20 111

30 29 玉6

一一一一一

一

37 29
-… … 耐　

13

1228 22

57 35 22
冒闘一

20 17 22

21 18 1多

一.[
一 一 一　閏 晒¶T

42 37 25

47 38 241

39 24 46 第13号 土坑 よ り翫 、

39 28 R
國 配 7一 一一一一 へ

36 25 6

62!～7

63J-7

64」-7

65J-7

66」-7

67」-7

68J-7

262516

22179

423424
…i

82525

332725

333014

333128

40371す

383425

第7号 土坑 よ り新。

第7号 土坑 よ り新。

第7号 土坑 よ り新。

一一一469

70

第8号 土坑 よ り新。

71

一
72

【〆J
門〆J

7

弓
r

J

J

73J-7

74J　 て .

75

　
76

一
77

[r　K

門
'天

7㎜K

781K-7
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No, 出土位置

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

311

411

115

116

117

811

911

120

121

7}K

7}K

8一K

8一K

8一K

7一〇

8一L

8一L

8
一
L

8}L

7一L

7一L

7「」

7一L

7}L

L-8

M-7

7

7

7

∩6

Q
O

8

　

㎜

一

}

一

一

M

M

M

M

M

M

M-8

M-8

8

7

7

7

7

7

00

一

一

一

㎜

一

一

}

M

M

M

M

M

M

N

N-8

N-8

N～8

N-8

8一N

8}N

8
一〇

0-8

P-11

P-11

P-/2

122P-11

1231

124「

125

126

127

128

921

031

131

231

331

6　G

12
　Q

12　Q
㎜
21Q

12㎝Q

12
一
R

12

12

一

一

R

國R

13}R

13　R

132一
S

・

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

S-12

S-12

S-12

S-12

S-12

T-12

T-13

U-13

U-12

U-13

U-12

U-13

146V-13

長 短 深さ

2727

3433

2921

3225

4640

3430

1916

2421

2018

23

15

13

31

32

25

13

39

21

21

28

18

叢6

15

31

21

24

16

13

14

27

7

8

7

7

13

50

2ユ 1719

31 3021

26

28

32

41

19

100

24

22

28

39

19

86

14

11

12

10

37

46

27 2116

3/ 3022

24

30

26

25

25

30

26

22

28

22

24

25

25

23

9

12

18

17

17

20

14

備 考

一
25 2316

57 2829

59

一
19

5620

1930

39

32

28

3318

3113

2522

27

}30

2226

2814

6250 [b

60 45 4

20 19/3

29

51

55

31

38

23

47

40

26

31

30

40

31

25

(22)

137

28

34

29

24

(9)

鯉

m… …… 　一一一一一一一一一　　　　十 　　一一一一一一 一一 一一一一一一一 一一一一一一一.一一 一.

55

16

30

16

17

16

21

32

11

31

6
1
四
-

43

31

44

32

36

42

27

39

26

27

31

30

33

23

14

14

18

9

19

6

6

51 51 6

61 59 7

26 2219

393729

33 24/4

44 39 7

No.

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

Aノ

一二位 置1 長 短 深 さ 備
一..
考
一.一.

一13
ミ 32 27 4

一13 32 22 /4

5
一一.1"旧… …

一距 「國

一13
18 17

一13 26 20 10 一一一.一
一13 19 17 81

一 一7了 配 國

一13 21 18
弓lr

I

一13 16 15 9

一13 30 21 8
1り ワ淫 ρハ 「)ハ一13 74 60 30

B!-13

Bノ ー13・14

B'-13

Bノ ー13

Bノ ー13

B!-14

26

29

30

25

30

29

26

26

26

20

23

26

15

18

19

10

6

10

第1研

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

1781

1号溝 跡 より新。

汀

1一 旧.一 一.一 一 一

Bノ ー14 29 20 8
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14
一
ノC

14一
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D
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185
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二

Nα 出土イ立置 長 短 深 さ 備 考 No, 出土位 置{ 長 短 深 さ1 備 考

旨

215 F/-15 42 42 46 283
I

K!-15 22 20 10

216 F/-/5 (37) 36 54 284 K!-15 50 39 ユ9

217 F1-15 29 22 8 285 Kノ ー15 21 20 20

一.一 一一一 一.一 一 一 一 巾 ㎜ … 闇1吊 一.

218 F'～15 52 28 16 286 Kノ ー16 45 32 30

219 F!-15 27 21 27 287 K!-16 29 20 30

220
一 一

221

F1-14 53 38 56 288 K!-16 34 30 30
吊旧一

Fノ ー/4 25 22 27 289 1〆'-15 31 28 22
一 一 而1.一.一 一 一 一

222 F'-14 37 32 23 290 L'-15 73 62 13

223 F'一 ・14
{41 33 40 291 L'-15 28 21 27

224 F!-14 36 28 16 1292 1ノノー15 24 19 17

225 F!-14 37 32 7 293 Lノ ー15 26 24 31

226 F/-14 53 37 47
き

1
294 L'-15 /8 18 6

227 G/-14 22 22 13 295 L〆-15 18 16 13

228 Gノ ー14 60 58 65 296 L〆-15 15 (7) 32

229 G!-14 19 17 20 297 M'～15 /8 16 10

230 G!-15 22 18 9 298 Mノ ー15 24 20 17 [
き 一 闇.・""一げ

幽 Gノ ー ユ5 27 27 6 299 M!-16 39 25 24 {

232 lG'-15 27 27 12 300 11-15 (34> 27 17 第11号 溝跡 との新 細不 明。

233 Gノ ー15 26 24 5 301 C-8 61 54 30

234 Gノ ー15 36 35 5 302 B-6 89 55 79

235 Gノ ー15 66 64 70 303 O-8 27 (18) 26

236 Gノ ー15 53 41 10
1304

P-7 28 27 31

237 Gノ ー14 57 55 36 1305 ○-7
22 20 30 一,

1

238 Gノ ー14 27 17 4 i306
聾 0-6 27 22 21

239 Gノ ー14 85 69 12 607i O-6 40 29 29
1

240 G'-14 51 48 61 308 P-6 35 28 31

241 G'-14 28 28 9 309 P-6 44 25 28

242 G'-14 24 20 8 310 P-6 /8 (10) 6 1第15腎 一溝 跡 との新 旧 不 明 。

243 Gノ ー14 65 59 56 311 O-6 22 16 8 1

244 Hノ ー14 57 38 59 312 P-6 28 22 26

245 H/-15 47 38 68 313 0-6 35 26 12

246 H!・-15 77 54 77 314 P-6 26 21 14

247 Gノ ー15 32 30 17 315 P-6 44 42 5

248 G1-15 (35) 30 7 316 P-5 33 29 15

249 Hノ ー15 30 27 15 317 P-5 19 16 12

250 H!-14 45 45 31 318 P-5 45 30 15 1

旨251 H'-14 39 34 60 第1号 石 組 よ り新。 319 P-4 42 35 6
1

252 Hノ ー14 60 54 75 第1号 石 組 よ り古。 320 P-4 40 37 5
1._一 一… 而h囲…

253 H'-14 20 18 13 321 P-4 32 27 8

254 H'-14 35 30 7 322 P--4 22 15 9

255 1ノ ー14 28 28 11 → 323 Q-4 34 29 11

i-"「"「 罰h11.配 一.一.一

256 1ノ ー14 38 30 20 324 P-4 25 22 12 」

257 11-15 18 ユ8 15 325 P-3・4 34 27 31 2

258 1!-15 32 19 11 326 P-4 (39) (26) 3 第 ユ5弓・溝 跡 と の新 「1]不明。 1
259 1!-15 89 69 41 327 P-3・4 (33) 19 2 第15弓構 跡 との新 旧不 明。一

1

…へ

260
　　

r-15 42 30 31 328 Q-4 21 20 10

261 J'-15 26 26 9 1329 Q-3 36 30 17

262 ゴd5 40 36 9 1330 C-/ 42 36 17

263 ;Jノ ー15 40 37 38
二

331 B一 ユ 34 (24) 9 E第28号 土坑 よ り新 。

264 rJ〆-15 23 23 14 332 B-2 47 29 33 1第28号'七 坑 よ り新
。

4_.____、.一 一

265 J'-15 34 32 27 333 B-2 40 31 11
E

266 J'-15 40 35 9 334 B-2 34 32 17

267 J'-15 32 32 8 335 B-2 46 42 24

268 」 ノー15 (48) 62 21
1

336 B-2 27 22 圭8

269 Jノ ー15 32 24 5 337 B-3 29 28 9

一
270 J/-15 32 27 16 338 B-3 18 16 11

271 J'-15 35 29 11 339 B・C-3 (32) (11) 15

272 J'-15 39 28 3 340 B-3 121 17 11

273
… …h　

274

J㌧15 25 21 6 第11号 溝跡 との新IU不 明。 341 B-3 125L 21 /0 旨…

L工L15 45 36. 46 3421 B-3 127 25 15 セ

1
275 J'-14 80 67 12 i343 B-3 33 32 9

一 一 一 一 巾 圃國 罰h"曙hn「 一..一

276 J'-14 47 43 29 344 B-4 25 23 13

277 γ 一14 95 60 50 345 B-4 (27) (22) 12

278 Jノ ー14 64 51 14 346 B-4 41 (22) 22

1279 J'-14 27 24 14 347 B-4・5 25 22

一一一

8

.一 一 一一.一.h國 動圃罰巾hh.一

一
1280 」!-14 29 20 8 348 「 B-5 29 22 10

281 K/-14 29 27 27 349 1 B-5 87i 37 20 1 3

282 K!-15 38 35 24 350 B-5 [20 20 14 旨
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(9)遺 構外出土遺物

調査 区のほぼ全面 よ り検 出 され たが、図示可能 なものは少 ない。出土遺物 は、土器 、磁器、石製品等

である。 図示可能 なものは9点(第46図19～27)の みで ある。土器 には須 恵器、土師器、かわ らけ等

がみ られ る。石製 品は砥石1点 のみである。

第10表 溝跡 ・土坑 ・井戸跡 ・遺構外出土土器観察表

Nσ 出±位置 看 器 種 口径 器高 底径 胎 十 色 調
「

焼成 残存率 備 考

1 第3号 溝跡 縄文 ・深鉢 …" 一 一 やや 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 暗褐色 良 一 後期前 半。

2 第3号 溝跡 鉢 一 　 ㎜ 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄禮色 やや良1一

3 第3号 溝跡 甕 一 (4.8) (17.4) 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄禮色 良 旨25

4 第12号 溝跡 須恵器 ・圷 (13,2) (3.2) 一 やや粗/白 色粒、片岩 灰色 良1 20 末野産。

5 第12号 溝跡 須恵器 ・圷 (12.8) (1.7) 一 やや粗/白 色粒 、片岩 灰色 良 35 末野産。

6 第12号 溝跡 須恵器 ・」不 　 (2.1) (5.8)

…'m『 　 †　一

やや粗/白 色粒 、片岩 ト 灰色1良i 20 末野産。

7 第10号 土坑 かわ らけ ・圷 (13.4) (3,2> 　 密/砂 粒、黒色粒 、小石1浅 黄椎 色1良脳 20

8 第ヱ0号土坑 かわ らけ ・圷 _1(3 .2) (5.4) やや粗/砂 粒、 黒色粒、小石 ⊥ 浅黄鐙 色 二 良 80

9 第28号 土坑 か わ らけ ・靖一(12.2)・
÷

3.7 (5。4) やや粗/砂 粒、 白色粒、黒色粒、小石 浅 黄機 色 良 60
」

10 第1号 井戸跡 青磁 ・碗
　
一 一 … 緻密/黒 色粒 緑灰色 良 一

19 遺 構 外 須恵器 ・圷 　 (0.8) (4,2) やや粗/白 色粒 、片岩 灰色 良 5 末野産。

20 遺 構 外 土師器 ・高圷 一 (3,9) (7.8) 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄色 良 80

21 遺 構 外 須恵器 ・甕
一 一 一 やや粗/白 色粒 、片岩 青灰色 良 1　 末野 産。

22 遺 構 外 かわ らけ ・圷 … (2.1) (7,0) やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、小 石 浅黄榿色 良30

23 遺 構 外 かわ らけ ・杯 一 (3.0) 4.4 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 浅黄禮色 良1 70

24 遺 構 外 かわ らけ ・圷 7.0 2.2 3.6 密/砂 粒 、黒色 粒 浅黄榿色 良 90

25 遺 構 外 自磁 ・碗 一 (3.1) 6.3 密/黒 色粒 灰白色1良 70 {
卜

26 遺 構 外 鉢 一 (5.9) (9.8) やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小 石 1浅黄燈倒 良 25 ;

第11表 土墳墓出土古銭観察表

No. 出土位置 分 類 径(c拠) 孔径(cm) 厚(cm) 備 考

11 第1号 一L壌墓 天聖元寳 2.4 0.8 0.1
　 一一　一一……

12 第1号 土墳墓 元豊通寳 2.4 0.7 0.1

一 　

13 第1号 ±壌墓 元祐通實 2.4 0.7 0.1

14 第1号 土壌墓 永楽通寳 2.4 0.6 0.2

15
1
第1号 土墳墓 熈寧元寳 2.4 0.7 0.1

161第2号 土士廣墓 熈騨 元寳 2.2 0.71 0.1・
→

17 第2号 土壌墓 元□通寳 2.3 0.61 1 0.11 」

き

118 第2号 土墳墓 □□元費 2.4 0・71 0.1

第12表 遺構外出土石製品観察表

No

27

出土位躍 分 類

砥 石

1長(cm)

遺 構 外 77

幅(cm)

25

厚(cm)

18

備 考

完形、全 面使用。

92



3 出口下遺跡

(1)竪 穴住居跡

竪穴住居跡 は、計27軒 確認 され た。すべてが 占墳時代後期 のもので あった。

第 署号住居跡(第47図)

1区X-10グ リッ ドを中心 に位置す る。一部 に撹 乱が入 るとともに、南 西壁 よ りは第5号 溝跡 と重複

している。遺構 の新 旧関係は本住居跡 の方 が古い。

平 面形 は長軸8.Orn、 短軸7.18mの 長方形 を呈 し、面積 はおよそ57.44㎡ となる。 カマ ドが二つあるこ

とか ら北側 のカマ ドを主軸 と考える と方 向はN-38°-Wを 指す。

確認面か ら床 まで の深 さは40cm前 後 であった。覆 七は 自然堆積 と思われ る。

カマ ドは北壁 の中央付近 と東壁 の南寄 りの2箇 所確 認 され た。北壁 のカマ ドは全長240cm、 燃焼部幅

約60cm、 煙道部幅 も広 く50cmを 越 えている。燃焼部 は床面 よ り20cmほ ど掘 り窪 められてい る。東壁の

カマ ドは長 さお よそ180cm、 煙道部約40cmを 測 る。燃焼部 は袖が残 っていなかったため、正確 な規模 は

確 認できなか った。

貯蔵穴 は北東部 と南東部の2箇 所で確認 されたが、2つ のカマ ドにそれぞれ付随す るものである。前

者 は長軸1.34m、 短軸0.96m、 深 さは床 面か ら30cmを 測 る。後者 は長軸 ユ.46m、 短軸0.66m、 深 さはユ6

cmで ある。

柱穴は確 認で きなかったが、壁溝 は四方 の壁 で確認で きた。南壁 際か ら1mほ ど内側 に入 った位置に

南壁 に並行 して溝 が確認 されてい る。 この内側 の溝 は、北側 のカマ ドが東壁 のカマ ドに先行 して使川 さ

れ、その ときの住居 の南壁 に伴 う壁 溝 と推測 され る。その後、住居跡 を拡大 し、東壁 に新 たにカマ ドを

設 けられた もの と推測 され る。

出土遺物 は、本遺跡 の中では最 も豊富で、須恵器蓋 ・圷 、土師器圷 ・高圷 ・甕 噌 瓦な ど多数確認 され

た他、中央 に孔 のある鉄製 の円板 も検 出 され た(第48～50図)。

第 灘号住居跡(第51図)

1区P-10グ リッ ドを中心 に位置す る。南西コーナー は調 査区域 の外 とな り、北東コーナー及び竃煙

道部 分は、第1号 溝跡 と重複 す る。遺構 の新 旧関係は、第2号 住居跡の方が 占い。

平面形 は長軸405m、 短軸5,18mの 長方形 を呈 し、面積 は20.98㎡ となる。主軸 はN43°Wを 指す。

遺構 の確 認が難 しく、確 認面か ら床 までの深 さは5～20cm前 後 であった。

覆 土は 自然堆 積 と思われ る。 中央部 と東壁 には ピッ トが重複 してお り、 前者 は本住居跡 よ り新 しく、

後者 は 占い。壁溝 は北壁 で長 さ13mほ どが確 認 され た。幅 は35cmと 幅広 で、深 さは数cmと わずかに窪

むのみであった。

カマ ドは北壁 の東 よ りに設 け られ る。燃焼部 は幅50cm、 煙道部 よ りは第1号 溝跡 に切 られ ているた

め、全長 は判 らない。袖部 は地 山を掘 り残 して造 られてい る。火床部は地 山士が貼 られてい る。
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B

2670q_ 」≡'

霧
こヒ層説 日鳴(AA'EEノ>

1黒 褐 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・礫 ・灰色粒含む。

2灰 色 土:鉄 分 ・灰色粒 含む。しま り強。

3別 一ブ褐 色t:鉄 分 ・礫 ・灰色粒含 む。しま り強,

4黒 褐 色 一L:炭化物 ・灰色粒含む。

5オ リーブ褐色土:鉄 分 ・灰色粒含む。3層 よ り明るい。

6オ リーブ褐色土:鉄 分 ・灰色粒含む。

7黒 褐 色 土:灰 色粒含む。

8黒 褐 色 土:焼 土多量、灰色粒少量含む。

9黒 褐 色 土;焼 ± ・灰色粒含 む。

王0暗灰 黄 色 土:焼 土 ・灰色粒含 む。

11暗 灰 色 土:焼 土多量含 む。

12暗 灰 色 灰 層1焼 土含 む。

0 2m

第47図 第1号 竪穴住居跡
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窺

第13表

熊
窪2＼ 劃 ノ33し 染 グ 黛尋

第50図 第1号 竪穴住居跡出土遺物(3)

第1号 竪穴住摺跡出土土器観察表

器

＼ぜ豊Lノ
鱒

010cm一

一(∋

一
35

05c吊一

lNq 器 種 口径 欝蕎丁底径 胎 上 色 調 焼成:残 存率1備 考一一一ト4一

1

当

ー

[1 須恵器 ・蓋 (12.2)
　4

,5一 密/白 色粒 、黒色粒 灰色 良
ず
50

12 須恵器 ・蓋 一 (2.5)一 密/白 色粒 、黒色粒 、 白色針状物質 灰色 やや不良 90南 比 企産。

3 須恵器 ・蓋 　
(2.5)1一 密/白 色粒 、黒色 粒、 白色針状物質 青灰色 良 40南 比企産。

4 土師器 ・圷 12.7 4「 「 「 やや粗/砂 粒 、 自色粒、黒色粒 明赤褐色 良 }o「 「

5 上師器 ・圷 12.6
F

7.9一 籍/砂 粒 、黒 色粒 、小石 にぶい櫨色 良 40旨

6 ヒ師器 ・高杯 13.8 5.39.2 ミ 密/白 色粒 、黒色粒、赤色粒 明赤褐色 、やや良 401

7土 師器 ・高圷 17.1 14.6 12.8 密/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、赤色粒 嚇 褐色:良 90 .___」

剥 王師器礁
20.6 10.6 一 密/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、 石英 にぶい鰹 色L竺 良 85

91」 二日弔器 ・甕1(16.2)レ1 (8.2) 一:粗/砂 粒 、白色粒、赤色粒 暗灰色1や や不良 40 1
10一 ヒ臼市器 ・甕1(19.7)

ヨ
(5,7) 一 密/白 色粒 、黒色粒、赤色粒、石英 にぶい燈色 良 10

11:土 師「1器・甕(15.8) (4,8) 一iや や粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、長石 にぶ い機色 やや不良 20

12;ヒ 師 器 ・甕123.3 39.9 (4.4)粗/砂 粒 、 白色粒 、黒色粒、赤色粒 機色 やや不良 70

13[ヒ 師 器 ・甕
躯

18.4 30.6 一1粗/砂 粒 、黒 色粒 、赤色粒 灰色 良 30

14土 師器 ・甕 21.7 24.1 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤色粒 にぶい黄樫色 良 95

15:一 獅 器 ・甕 23.2 117 .5 一
{密/砂 粒 、黒色粒 、赤色粒 淡黄榿色 良 50

16 ゴニ師 器 ・甕 (22,7)(7,6) 　 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石 にぶい赤褐色 やや良 25

17 土師器 ・甕 (21・4)1(10・5)
　 密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤色粒 にぶい襟色 良 60

18 土師 器 ・甕 ⑳0)1(5.5)
一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、雲母、小石 にぶい櫨色 良 120

19 ま:師器 ・甕 (18,5)i(8.2) 一 密/砂 粒 、 白色粒、角閃石、石英 明赤褐色 やや良140i
曙.買

20 土 師器 ・甕 (19.0)(7.7) 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石 掩色 良12〔 〕

21 土師器 ・甕 (17.6) (3.2) へ やや粗/白 色粒、黒色粒、角閃石1 燈色
胃m・""-1

や や 良 、15、

22 ヒ師器 ・甕 (16.8) (6.0) 一
†やや粗/砂 粒

、黒色粒、赤色粒 、小石 燈 色 良 ・201 __」
23 土 師器 ・甕 (18.0) (6,0) 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、赤色粒 、小石 機色 やや不卑251
24 土 師器 ・甕 13.8 (12.2) 　 蜜/白 色粒 、黒色粒、角閃石1に ぶい黄機色 良90

1

25 1二師器 噌瓦 (26.6) (9.0) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 、角閃石 、小石 浅黄燈色 良 15

26 土 師器 ・甕 (22.0) (3,7) 一 密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤色粒 、小石 明黄褐色 良 15

127 土 師器 ・甕 一 (11,3) 10.0 密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、石英 、小石iに ぶ い褐色1良 60

[28 士師器 ・甕 一 (4,8) (7.6) やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、石英 、小石[灰 黄褐色 やや 良 60

129土 師器 ・甕
一 (2,0) (8.6) 粗/碗 ・絶 粒・艶 紘 赤色粒…'石 →にぶい難 色 やや良 20

　………

30 1二師器 ・甕 一 (14.ユ) 5.9 密/砂 粒 、黒色粒 石英、小石 にぶい黄燈色{良 /00
ll31

ト ー-

32

土 師器 ・甕 皿 (10.6) 6.8
唇

やや粗/砂 粒、 自色粒、黒色粒 、石英 、小石 黒褐 色1良 100 →一ヒ師器 ・甕 　 (2,3)5,1 やや 粗/砂 粒、白色粒 、黒色粒、赤色純 、石 英 浅黄燈色 良1 ユ00
_→
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Nα 器 種 口径 器高 底径
… 「1圃一一 旧一 一

胎 士1色 調 焼成 残存 率1備 考

33七 師器 ・甕 一 (2.1) 4.9 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、赤色粒、 角閃石 明赤褐色 やや良 70
… 目

34土 師器 ・甕 　
(ユ.4) 6.4 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、石英、小 石 赤色 良 55

第13表 第 順号竪穴住居跡出土鉄製品観察表

No

35

分 類

有孔円盤

長(cm)

一ユー餐

幅(cm)

18

厚(cm)

02

備

完形9

考　…　　　一 　-L　 　 州

土層説明(AA'BB')

1黒 褐 色 士:ス コリア ・砂礫 ・焼 ヒ・灰色粒 ・オリーブ褐色粒含む。

2黒 褐 色 ±:ス コリア ・砂 ・灰色粒含 む。1層 よ り暗い。

3黒 褐 色 ⊥:砂 ・灰色粒 ・黒褐色粒含 む。2層 よ り明るい。

嗅黒 褐 色{二:ス コリア ・砂含む。

5オ1砦 プ 褐 色 砂:ス コリア ・黒褐色粒 含む。

6黒 褐色 土ブロック

7黒 褐 色 十:ス コリア ・灰色粒含 む。3層 よ り明るい。

… 諄 畢)羅D'

獣懸懸黙

土層説明(CC'DD')

1黒 褐 色 一ヒ:砂 ・黄褐色粒含む。

2暗 オリーブ褐色⊥:砂 ・焼土 ・灰色粒 ・黒褐色 　ヒブロック含む。

3黒 褐 色 士:焼 ヒ多量含む。

4暗 オリヅ 褐色土1ス コ リア ・炭化物 ・焼上 ・灰色粒 ・羽 ヅ 褐 色粒含 む。

5黒 褐 色 土:砂 多量、焼七 ・黒褐色 ヒブロック少量含む。

6オ リーフ"褐 色 _」:

7黒 褐 色 土:砂 ・灰色粒含 む。

8赤 褐 色 上:被 熱。

9黒 褐 色 土:砂 多 量、焼 土含む。

田 黒 褐 色 十

0 2m

第51図 第2号 竪穴住居跡

98



柱 穴は2つ 検 出 されたが、付随す るものか ど うかは不明で ある.

出土遺物 は、須恵器甕 、土師器圷 ・高圷 ・甕 ・甑な どがカマ ド周辺 を中心に出土 している(第52～54

図)。

0

・

10Cm

第52図 第2号 竪穴住居跡出土遺物(1)
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第53図 第2号 竪穴住居跡出土遺物(2)
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010cm…て

〃 　　 ==
05c捌一

第54図 第2号 竪穴住居跡出土遺物(3)

第 、5表 第2号 竪穴住居跡出土土器観察表
ll

Nα1器 種1口 径 器高 底径 胎 土1色 調 焼成 残存率 備 考

1須 恵器 ・壺 {_ 25.7 一 やや粗/白 色粒 、黒色粒、赤色粒 、長石 、石剣 にぶい黄褐色 良 30

2 須恵器 ・甕 一 (31.8) … やや粗/白 色粒、片岩1青 灰色 良 30

3 土師器 ・圷 (12.0) 4.0 一 密/砂 粒 、白色粒 、角閃石、石英 、小石
1
褐灰色 良 40

到 土師器郷 (14,0) 3.2 … 密/砂 粒、白色粒、黒色粒、角閃石 、石英、小イ∫ 赤褐色 良 25

51土 師器 ・圷 (12.6)1 3.3 一1催 蝋 白色撫 色構 齢 角閃亘 明褐色 良 20

6匡 師器 ・圷1(13.0) 3.3 一1密/砂 粒、黒色粒 、石英1に ぶい燈 色 良 20
n一

7 土 師 器 ・圷 《10,2) 3.8
E-1や や粗/砂 粒 、白色粒、黒色粒 、石英 明赤褐色 良 35

8 土師器 腐 圷1一 (4.2) 一
1密/砂 粒

、黒色粒 、赤色粒、石英 明赤褐色 良 75 1
9 土 自弔器 ・甕1(22,0) (30.8) 一 密/砂 粒、黒色粒、赤色粒、石英、角閃石、小石

… 「… 　曲

榿色 良 45

10土 自雨器 ・甕(19.0) (14.8)・ 一 やや粗/砂 粒 、白色粒、黒色粒 、小 石 浅黄ホ登色 良 35 [
11 ±師器 ・甕 (24。5) (酬 一1密/砂 撫 甑 謝 長・汽 小石 にぶい綴色 やや良 30

1

…… …

12 土師器 ・甕 (23。6) (6.8)1一 やや粗/白 色粒 、黒色粒、赤色粒 、雲母 にぶい燈色 良 25

13 土師器 ・甕 (22,0) (8.1)
一

粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、石英 、小石 にぶい黄掩色 やや不良 15

14 土師器 ・甕 一 (11.8) 8.2 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤色粒 、小石 にぶい黄檀色 やや良 100

15 土師器 ・甕 一 (2,2) (6.2) 密/砂 粒、黒色粒 、石英 にぶい黄橦色 良 25

!16 土師器 ・甕 一 (11,8) 8.2 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、赤色粒 、小石 にぶい黄褐色 やや良 100

17 土師器 ・甕 … (31.6) 9.8 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石 にぶい黄褐色 良 80 1

118 土師器 ・甑 (22.0) (11,9) … やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、赤 色粒 にぶい禮色 良 20 _」

101



No[器 禾重 　 口f至≡ 器 高

σo,1)

底径
_一

胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1gl土 師器 噸1(19,6)

一

やや粗/白 色粒 、黒色粒 、赤色粒 、角 閃石、 にぶい機色 良 20

20;土 師器 圷1一 一E 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小 石 赤褐色 良 一 比企型」不,

21土 師 器 ・圷 一 一
L二 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒 、小石 赤褐色 良 一 比企型圷。

第3号 住居跡(第55図)

1区W・X-2グ リッ ドを中心 に位置す る。住居跡 の南西部分 のみが残 る。住居跡 の北側 は調査 区外

とな り、東側 は第2号 井戸跡 と重複す る。本住居跡 が第2号 井戸跡 に切 られてい る。主軸方 向はほぼS

-51°-Wを 指 している。

住居跡 の大半 が調査 区外 と他 の遺構 と重複 してい るため、平面形 は把握で きなかった。

床 までの深 さは、残存個所 で40cmほ どを測 る。

南西壁 にカマ ドが50cm間 隔で3基 確 認 され た。東 のカマ ド(第3号 カマ ド)は 残 りが 一番良 く、燃 焼

部は50×50cmの 不整方形 を呈 してお り、燃焼部が壁 ライ ンと直行す る辺 りに支脚 と思 われ る長楕 円の河

原石 が立て られていた。燃焼部 か ら緩や かに10cmほ ど上 が り、煙道部 となる。煙道部 の長 さは1.2mと

長 く、煙 出しは垂直 に立ち上がっている。

中央 のカマ ド(第1号 カマ ド)は 、燃焼部 の掘 り方 は50×40cmの 不整楕 円を呈 しす るが、残 りが悪い。

煙道 の長 さは1mを 測 る。

西側 のカマ ド(第2号 カマ ド)は 、燃 焼部 の掘 り方 は55×50cmの 不整楕 円形 を呈す るが、中央 のカマ

ド同様 に残 りが悪 い。燃焼部か ら煙道部へ は15騰 ほ ど立 ち上が る。煙道 の長 さは80cmで あった。 当然、

カマ ドは同時使用 と考 え られず、造 り替 えを行い使用 された もの と推測 され る。新 旧関係 は燃焼部 の残

り具合 か ら推測 して、東側 のものが一番新 しい と考 えられ る。他 の2つ について は、明確 な新 旧関係 は

判 らなかった。

出土遺物 は、カマ ド内及びカマ ド周辺 か ら土師器圷 ・甕 ・鉢 の他 、石製 の紡錘車が出土 している(第

56～58図)。

第4号 住居跡(第59図)

1区Z-9グ リッ ドを中心 に位 置す る。住居跡 の北側部分 は撹 乱に よ り破壊 され、正確 な規模 は把握

で きなかった。

住居跡 の規模 は長軸3.6m、 短軸3.1mの 歪 みの著 しい長方形 を呈 してい る。主軸の方向 はN-51° 一一E

を指す。

カマ ドは北東壁 に設 け られ てい る。長 さお よそ80cm、 燃焼部幅45cm、 住居跡 の床面 とカマ ドの火床面

の境 はメ リハ リがな く不鮮 明であった。

柱穴、壁溝 な どの遺構 は確認 できなかった。

出土遺物 は土師器圷 ・高圷 ・甕 な どが床 面か ら確認 され た(第60図)。
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田

土層説 明(AA')

正表 土

2耕 作 土:灰 色土 。鉄分 ・ス コリア含む。

3明 褐 色 土:鉄 分多量 、ス コリア ・焼土含む。

灰

灰

灰

灰

灰

灰

4

炎
U

2U

7

8

9

色 土:鉄 分多量 、ス コリア ・焼土含む。

色 土:鉄 分 ・スコリア含む。

色 土:鉄 分 ・スコリア含む。5層 よ り暗い。

色 土:鉄 分 ・スコリア含む。6層 よ り暗い。

色 土:ス コリア ・灰色粒 ・オリーブ褐色粒含 む.

色 土:オリプ 褐色粒含む。

韮0わ 一ブ褐色土:炭 化物 ・灰色粒 ・暗灰黄色粒含む。

H暗 灰 黄 色 土:劇 一グ褐色粒含む。

12灰 色 士:炭 化物 ・オl!一ブ褐 色粒含 む。

13黒 色 土:炭 化物多量、焼± ・オリヅ 褐色粒含 む。しま り強。

14灰 色 土:灰 多 量、炭化物 ・焼土 ・オリープ褐色粒 少量含 む。 しま り強。

15黄 灰 色 土:オリヴ 褐色粒含む。 しま り強。

16オリーブ褐色土:炭 化物 ・焼土 ・灰色粒含む。 しまり強。

第1号 カマ ド

土層説明(BB'CC'DD'EE')

第1号 カマ ド

重褐 色 士:鉄 分多量 、灰色粒少量含む。

2オ リヅ 黒色土:鉄 分 ・灰 ・炭化物 ・焼土 ・灰オリヴ 色粒含む。

3胸 一ブ黒色土:鉄 分多量、灰 ・灰劇ヴ 色粒少量含む。

4灰

5灰

6灰

7灰

色

色

色

色

土:鉄 分 ・焼土 ・灰掴ヅ 色土含む。

土:鉄 分 ・灰 ・焼土 ・灰オリヴ 色粒含む。4層 よ り暗 い。

土:鉄 分 ・焼土 ・灰色粒 ・灰オリーグ色粒含む。

土:鉄 分 ・灰 ・灰創一プ色粒含む。

第2号 カマ ド

1灰 色 土:鉄 分多量、灰オリヅ 色粒少量含む。

罫曝 濫:灘慮 纏 予鍔講 垂欝 含む・
4恢 色 土:鉄 分 ・灰 ・焼土 ・灰オリーブ色粒含む。

5灰 刺 一ブ 色土1鉄 分 ・灰含む。

6オリヅ 黒色土 ブロ ック

第3号 カマ ド

7刺 一プ黒色 土:鉄 分 ・焼 土 ・灰オリーブ色粒含 む。

8焼 土 層

9オl!一ブ黒魚 土:鉄 分 ・焼± ・灰オリヅ 色粒含 む。

1Gわ 一ブ黒色 土:灰 色粒 ・灰オリーグ色 粒含 む。

第3号 カ マ ド

1灰 色 土:鉄 分 ・スコリア ・炭化物 ・焼土 ・灰オリヴ 色粒含む。

2焼 土 層

3黒 褐 色 土:鉄 分 ・灰オリヅ 色粒含 む。

4灰 別 一グ色土:焼 土 ブロック多量、灰 ・灰色粒少量含む。

5暗 灰 色 土:灰 多 量、焼土 ・灰刺一プ色粒含む。

6黒 褐 色 土:鉄 分 ・灰色粒含む。

7灰 色 土:鉄 分 ・灰 ・灰刺一プ色粒含 む。

8灰 色 土:鉄 分含む。

(
U

・
2 .m

第55図 第3号 竪穴住居跡
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第56図 第3号 竪穴住居跡出土遺物(1)
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第57図 第3号 竪穴住居跡出土遺物(2)
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第58図 第3号 竪穴住居跡出土遺物(3)

第16表 第3号 竪穴住居跡出土土器観察表

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残 存率 「 備 考

1 土師器 ・圷 (14,2) 4.1 一 や や粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒 、角閃石、 榿色 良 20

2 土 師器 ・圷 11.2 4.4 一 密/砂 粒、黒色粒 、赤色粒 、石 英、小石 榿色 やや良 85

3 土師器 ・圷 (14.6) 2.0 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒、小石 明赤褐色 良 20

4 土師器 ・甕 (23.2) (21,3) 一 粗/砂 粒、 白色粒 、赤色粒、小石 浅黄榿色 良 25

5 土師器 ・甕 19.4 (10.7) 一 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤 色粒 、角 閃石 灰黄色 やや良 75

6 ±師器 ・甕 (18.4) (7.5) 　 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒、小石 にぶい黄禮 良 40

7 土師器 ・甕 (16.8) (6.8) 一 粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒 、石英 、小石 黒褐色 良 45
　

8 土師器 ・甕 19.0 43.0 (4.5) 粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒 、石英 、小石 にぶい黄榿 良 70

9 土師器 ・甕 18.2 37.0 4.9 粗/砂 粒 、黒色粒 、赤色粒、石英 にぶい黄機 やや良 100

10 土師器 ・甕 22.0 (39.9) 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、角 閃石 褐灰色 良 50

11 土師器 ・甕 22.2 (33.6) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 、石英 、小石 褐灰色 良 80

12 土師器 ・甕 19.2 (35.6) 一 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、赤色粒、角閃石 榿色 やや良 90

13 土師器 ・甕 19.2 (19,0) 一 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒 、赤色粒、小石 にぶい樫色 良 100

14 土師器 ・甕 (17.8) (19.0) 一 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒 、赤色粒、小石 灰黄褐色 やや良 40

15 土師器 ・甕 (23.4) (6,5) 一 粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、石英 、小石 浅黄榿色 良 30

16 土師器 ・甕 (21.4) (12,4) 一 やや 粗/砂 粒、黒色粒、赤色粒 、石 英、小石 浅黄禮色 やや不良 30

17 ±師器 ・甕 18.4 (13.1) 一 やや粗/砂 粒、白色粒 、黒色粒 、赤色粒 、小石 にぶい禮色 良 60

18 土 師器 ・甕 (19,0) (11,8) 一 粗/砂 粒、白色粒、黒色粒 、赤色粒、石英、小石 灰黄色 良 80

19 土 師器 ・甕 (25.4) (7.2) 一 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、赤色粒、小石 機色 やや不良 20

20 ±師器 ・甕 (27.0) (10,8) … 粗/砂 粒、石英 、小石 赤禮色 良 351
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翼0 器 種 担 径 器高 底径 胎 圭1色 調 焼成]齎 了率
　 一 一 …

備
向

考
一一一

w-…"…
21 ± 師器 ・鉢 1一 (2.9) (8.4) 粗/砂 粒、石英 、小 石 赤褐色 良 「40

20 土 師器 ・甕 1_

§

一 一 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、赤色粒 、小石 にぶい黄褐色 やや根 ⊥一二

第16表 第3号 竪 穴 住 居 跡 出土 石 製 品 観 察 表

分 類 径(cm) 孔径(cm)厚(cm)翼o

紡錘甫34082/完 形。23

備 考

＼

0

・

第59図 第4号 竪穴住居跡

第 庄居跡(第61図)

1区L・M-5・6グ リッ ドに位置す る。第 ユ号掘立柱建物跡 と重複す るが、新 旧関係 は把握 できな

か った。加 えて、掘 立柱建物跡の確 認のために削平 が著 し く、住居跡 のプ ランは不鮮明で あった。

軸長 はお よそ長軸5.16m、 短軸445rnの 長方 形を呈 し、面積 はおよそ22.96㎡ を測 る。主軸方向はN-

38°-Wを 指す 。

確 認面か らの深 さはほ とん どな く、1cmか ら精 々2cmと 極めて浅い。

カマ ドは北西壁 のやや北寄 りに位置す る。袖 は住居内 に地山を50cmほ ど掘 り残 して作 られて いる。カ
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第 壌8表 第4号 竪穴住居跡出土土器観察表
No 器 種1口 径1器 高 底径 胎 土

1

色 調 焼成 残存率 備 考

1 上師器 ・圷 (12,8)(4.6) … やや粗/白 色粒 、白色粒、黒色粒、角閃石 、石英 明赤褐色 良 40

2 :ヒ師 器 ・圷 (11,2)(5,2) 一 密/砂 粒、白色粒、黒 色粒、赤色粒 、角閃石、小石 禮色 良 20

3 土師器 ・高圷 (15.2) 6.3 8.4 密/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、石英、小石 榿色 良 70

4 土師器 ・圷 (15,0) (2.9) 一 やや粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、角閃石 明赤褐色i良 20

5 土師器 ・高杯 一
二 (3.2) 一 密/砂 粒、白色粒、黒 色粒、赤色粒 、角閃石、小石 機色[良 90

6 土師器 ・甕 (23.4):(5.9) 　 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄色 良 30

7 ゴニ師器 ・甕 22,0;(16.3) ～ やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒 、小石 褐灰色 良 90

8 土師器 ・甕 (20,4) (8.ユ) 一 粗/白 色粒、黒色粒 、赤色粒、小石 禮色 やや良 20

9
F
土師器 ・甕 (22.3) (6.1) … 粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、小石 明黄褐色 良 20

101ニ ヒ師器 噌 瓦 (23。2) (11.7) … やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒 、小石 にぶい榿色!良 20

11土 師器 ・甕1一 μ7.6) 6.5 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒 、小石 禮色1良 100

マ ドの全長は およそ130cm、 燃焼部 の幅 はおよそ60cm、 煙道部の幅 も比較 的幅広 く作 られてい る。

住居跡内の壁溝、柱穴、貯蔵穴 な どは一切確 認できなかった。

出土遺物 も僅か に土師器 の破片 があったのみで、図化す るに至 らなかった。

第6号 住居跡(第62図)

1区L・M-4グ リッ ドに位置す る。住居跡 の東側 がえ ぐれ た状態 になっているが、他の遺構 との重
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第61図 第5号 竪穴住居跡

隻_ダ2710

覇
コ

膨

灘
葛

2710合_
睾A'

_一 一__L_.__一 一一 ～ 一一懸一
土層説 明(AA'BB'CC')

1黒 褐 色}二 礫 ・スコリア ・炭化物 ・焼士 ・灰色粒含む。

2暗 羽 一ブ褐色土 スコ リア ・灰色粒 ・オリヴ 褐色粒含 む。

3暗 豹 一ブ褐色土 スコリア ・焼土 ・灰色粒 ・黒褐色粒含む.

4暗 わ ヅ 褐色土 灰色粒 ・黒褐色粒含 む。

5黒 褐 色 上 スコリア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。0 2m

第62図 第6号 竪穴住居跡
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複 による ものではな く、本住居跡 に付随す る張 り出 し部で ある。至 る所 で ピッ トと重複関係 にあ り、新

旧関係は様 々であ る。

軸長は長 軸4,1m、 短軸2.15rnの 長方形 を呈 し、面積 は約7.3㎡ と非常 に小 さな住居跡 であった。主軸

方向 はS-5°-Eを 指す。

確認面か らの深 さは5～10cmと 非常 に浅 い。

カマ ドは南壁 に設 けられ てい る。カマ ドの現長 は90cm、 幅50cmを 測 る。袖部 は破壊 され明確 な形 は確

認 できなか った。煙 道は、現在 のカマ ドの残存す る先端 か ら立 ち上 がった もの と推定 され る。

遺物 は土師器圷 の破片な どがわず かに確認 されたが、図化 できるもの はなかった。

第7号 住居跡(第63図)

2区R～T-18・19グ リッ ドに位置す る。住居跡 の北側 と南側 が発掘調査区域外 となってい る。 さら

に北側 の一部 が撹乱 によ り破壊 され ている。

軸長 は長軸6.1rn、 短軸5.95rnの ほぼ方形 を呈 し、面積 はお よそ36.30㎡ を測 り、比較 的大形 の住居跡

で ある。主軸 の方 向はN-52°-Eを 指す 。

確認面か らの深 さは30cm前 後 で、床 は多少 凹凸 があった。カマ ドの ある北東壁 よ りに径10cmほ どの

ピッ トが二つ、南西壁 よりに径10cm、20cm、50cmの ピッ トが確 認 され た。柱穴の可能性 が考 え られ る。

カマ ドの脇 には径70×80cmの 土坑が確 認 され たが、貯蔵穴の可能性 が考 え られ る。

カマ ドは北東壁 の南寄 りに設 けられていた。燃焼部 の大半が住居壁 の外 に位置 し、煙道 部 との境 は明

確 でな く、漸移的 に移行 している。カマ ドの全長 は185cm、 燃焼部 の幅 が70cm、 煙道の先端付近 の幅 が

30cmで あった。

遺物 は比較的豊富で、土師器圷 ・甕 ・鉢、土錘 な どが確認 され てい る(第64・65図)。

第9号 住居跡(第66図)

2区U・V-18・19グ リッ ドに位置す る。住居跡 の大半 が調査 区域外 となってお り、正確 な規模 は把

握 で きなかった。

確認 され た壁 は2辺 のみで、検 出長 は南壁 が3.65rn、 西壁 が3.3mで あった。深 さは15cm前 後 と浅い。

カマ ド、柱 穴、壁溝 な どの施 設は確 認できなか った。

出土遺物 は、住居跡の西側 に床 か ら15cmほ ど浮 いた状態 で礫が集 中 して確認 され た。土器類 は極 めて

少な く、土師器甕 の底部破片 と孔のあ る石製玉類 がわずか に確 認 され た。

第10号 住居跡(第67図)

3区BL23グ リッ ドに位置す る。第12号 住居跡 に北側 コーナーが切 られ てい る。

長軸3.17m、 短軸3,04mで 、南北に長 い菱形の形状 を呈 してい る。面積 は推定で9.5㎡ で ある。主軸方
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土層説 明(BB'CC'DD'EE1)

1黒 褐 色 土;焼 土含む。

2黒 褐 色 土:礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・わ一プ褥色粒 ・ブ ロック含む。

3黄 灰 色 土:鉄 分 ・礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 含む。

4黄 灰 色 土:鉄 分 ・砂礫 ・焼土 ・灰色粒含む。2層 よ り明るい。粘性有。

5暗 灰 黄 色 土:鉄 分 ・砂 ・灰色粒含む。粘性有。

6黒 褐 色 土:鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・暗灰黄色粒含む。

7黒 褐 色 土:オリーブ褐色粒含む。

8黒 褐 色 士:焼 土 ・灰 色粒含む。

9黒 褐 色 土:砂 含 む。粘性有。

10黒 褐 色 土:灰 色粒含む。9層 より暗い。粘性有。

11黒 褐 色 土:灰 色粒 含む。粘性有。

12暗 灰 黄 色 土:焼 土多量含 む。

13暗 灰 黄 色 土:焼 土含む。

14黒 褐 色 土: .

15暗 灰 黄 色 土:炭 化物 ・焼土含む。

16黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土含む。

17黒 褐 色 土:

18黒 褐 色 土:

19黒 褐 色 土:焼 土 ・灰色粒含む。

20黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土含む。

21黒 褐 色 土:

22焼 土壁 ・焼土プ ロツク

23刺 一ブ褐 色 土:砂 含 む。

24黒 褐 色 土:焼 土含む。

o

2680墜 一3_旦'242

灘

ス コ リア ・炭 化 物 ・焼 土 ・灰 色 粒 含 む 。

スコ リア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含 む。

炭化物多量、焼土少量含む。

焼 土 ・オリーブ褐 色粒 含 む。

2臨一

第63図 第7号 竪穴住居跡
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第7号 竪穴住居跡出土土器観察表

ノ
27

010c㎜一

N酬 器 種;口 径!器 高 底雷 胎 土1色 調一丁 瀟 残存率 備 考1

1土 自雨器 。±不112,03.9 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、石英 、小石 灰 白色 良 50
1

_.一_一
21土 師鞭 圷;(11・2)14・1

1- 、密/砂 粒 、 白色 粒 、黒 色粒 、 石 英 灰 褐 色 、 良
i

30

3:ヒ 自市暑誹・」不(11.6)(3.2)

…二二]著

/砂 粒7眉薫色粒 、赤色粒 、角閃石 燈色3良
[

20

引 土 師雅 圷 、(/2・0>:40
一 卿 腕 瞳 粒、艶 紘 赤雛 蝦 石、柿1諏 色1良 40

5上 師器'圷4(1L6) 一1密/砂 粒、黒色粒 、赤 色粒 、石英 浅黄榿色 良弔 20
lI

,± 師器。塊(1、,)儲 一{や や糧/砂 粒、白色粒、黒色粒 、角 閃石 、石英 明赤褐色1良 20

7土 師器 ・圷 遷(11.4)(3.3) 一 密/砂 粒、 自色粒 、赤 色粒 、石英 、小石 にぶい赤褐色 良 15

8土 師 器'」 不
一t(12・4>1(2・8)

一 、密/砂 粒、 白色粒 、赤 色粒 、角閃石、小 石 禮色 やや良 15

9 寸二自市暑呂。圷{(13.6)(3.0) 一1密/砂 粒、赤色粒 、石英 燈色 良 10

10 土 師恐 圷 市,8川2.6)
E

一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒 色粒 にぶい樫色 良 20

1/」 二師器 ・圷 遷(15.8)(4.0) 圃一 一 粗/砂 粒、 白色粒 、赤 色粒 、小石 黒褐色 良 20

12土 師 器 ・甕12L2(16.8) 一 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒 、赤色粒 にぶい概色 良 100

13土 師 器 ・甕t(18,0)(6.5) 一 一 や一や粗/砂 粒、 白色粧 、黒色粒 、石英、 小石 明褐色 曇.⊥.坐
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.奥

14

器 種 口径 器高 底径
1

胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

土師器 ・甕 (14.2) (6.3) 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英 明赤褐色
き 良 25

/5 ヒ師器 ・甕 19.6 (17,7) 　 やや粗/砂 粒 、白色 粒、黒色粒、石英、小石1灰 黄褐色 良 100

二6
・ヒ師器 ・甕

(23.0) (9.1) 一 やや粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、小石 褐灰色 良 30

17 土師器 ・甕 (22.4) (7.2) 一 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、黒 雲母、小石 燈色 良 20

18 土 師器 ・甕 (20.0) (9.1) 一 密/砂 粒、 白色粒 、赤色粒 、角閃石、石英 榿色 良 20

19 i二師器 ・甕 (19,2) (8.5) 一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、角 閃石 、小石 機色 良 20

し29 土 師器 ・甕 (16.9) (8.5) 　 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英 、小石 浅黄燈色 良 20

陪1 土 師器 ・鉢 21.6 8.9 6.4 やや粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、小石 浅黄樫色 良 90

22 上師器 ・鉢 21.0 (8.4) 一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英、小石 灰褐色 良 70

一 一 一一一

土 師器 ・甕 一 (14.6) 11.4 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、角 閃石 、小石 浅黄機色 良 9023

124 土師器 ・甕 一 (1,5) (11,4) やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄機色 良 25

25 土 師器 ・甕 一 (2.4) 8.0 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 灰黄褐色 良 70

26 踵二師器 ・甕 一 (2.3) 5.6 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英、小石 褐灰色 良 60

27 土師器 ・甕 一 (3,0) (6,0) やや粗/砂 粒、 白色粒 、石 英、小石 機色 良 351
28 土 師器 ・甕 　 (15,3) 6.2 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英、小石 灰褐色 良 801E

29 ±師器 ・甕 一 　 　 やや粗/白 色粒、片岩 灰色1良
トー1末 野 産

。

30 土師器 ・甕 一 … 一1密/白 色粒、,片岩 青灰色1良 一 隊 野産。1

第20表 第7号 竪穴住居跡出土土製品観察表

蜘
31

分 類 長(cm) 幅(c撫) 厚(cm) 備 考

土 錘 5.5 1.4 L2 完形。

32 土 錘 42 L4 1.5 完形。

33 ± 錘146 1.8 1.8 完形。

34 七 錘3.5 1.4 1.2 ほ ぼ完形。

ざき ジ

咽
⑪10cm一

一 ◎ 一

0量

05c揺一

土層説明(AA1)

1黒 褐 色 土:ス コリァ ・灰色粒含む。

第66図 第9号 竪穴住居跡 ・出土遺物

第21表 第9号 竪穴住居跡出土土器観察表
INo

1

器 種 口径 器高

土師器 ・甕 (15)

底径

(68)

胎 土

やや 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、小石

色 調
蕩戻色

焼成

良

残存率 旨 備 考 …]

20

第22表 第9号 竪穴住居跡出土石製品観察表

團 分
類 径(cm)

丸 玉 1r
孔 径(cm)

03

厚(cm) 備

09完 形 。

一
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調

第12暑 竪穴住居跡査

区

柴
註
夕

く

物,副
8

属

02m一

第10号 竪穴住居跡

土層説 明(CC'DD')

1灰 オリーブ 色 土:炭 化物 ・焼土含 む。

2褐 灰 色 ±:1層 よ り粘性有 。

3褐 灰 色 土:2層 よ りしま り ・粘性 強。

第12号 竪 穴住居跡

土層説明(AA'BB')

1耕 作 土:灰 色。

2耕 作 土:赤 灰色。鉄 分含む。

3赤 灰 色 土:鉄 分含む。 しま りや や有。粘性有。

4暗 赤 灰 色 土:黒 色粒含む。 しま りやや有。粘性有。

5褐 灰 色 土1黒 色粒含む。 しま り ・粘性やや有。

6灰 赤 色 ⊥:し まり ・粘性 強。

7褐 灰 色 上1炭 化物 ・黒色粒含 む。しま り ・粘性やや 有。

8褐 灰 色 土:黒 色粒含む。 しま りやや有。粘性 強。

9灰 劒 一プ 色 土:し まり ・粘性 強。

ごo〔 ⊃o

0麓 010c醗一

第67図 第10・12号 竪穴住居跡 ・出土遺物
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向はN-76°-Wを 指す。

床 まで の深 さは、確 認面か ら10cm前 後 と浅 い。壁溝 は確 認できなか った。

カマ ドは北東壁 のほぼ 中央辺 りに設置 されてい る。壁 際か ら外 に伸び たカマ ドの長 さは120cm、 幅

25cmで あった。壁外の部分は大 半が煙道部 と思われ る。壁 内の燃焼部 と思 われ る辺 りは焼 土、灰 な どの

分布 もあま りな く明確 でな く、燃焼部 の範囲を確定で きなかった.燃 焼部 と煙道 との境 も明瞭 でなかった。

カマ ドの同一軸上 に、2つ の ピッ トが確認 できた。カマ ド寄 りの ものは径25cm、 深 さ10cmと 浅い形

状 を呈 してい る。南西壁寄 りの ピッ トは4.0×4。5cm、 深 さ2.5cmで あった。北西壁際 にも二 つの ピッ トは

確認で きた。北 よ りの ピッ トは径20cm、 深 さは10cmを 測 る。南 よ りの ピッ トは径25cm、 深 さ10cmを

測 り、両 ピッ トとも小規模 なものであ る。四つの ピッ トは間の距離 は、1.2m、1.3m、1.5m、1.5mを 測 り、

間隔 に多少 ば らつ きがあるが、柱穴 と考え られ る、東南壁 にはピッ トが確認 され なかったが、 この際 に

も柱が立て られた可能性 がある。

床面上 には、多量 の礫 が散 らばってお り、用具 としての礫 と考 えられ るよ りも、投棄 され たもの と推

定 され、住 居 は人為 的に埋 め られ たと推測 され る。

土器類 は覆 土中か ら散 らばって確 認 されたが、 いずれ も小破 片で図化 できなか った。礫 中か ら砥石が

1点 のみ検 出 された。

第23表 第10号 竪穴住居跡出土石製品観察表

長(cm)No分 類 幅(c患)厚(c鵬)1

23砂 岩 。 完 形 。2砥 石3936 些ヨ1ヨー
第11号 住居跡(第68図)

3区AL27グ リッ ドを中心 に位 置す る。北西部 は調査 区外 とな ってお り、住居跡 の全体 の規模 はわ

か らない。

主軸は3,68mを 測 る。一方の軸 は調査 区外 の際 で、 コーナー にな ると思 われ 、ほぼ方形 に近い形態の

住居跡 と推定 される。主軸方向 はN-34°-Eを 指す。

遺構確認面 か らの深 さは10～20cmを 測 る。覆 土は 自然堆積 と思われ る。壁溝 は北東壁 と南東壁 で確 認

で き、全周 は しない。幅15～20cm、 深 さ5cmで ある。

東 コーナー寄 りに、50×45cm、 深 さ28cmの 土坑が確 認 された。貯蔵穴 と思われる。

カマ ドは北東壁 の中央付近 に設け られてい る。カマ ドの全長 は202cmを 測 り、非常 に長い。燃焼部は

長 さ110cm、 幅48cmを 測 り、大半が壁 の外 に位置す る。火床 面わず かに焼土 を含んだ灰層 か らなってい

る。煙道 は燃焼部 か らわずか5cmほ ど立 ち上がっている。煙道 は長 さ約90cmを 測 り、ほぼ平坦 な形状 を

呈 している。

柱 穴は確認 できなかった。

遺物 は、床面上 には大量の礫が散乱 して検 出 された。土器類 は床面上 に散らばって出土 した。 いずれ

も破片 で、土 師器圷 ・椀 ・甕 ・甑な どがみ られ た(第69図)。
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㎝
ト
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遡

土層言免日児(AA'CC'EE')

1暗 オリプ 褐色 士 礫 ・炭化物含む。 しま り弱。
2日翻 ヅ 褐色士 礫含む。1層 よ り明るい.し ま り強.
3暗 オリヅ 褐色土 礫微量含む。 しま り強。
4暗 オリーブ褐色」二二 焼」二含 む。

5暗 オリヅ 褐色土

6オ ザ プ 褐 色 土

7に ぶ い黄色 七

8暗 オリヅ 褐色 ヒ

2790ξ_」 ⊇∫7

謡

礫含む。 しま り有。

しまり強。

礫含む。 しまり強。

礫含む。 しま り強。

⑪ 2m

第68図 第11号 竪穴住居跡

第12号 住居跡(第66図)

3区BL22・23グ リッ ドに位 置す る。南東部 で第10号 住居跡 と重複す るが、本住居跡 の方 が新 しい。

住居跡 の西側 と北側 は調査 区外 となってお り、住 居跡 の平面形 は正確 に把握 できなかったが、南西 コー

ナー が把握で きてお り、東西軸 はお よそ3.6m前 後 と推測 され る。主軸方向はお よそN-49°-Eを 指す。

床 まで の深 さは、調査 区域外 との境 の断面 か ら推測 して、耕作土直下か ら40cmほ どであった。床 は明
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第69図 第11号 竪穴住居跡出土遺物
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第鱗表 第11号 竪穴住居跡出土土器観察表

NQ 器 種 口径 器高 底径 胎 十 色 調
丁

焼成 残存率 備 考

1 土師器 ・圷 (11.4)3.8 … 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒 、赤 色粒 明赤褐色 良 40
1

2 土師器 ・杯 (1・ ・)1(・ ・) 一 密/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 禮色 良!201
曙

3 土師器 ・圷 (11.6)!(4.4) 一
密/砂 粒 、白色粒、黒色粒 、角 閃石 曙赤褐色

一良
、30、1

_4 ±師器 ・圷 (11.0)(6.0) 一 やや粗/砂 粒 、赤色粒、角 閃石 にぶい黄榿色 良45

5 土師器 ・甕 (17.6>1(7.5) 一 密/砂 粒 、赤色粒、 小石 燈色 良1301

6 土師器 ・甕 (20.2) (7.1) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 機色 良
1

20
ヨ 吊 一一一　

7 土師器 ・甕 (19,0) (8.1) 　
　

やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、石英 、小石
一闘醐

浅黄燈色 1良 20

8 土師器 ・甕 20.0 (7.2) 　
密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、石英 黒褐色 良 40

9 土師器 ・甕 (18.2) (6.5) 一 やや粗/砂 粒 、白色粒、赤色粒、長石 禮色 、 良 25

10 十師器 ・甕 (20.0) (5.1) 一

粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、小石 禮色 「 良 20 一一一刊
U 土師器 ・甕 (19.0) (2.3) 一 粕/砂 粒 、白色粒、黒色粒 禮色1良 15

12 土師器 ・甕 (22.6) (2.1) 　 密/砂粒縄 色粒涌 臨1 黄燈色 良 20

13 土師器 ・甑 (11.4) 19.0 一 やや粗/砂 粒 、白色粒、角閃為、小石1明 赤褐色 良 40

一並

15

土師器 ・甑 (13.6) (5.8) 一 密/砂 粒 、白色粒 、赤色粒、角 閃石 機色 良 25

土師器 ・甕 (13.6) (9.4) 一 ユ やや粗/砂 粒 ・黒色粒・角閃石・小石1榿 色 良
一

201{

16 土師器 ・甑 (21.2) (6.5) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、石英、長石 にぶい燈色 良 15・

17 土師器 ・甑 (21.2) (5.2) 一 やや糧/砂 粒 、黒色粒 、石英、長石
き

灰黄褐色 良 10・

18 土師器 ・甑 (17.2) (5.0) ～1や や粗/砂 粒 、白色粒、黒色粒、石英 灰褐色 良 「201

確 な貼 り床 を確 認で きなかった。 断面 か ら判断す ると東壁 際がわずか に窪んでお り、壁溝 の痕跡 を確 認

す るこ とがで きる。

カマ ドは南壁 の中央 に設置 され てい る。燃焼部 と煙道 との境 は明瞭でな く、燃焼部付近 の火床 面 と思

われ る辺 りに灰 が堆積 していた。全長 は182cm、 燃焼部 の幅 は55cmを 測 る。煙道部 は中央付近 で幅34cm

を測 り、幅広な メ リハ リのない形状 を示 してい る。南西 コーナー よ りに柱 穴 らしき ピッ トが確認で きた

が断定 はで きない。

遺物 は床 面上 に礫 が散 らばって出土 した。土器 は小破片 で、図化 できた ものは土師器圷 が南東 コーナー

際か ら1点 出土 したのみで あった。

第%表 第稔号竪穴住居跡出土土器観察表

蜘
1

器 種

土 師器 ・圷

口径

/16

器高

37

底径7「 ㎜ 胎
1密/砂 粒、黒色粒、赤色粒

琶 調

明赤褐色

焼成

良

残春率

100

備 　… 考 一]

第13号 住居跡(第7⑪ 図)

3区C儒DL23グ リッ ドを中心 に位置す る。

住居跡 は、著 しくゆがんでい る。主軸方 向は北西壁 よ りで3.1m、 南東壁 よ りで2.6rnを 測 る。一方 の軸

はほぼ3.Omを 測 る。面積 は約&5rn2を 測 る。主軸方向はN-41°-Eを 指す。

床までの深 さは25cm前 後、覆土は 自然堆積 と思われ る。壁溝 は確認 できなかった。

カマ ドは北東壁 のやや東 よ りに設置 されている。住居跡の壁際 よ り、120cmほ ど住岩跡外 に出ている。

その大半は煙 道 と思われ る。煙道 の中央付近 で幅20cmほ どを測 り、先端 に行 くに従い、浅 くなってい る。

燃 焼部分 は壁 際 に設置 されていた と思われるが、袖 も確 認で きず 、 さらに灰や焼土の分布 も明確 に確認

で きなかった。

北東 コーナ ー寄 りに50×25cm、 深 さ20cmほ どの小土坑 が確認 された。貯蔵穴 の可能 性 も考え られ る。

柱 穴は確認 され なかった。

第10、11、12号 住居跡 同様、床面上 に礫 が散 らばってい た。その中に、土師器圷 ・甕 の破片 が確認 さ

れたが、 図化 できるものはわず か2点 ほ どであった。
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「FTT
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CO10
{

(

土層説明(AA'CC')

1黒 褐 色 ヒ:礫含 む。 しまり ・粘性やや有。
2褐 灰 色 土:し まり ・粘性やや有。

3灰 黄 褐 色 土:し まり ・粘性 やや有。 しま り

2層 よ り強。

4褐 灰 色 ⊥:し ま りやや有。粘性 強。

5暗 灰 黄 色 ヒ:し ま りやや有。粘性有。

6灰 黄 褐 色 ヒ1し ま りやや有。粘性有。

7灰 褐 色 士:炭 化物 ・焼土微量含む。 しま

りやや有。粘性有。 しまり1

層よ り弱。

⑪2m一

一w一

ハ 　一
[

第70図 第13号 竪穴住居跡 ・出土遺物
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第26表 第13号 竪穴住居跡出土土器観察表

1N・ 器 種 口径 器高 底径 胎 土 π 色 調 焼成 残存率 備 考

11 一ヒ師 器 ・甑
(24.8) (5.0) 一 やや粗/砂粒泊 色粒、艶 紘 ・陥 　 　而に 癩 脆 良20

2 土 師器 ・甑1(25.0) (5.o)1一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、石英、小石1樫 色 良1151

第27表 第13号 竪穴住居跡出土石製品観察表
No

3

分

紡錘車

類 径(cm)

42

孔径(c面

06

厚(c皿)

2r

備

完形。鋸 歯文有。

……　一一

第14号 住居跡(第71・72図)

3区Eノ ・FL24グ リッ ドを中心 に位置す る。北東壁 に位置す るカマ ドが第16号 住居跡 のカマ ドによ

り切 られ てお り、本住居跡 の方 が古 い。 また、北東 コーナ ーは試掘溝で破壊 されている。

主軸方 向の長 さは北西壁 よ りで3.08m、 南東壁 よ りで2.81mを 測 る。北西一南東方 向は3。15mを 測 る。

面積 はおよそ93㎡ を測 る。主軸方 向はN-42° 一一Eを指す。
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第14号 竪穴住居跡

土層説明(AA'CC')

i黒 褐 色 土:し まり ・粘性やや有 。

2黒 褐 色 土:し まり ・粘性やや有。 しま り1層 よ り強。

3灰 褐 色 土:し ま り・粘性やや有。

4褐 灰 色 土:し ま り・粘性やや有。

5褐 灰 色 土:炭 化物 ・焼土少量含む。 しま り ・粘性やや有。

6褐 灰 色 土:砂 質。炭化物 ・焼土少量含む。 しま り強。粘性弱。

第16号 竪 穴住居跡

土層説明(BB'DD'EEノ)

7耕 作 土:粘 性 ・しまり無。

8耕 作 土:粘 やや有。しまり強。

9黒 褐 色 土:粘 性有。 しまり強。

ω 灰オリヴ 色土:粘 性有.し ま り強。

11灰 オリープ色土:焼 土少量含 む。糊 生やや有。 しまり強.

{2褐 灰 色 土:焼 土少量含む。粘性強。 しまりやや有。

13灰 褐 色 土:粘 性強。 しま り有。

重4灰 褐 色 土:や や砂質。粘性強 。しま りやや有。

15灰 黄褐 色 土:砂 質。粘性有。しま りやや 有。

16暗 灰 黄 色 土:砂 質 。粘性有。 しまりやや有。

17褐 灰 色 土:粘 性 ・しま り強。

18褐 灰 色 土:焼 土少量含む。粘性 ・しまり強。

19暗 赤 灰 色 土:焼 土多 量、炭化物少量含む。粘性 ・しま りやや有。

20灰 色 土:や や砂 質。炭化物多量含む。粘性やや有。 しま り有。

21灰 褐 色 ±:や や砂 質。粘性強。 しまり有。

22灰 オl!ヴ色±:砂 質 。粘性有。 しまりやや有。

23暗 灰 黄 色 土:砂 質 。粘性強。 しま り有。

02m一

第71図 第14・16号 竪 穴住居跡
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床 まで の深 さは確 認面か ら35cm前 後 あ り、この遺跡で は比較 的高い位 置での検出であった。壁溝は確

認できなかった。

カマ ドは北東壁 の中央付近 に設置 され ている。先 に述 べた ように、カマ ド煙道 の大半が第16号 住居跡

によって切 られ てお り、壁際か らお よそ110cn1ほ どの残っている。煙道 と燃焼部 は一体 となってお り、

境 は明瞭でない。また、燃焼部の火床 面は明確 でな く、 その範囲 も不明確 であった。

柱穴お よび貯蔵 穴は確認 できなか った。

第 ユ0～13住 居跡 同様 に、床 か ら少 し浮 いた レベル に大量の礫 が散乱 していた。人為的 に投棄 され埋 め

られ たものと思われ る。 この中に、破片 の状態の 一{:師器圷 ・甕 ・甑 土錘 な どが散 らばって検出 され た

(第73・74図)。

第15号 住居跡(第75図)

3区Gノ ー24・25グ リッ ドを中心に位置す る。住居跡の大半は調査区域外 になってお り、全体 の三分

の 一ほ どが調査 され たのみで ある。北東 コーナー が調査区外 にかかる ところに位 置し、推 定 され る一方

向の軸長 はお よそ45mほ どであ る。

床 までの深 さは50cm前 後、覆 上は 自然堆積 と思われ る。壁溝 は確認 で きなかた.

カマ ドは調査 区域外 のため調査で きなかった。

柱穴 も確 認で きなかった。

北 東壁 際に、編物石 と思われ る 自然石が集 中して検出 された。土器類 はわずかであるが、 一ヒ師器甕 ・

甑、須恵器圷 、土錘 などの破片 が確認 され たのみで、極 めて少 ない。
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第28表

No器 種

1土 師器 ・蟄く

2土 師器 ・圷

3土 自市暑呂・杯"

4土 師器 ・圷

5、 土師嵜擬 上下

6卍 十師器 ・圷

71ニ ヒ臼市器 。」不

8土 師」器 ・」不

9:土 師器 ・圷

10

11

「12

113

14

15

16

17

18

19

20

21

第14号 竪穴住居跡出土土器観察表

22{二 土:.自市器 ・甕

23

24

251

26

;27

128

;29

5す 凹

31

32

第29表

一土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師認 ・曽瓦

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師器 ・甕

土師暑暴・1甕

土師器 ・甕

⊥師1暑罫・甑

土二師暑尋・甑

土 師器 ・甕

土 師器 ・甕

:と師器 ・甕

土師器 ・甕

土師暑蓬 二 ↓三

口径

(12.O)

Ω2・2)

(12.6)

(12.6)

(11.6)

(12.4)

、(13,4)

1(/3.6)

1(12.8)

17,6

21.2

(19.2)

20,2

18,2

18.6

21.0

24.6

16,8…

(19.8)

19.4

(18.6)

14.0

(10.8)

12.0

(11.6)

器 高

3.7

(4.0)

(3.2)

2.6

3.5

(2,5)

(3.5)

(4,7)

ミ(7.5)

(14.1)

(9.5)

(6.2)

(8.4)

∫13・1)

(13.OZl

(15.0)

(21.0)1

(5,5)

(19.。,　

ミ(15,4)

(7・2) 一

(8,2)

(3.2)

(1,8)

(3・5L

(4.0)

(17,2)、

(8.2)

玉7,8

(8.7)

9、7

(4.8)

琢側1胎 十 色 調 焼成 残存率 備 考
一

†『　 …

1密/砂 粒、 白色粒、黒色粒 、角閃石 ・ 黒褐色 1

と
　

一一… … 噛"-n十

密/白 色粒、黒色粒 、赤色粒 機色 良 20

1一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 燈色 良 30
h

　 密/砂 粒、黒色粒、赤色粒 にぶい赤褐色 i良 25
一闇 闇 密/砂 粒、黒色粒、赤色粒 キ登色 良 30 旨 1
一 密/砂 粒 、赤色粒 明褐色 良 10
　 密/砂 粒 、赤色粒 、石英 燈色 良 20

"肖 繭 一 一

…

密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、 石英 明赤褐色 良 30

アー耐 肖 巾一

一

一一 一 一

密/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、赤 色粒 1に ぶい赤褐色 良 35
一

粗/砂 粒 、 白色粒、赤色粒 1明 赤褐色 良 70一
　 粗/砂 粒 、 白色粒、赤色粒 1 機色 良 60
一

「粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒
　

機色 良1 45

… コ

1一 1や や粗/砂 粒 、黒色粒 旨 燈色 ・ 良 50
1

-

1-

　

やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒

や粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒、石英 、小石

粗/砂 粒 、黒色粒

榿色

淡機色

夏 一一
;良

50一

80

50T

二

1
淡撞色 良

一
: やや粗/砂 粒 、 白色粒、小石 にぶい黄燈色 良 60

i

二

一

一

やや粗/砂 粒 、 白色粒、石英

やや粗/砂 粒 、白色救、黒色粒

暗黒褐色

機色

良 80

晒 國 圃一一 一

1¶

良
125
1

9.0 粗/砂 粒 、白色粒 、黒色粒 黒色 良 90

9.8

(10.6)

やや粗/砂 粒 、白色粒.黒 色粒

粕/砂 粒 、白色粒 、赤色粒、小石

赤褐色

1嚇 馳

一一一一

やや良1 90

良 30

(6,0) 粗/砂 粒 、黒色粒 、赤色粒 胴赤褐色 良 30
1

(7.8) 「粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石
L 明褐色 E良 25

18.0 1粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒 にぶい赤褐色 1良 90

95

1

2

一亡一"…距一

卜4
.0 粗/砂 粒、 臼色粒 、石英 、小石 にぶい褐色 良

、4.5 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色 粒、小石 明赤褐色 良 95 1

… 粗/砂 粒、 白色粒 、黒色 粒 燈色 良 60

8.0 粗/砂 粒、 白色粒 、黒 色粒 、赤色粒
、目配榔罰

榿色
一一

やや良1 80
一一

旨
　 や や粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、雲母 燈色 良5

r

30
… ゴ …一一 巾㎞

ゴ

___」

二

¶ 一一 ■
7.0 や や粗/砂 粒、 自色粒 、黒色粒 、小石 、 暗褐色 良 ・ 95

　 や や粗/砂 粒、 白色粒 、石英 、小石 機色 良 15

第14号 竪穴住居跡出土土器観察表

ll分 ゴ 錘測 長瞬 響 重(9)二薇.備 考1

第 騰 号住居跡(第 刀 ・72図)

3区Fノ ー24グ リッ ドに位置す る。住居跡 の大 半は北側 の調査区域外 となってい る。南 西壁 にカマ ド

が あ り、 このカマ ドが第14号 住居跡 を切 って作 られ てお り、本住居跡 の方 が新 しい。

軸長 は、 どち らの方 向も測定で きなかった。主軸方向はN-133LWを 指す。

カマ ドは南西壁 に設置 され、壁際か らユ00crnほ ど住居 の外 に延びてい る。燃焼部 と煙道部 は一体 となっ

てお り、境 は明瞭 でない。燃焼部 の火床面 には灰、焼 土の分布 が認 め られ る。

柱 穴、貯蔵穴 、壁溝 などの施設 は、調査範囲 内では確 認できなかった。

や は り、第11～14号 住居跡 同様 に覆 土中に大量 の礫が検 出 され た。や は り人為的 に埋 め られた もの と

推定 できる。遺物 は、土師器圷 ・甕 な どの破片が確 認 され たが、図化で きたものはわずかで あった(第

76図)。

第17号 住居跡(第77図)

3区Gノ ・HL24グ リッ ドを中心 に位置す る。住居跡 の北側 部分の大 半は調査 区域外 とな っている。

南西 コーナーが わず かに確 認で き、そ こか ら推定 され る軸長 は2.6mほ どである。主軸方向 はS-24°-

Wを 指す。
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④

土層説明(AA1)

1耕 作 土:褐 灰 色。

2耕 作 上:緑 灰色。

3黄 灰 色 十:白 色粒少量含む。

4灰 色 上:鉄 分含む。

5黄 灰 色 ヒ:白色粒少 量含む。

6褐 灰 色 ヒ1白色粒少量含む。

7褐 灰 色 十:白 色粒少量含 む。6層 よ り明るい。

8灰 黄褐色土:白 色粒少 量含 む。

9暗 灰 黄色士:白 色粒少量含 む。

10暗 灰 黄色一ヒ:炭化物 ・白色粒少 騒含 む。

ll暗 灰 黄色土:砂 質。

02凧一

[

ζ
盤

○

.㌧ ・＼乙 ク
3

⑪iOcm一

嬉

10cmo一

第75図 第15号 竪穴住居跡 ・出土遺物

0
5

⑪10cm一

第30表 第 騰号竪穴住居跡出土土器観察表
Nα
1器 種

口径 器高 底径 胎 ヒ 色 調 焼成 残存率
目h7… 罰… …

備 考 一一

1 ヒ師器 ・甕 (21.8) (6.8) … やや粗/砂 粒 、黒色粒 、赤色粒、角 閃石 にぶい黄禮 良 20

2 土師器 ・甕 (19.2) (4,9) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 樫色 良110 」
3 土師器 ・甕 一 (2.3) (8.4)二 や や 粗/砂 粒 、 白 色 粒 、 赤 色 粒 、 小 石 櫨 色1良 沁

4 須恵器弓不
… (1.6) 一 密/白 色粒 灰褐色 良 一

第3葦表 第15号 竪穴住居跡出土土製品観察表
5No

5

分 類

土 錘

長(cm)1幅(cm>重(9)

54202/0

一備 考
一一… 　 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　　 　　 ]

完 形 。
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第76図 第16号 竪穴住居跡出土遺物

第設表 第騰号竪穴住居跡出土土器観察蓑
IN

α 器 種n径 器高 底径 胎 土 色 調
一 醐耐　　一一7-一 　一

にぶ い赤褐色
一7

良{

　 　

焼成1残 存率
　1

備 考
一一一 一__一 一 ㍊

1寸 二日市器 ・iイくG4.8)5.6
　 ゴー 　闇一一 一… 一 鞘 由 印向一　 一

一

hhh　 一 肋 曜　 一 胃一

寧/砂 粒、 白色粒 、角閃石
一　一一一一 一一
20一一 　可

21ヒ 師 器 ・圷 「G46)(4.4)
一

1
密/砂 粒、 白色粒 、赤色粒 暗褐色 良i20

　

蔓⊥坦 雛坐_L璽38 ._一 密/砂 粒、 白色粒 、石英 暗褐色 些425
4[土 自曙 漉[12・66)1　

臭 一L即.i..

60・[【燃 甕 ⑱ ‡茸 三 鵜 轄畿 景欝 麺粒一
一鳥懸 く

良
.肛 土師器磯1⑳
71土 師器 ・甕1一 粗/砂 粒、赤色粗 、角愁石、石英

一 紅 麗 泊 雛 ・締1
明赤褐色1良

「
一一

30

一

一 膿LLπ
一4、2)1。 。娼 明赤褐色 良

一一__一 一_⊥ 一一一一 一

一一一ト

90__⊥

床 までの深 さは20crn前 後 を測 る。床面は概 ね平坦 な状況で あった。覆上 はほぼ平行に堆積 してお り、

人為 的な堆積 と思われ る。壁溝 は確認で きなかった。

カマ ドは南壁 の中央 に設け られ てい る。燃 焼部は長 さ110cm、 最大幅60cmを 測 り、煙道 に近 づ くに従

いす ぼまる形状 を呈し、住居跡床 面か らお よそ5cm窪 んだ形状 である。煙道は燃焼部 か ら20Cmほ ど立ち

上 がってい る。煙道の長 さは確認 されてい る部分でおよそ70cmを 測 る。

床面 には礫 が散乱 してお り、 その中に ヒ師器圷 ・甕 の破片が検出 された。 図化 できたものは3点 のみ

であった。

第 憾 号住居跡(第 孫 図)

3区IL24グ リッ ドに位置す る。住居跡 北側 部分の二分 の一ほ どは調査 区外 とな る。東 西軸 の長 さ

が、推定 で2,6mを 測 る。カマ ドは調査区外 とな り主軸方 向は不明であった。

床 までの深 さは、調査区域外 の断面 でみる と、お よそ30cm前 後 と比較 的浅 い状況で あっ た。貼 り床、

壁溝 な どの遺構 は確認で きなかった。

や は りこの住屠跡 も覆 土中に礫 が散乱 していたが、 土師器 な どの遺物は極 めて少 な く、図化で きない

破片 が数点確認 され たのみである。
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土層説明(AA'BB')

1耕 作 土:緑 灰色。

2耕 作 土:灰 色。

3暗 割一プ褐色土:礫 微量含む。 しまり強.粘 性弱。

4暗 灰 黄 色 土:砂 質。炭化物微量含む。 しま り

強。粘性弱。

5刺 一ブ 褐 色 土:砂 質。 しま り強。粘性弱。

6オ リーブ 褐 色 土:礫 微量含む。 しま り強。粘性弱。

7暗 オリヅ 褐色土:し ま り ・粘性 強。

8暗 オリヅ 褐色土:砂 質。 しま り ・粘性 強。

02m一

2
轟
U

・
1q・m

n、無

第77図 第17号竪穴住居跡 ・出土遺物

第33表 第17号 竪穴住居跡出土土器観察表

器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

腔1 一ヒ師器 ・圷 (13.0) 4.5 一 密/砂 粒 、自色粒、黒色粒 檀色1良 45

2 土師器 ・圷 (13.6) (4.0) 　 密/砂 粒 、白色粒、赤色粒 馳 料 良 15

3 土師器 ・圷 (13.0) (46) 一 密/砂 粒 、白色粒、赤色粒 櫨色 良 20

14 土師器 ・甕 (19.2) (13.7瞬 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石 浅翻 ゼ 良 40
～ 欄　

第19号 住 居跡(第78図)

3区HL24グ リッ ドを中心 に位置す る。住 居跡南側 は試掘溝 によって切 られ る。

確 認 され た住居跡 はゆがみが著 しく、南にやや 開きぎみの形状 を呈 してい る。東 西方向の軸長 は2.5m

前後であるが、北壁 よ りは2mと 短 い。主軸方 向はお よそN-53LEを 指す。

床 までの深 さは、確 認面 か ら15cm前 後 と浅 い。壁溝 は確認 できなかった。覆 土は単純 な2層 に分かれ

てい るのみであ る。

カマ ドは北東壁 のほぼ中央 に設 けられ ている。燃焼部 は長 さ30cm、 最大幅34cmを 測 り、住居跡床面か

らお よそ12crn窪 む。煙道 は燃焼部 か ら33cmほ ど立 ち上が ってい る。煙道 の長 さは確認 され てい る部分

でお よそ102cmを 測 る。袖 は確 認できなかった。
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土層説 明(AAノ)

1盛 土

2耕 作 土:灰 色。

3灰 胸 一プ 色 土:鉄 分含む。

婆暗 灰 黄 色 土

5暗 オリヴ 褐 色土:礫 少量含 む。しま り有。粘性強。

6暗 オリヴ 褐 色士:や や砂質 。 しま り強。粘性有。

、

ロ◎

土層説 明(AA'BB')

1オ リ プ 褐 色 ⊥:砂 質。鉄分 ・礫 ・スコ リア少量

含む。 しま り強。粘性弱。

2暗 オリーブ褐色土1礫 少 量含む。 しま り強。粘牲有 。

3暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫少量含 む。しま り強。

粘性弱。

4暗 オリーブ褐色土:砂 質。焼土粒微量含 む。しま り

強。粘性弱。

5暗 オリーブ褐色土:し まり ・粘性強。

6オ り一プ 褐 色 土:砂 質。 しまり強。粘性 弱。

02m一

第78図 第18・19号 竪穴住居跡

柱穴 な どの遺構 は確 認できなかったが、カマ ド前 か ら径90cm前 後、深 さ11cmの 床下土坑が検 出 された。

遺物 はカマ ド周辺 と東 コーナー付近か ら土師器圷 ・甕 が確認 された(第79図)。
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第79図 第19号 竪穴住居跡出土遺物

第糾表 第19号 竪穴住居跡出土土器観察表
虹 酌

坐 器 種
7〒一

口径1器 高 底径 胎 土 色 調 焼成1痴 琢丁一備一一別
1 土師器 ・圷 12.6{ 4.2 　 やや粗/砂 粒 、黒色粒 、赤色粒、角閃石、石英 機色 一一丞

良

遍1100・ 胃　 一一 コ

7°F三12 上師器 ・甕 18.4 (23.4) 一 粗/黒 色粒 、赤色粒、角閃石、石英 、小石 にぶい黄撞色

3 土師器 ・甕 18.6 (33.6) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 、石英 褐灰色 良 70

4 土師器 ・甕 20.0 (18.4) 一 やや粗/砂 粒 、黒色粒、赤色粒 、小石 にぶい黄禮色 良 70r… 　一 一一二
}

5 上師器 ・甕 (18.4) (13.0) 　 粗/砂 粒 、自色粒、赤色粒、石英 、小為 にぶい黄僚色 良 2°斗

.P ±師器 ・甕 一 (13.9) (9.2) 密/砂 粒 、角閃石、石英、小石 黒褐色 良: 20
一 巾 而

第35表 第19号 竪穴住居跡出土土製品観察 蓑

晒 分 鋤 長(・・)鯛 ・m腫(・)備 考 コ
{二 錘 二62二20280完 形 。7-一 ⊥____一 一一一一一____一_____一

第 窯O号住居跡(第8⑪ 図)

3区r・JL24・25グ リッ ドを中心 に位 置す る。軸長2.96m×2,9mと ほぼ方形 を呈 し、面積 は8.59

㎡ と比較 的小型 の住居跡であ る。主軸方 向はお よそN-49° ～Eを 指す。

床 までの深 さは確認面か ら30cmと 比較 的深い。床 には貼床、壁溝等 は確 認できなか った。

カマ ドは北壁 中央 に設 けられている。燃焼部 は長 さ56cm、 最大幅58cmを 測 り、煙道 に近づ くに従いす

ぼまる形状 を呈 し、床面か らお よそ5cm窪 む。煙道 は燃焼部か ら36cmほ どで立ち上 がる。煙道 の長 さは

確認 され てい る部分 でお よそ96cmを 測 る。
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BBノ)

礫多量含む。 しまり弱。粘性やや有。

礫含む。 しまり弱。粘性やや有。

礫多量含む(1層 よ り少ない)。

しまり強。粘性やや有。

砂質。礫多 量含む(3層 よ り多い)。

しま り強。粘性やや有。

しま り強。粘性やや 有。

やや砂質。 しま り強。粘性 やや有。

やや粘土質。 しま り弱。粘性やや有。
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第20号 竪穴住居跡 ・出土遺物第80図

第20号 竪穴住居跡出土土器観察表第36表
No 器 種 口径 器高 底径 胎 至 色 調[ 焼成 姦碑 下瀦 一　㎝考1
1 上師器 ・圷 (12,1) 3.81一 籍/砂 粒 、 白色粒、小石 にぶい禮色 良

1801

2 土師器 ・甕 140

一

1
_二 非 膨 砂粒・艶 粒・拓 口高ζ噸 色 良 L隻IL-

5

一 →一 … 旧 一 一 涯

3 須恵器 ・蓋 編鑑 漸馳 継 絶 良 !
41須 恵 器 ・甕 一

一 一⊥」」密/的 粒、膜 、片岩 …一 丁… 灰艶 良 「 一 1

第20号 竪穴住居跡出土土製品観察蓑第37表

_」

N酬 分 類1長(cm) 幅(cm) 重(9) 備 考

5:土 錘 「48 1.7 10.0 完 形。

6土 錘155 1.9 18.0 完形。

7士 錘i一 L7 9.0 '卜分 欠
。

131



、

o臨

易副
$
震

土層説明(AA'BB')

1劇 一プ 褐 色 土:礫 含む。 しまり極強。粘性有 。

2黒 褐 色 土:礫 ・褐色粒含む。 しま り強。

粘性弱。

3暗 灰 黄 色 土:砂 質。礫 ・褐色粒含む。 しま

り強。粘性弱。

4暗 灰 黄 色 土:礫 ・褐色粒含む。 しまり強。

粘性弱。

02m一

hhガ 　ガ　 　一 一一_幽 … 　　
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第81図 第21号 竪穴住居跡 ・出土遺物
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第38表 第21号 竪穴住居跡出土土器観察表
No 器 種}口 径!器 高1底 径1胎 土 色 調1焼 成 残存率 備 …考1

1
ヒ

土師器 ・甕 (19.6) (13・6)1一 粗/砂 粒 、白色粒 にぶい黄燈色 良 30

2 土師器 ・甕 (19.6) (6・7)ヰニ やや粗/砂 粒、黒色粒 にぶい黄機色 良 20

3 土師器 ・甕 (20,6) (6.3)1一 亟 粗/砂 粒 、白色粒、小石 灰褐色1良 15

45 土師器 ・甑 (18.2) (11.2)一 粗/砂 粒 、 白 色 粒 、 角 閃 石.小 石5 にぶい齪 　再 「 10

15 土師器 ・鉢 (21.6) (6.2)1-[粗/砂 粒 、 赤 色 粒 にぶ い黄燈 色1良 20

一 削m… へ

第39表 第21号 竪穴住居跡出土土製品観察表
No 分 類 長(c面 幅(c醗) 重(9)1備 考

5 土 錘 5.1 1.7
E

12.0完 形 。

6 土 錘 4.4 1.5 工α0完 形 。 」

柱穴、貯蔵穴などの施設は確認できなかった。

遺物は土師器圷 ・甕の破片が確認されたのみである。

第21号 住居跡(第81図)

3区Jノ ・KL25グ リッ ドを中心 に位 置す る。長軸3.05m、 短軸2.78m、 面積 は8.48㎡ の比較 的小型

の住居跡 である。主軸方向 はS--38Q-Wを 指す。

床 までの深 さは確認面か ら10～20cmと 比較的浅い。貼床 、壁溝 は確認 できなか った。

カマ ドは南壁のやや西寄 りに設 け られている。燃焼部 の火床面は住居跡の床 か らわずか数cmほ ど下がっ

ているのみであった。形状 は楕 円に近 い。煙道 は確 認 され てい る部分 で長 さ50cm、 幅40cmで あった。燃

焼部 か らは緩や かな傾斜 を持 って煙 道に移行 している。

柱 穴、貯蔵 穴な どの施設 は確 認で きなかった。

覆 土中には礫 が散乱 してい た。遺物は土師器甕 ・鉢、土錘が床 面 を中心に確認 された。

第22号 住 居跡(第82図)

4区1ノ ・JL11グ リッ ドに位置す る。第16号 溝跡 、第 ユ7・21号土坑 と重複 してお り、第16号 溝跡 、

第17号 土坑は住居跡 よ り新 しい。第21号 土坑 との新 旧関係 は不明である。

長軸3.45m、 短 軸2.75mの 東 西に長 い形状 を呈 してお り、面積 は推 定で9.48㎡ を測 る。主軸方 向はN

-39°-Wを 指す 。

床 までの深 さは確認面 か ら15cm前 後 と浅い。試掘 溝 と重複が著 しい ため、覆土 の把握 は十分 できな

かった。壁溝 は確認 できなか った。

カマ ドは北 西壁 のやや西寄 りに設 けられている。 カマ ドの大半は試掘溝 によ り破壊 されてお り、全貌

は把握 できなかった。ただ、残存す る部 分か ら推定す る と煙道部は削平 され て確認で きなか った。

柱 穴、貯蔵 穴な どの施設 は確認で きなかった。

遺物は土師器圷 ・甕 な どの破片が床 面 に散 らばって確認 された。

第23号 住居跡(第83図)

4区Gノ ー ユ0・11グ リッ ドに位置す る。北側 は調査区域外 となってい る。 さらに北東側 で第26号 住屠

跡 と重複 してお り、本住居跡 が切 られてい る。

133



拳

8

凹

「℃勿

物 榊 上。。

く

02醗一

土層説明(AA/BB'CCノ)

曙 褐 色 土 瀕 ・炭働 焼 卦 賄 色粒 ・端 色 」・ブ ・・ク含 む
.し まり有識 鰯横 褐 色

± ・纐 誤 絶 土 ブ・ック含む。 しま賄 .縦 弱.
3才り一ブ褐色土:ス コリア ・黄灰色粒含む。 しまり有。粘性弱。
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第82図 第22号 竪穴住居跡 ・出土遺物

第40表 第22号 竪穴住居跡出土土器観察表
「一一　一 一

{No, 器 種 口径! 器高 底径 胎 土 色 調 焼成
1

残存:率 備 考
11
上師器 ・圷 (14.0) 4.3 　 密/砂 粒、 黒色粒 、赤色粒、角 閃石 、石英 赤燈色 良 25

2 【二師 器 ・圷 (13,4) (2.7) 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒 にぶ い褐色 良 20

且一
4

十師器 ・圷
旧一

(11,0) (3.6) 一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、 石英 にぶ い褐色 良 201

一

⊥師器 ・1不 (11,6) (2。2) 　 密/砂 粒 、黒 色粒 、赤色粒、石英 灰褐色
丁良
115

5 L師 器 ・杯 (14.6) (3。5) 　 密/砂 粒 、自色粒 、赤色粒、石英 機色 良15
一 一 一 一"…τ 一一

10

一一 一
ξ

⊥
}7

土 「1石器 ・甕1(21.2)
一肋 一 一闇

(8,9) 　 やや粗/砂 粒 、 白色粒、赤色粒、石英 、雲母 にぶい燈色
一一一　

良 ・

⊥ 自11」器 ・甕 一(2.9) (6.8) やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、石英 、小石 にぶい褐色 良5401
1一
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周 査 .丞 半夕

土層説 明(AA'BB'DD')

第23号 竪穴住居跡

1羽 一ブ 褐 色 土1ス コ リア ・焼士含む。 しま り有。粘性弱。
2暗 オリヅ 褐色土;炭 化物含む。 しま り有。粘性弱。

3別 一プ 褐 色 土1ス コリア含む。 しま り有。粘性 弱。

4焼 土 ブ ロ ック

5黒 褐 色 土:砂 質。礫多 量含 む。 しま り有 。粘 性弱。

6劒 一プ 褐 色:ヒ:砂 質 。スコ リア ・炭化物含 む。 しま り有。粘性弱。
7オ リーブ 黒 色 土:炭 化物含 む。 しまり有。粘性弱。

8胸 一プ 黒 色 士:砂 質。 しまり有。粘性弱。

晦
第26号 竪穴住居跡

9オ ザ プ 褐 色h:砂 質。ス コリア ・焼土含む。 しまり有。粘性弱。

10劇 一ブ 褐 色 土:焼 土 ・礫多 量含む。 しまり有。粘性弱。

02m一

喩 死 ノ, 亨▽

轟
第83図 第23・26号 竪穴住居跡 ・出土遺物

1
3

010cm一

第嗣表 第23号 竪穴住居跡出土土器観察表

No 器 種 口径 器高
i

底径 1 胎 土 色 調 焼成 1残存率 備 考

1 土 師器 ・圷 (/2.4) (3,6)
1一 密/砂 粒、 白色粒、黒色粒 、赤色粒、雲母

1淡 髄
良 30

2 土師器 ・壷 一 (7.0) 16.0 粗/砂 粒、 白色粒、黒色粒、 赤色粒、小石 にぶい褐色 良 90
_」

3 土 師器 ・甑 (20.8)
ヨ(

5,1)
一

二 牒月/砂 粒、 白色紋、黒色粒 、赤色粒、小石 }赤 褐色3 良 10 二

東西方 向の軸長 は29mを 測 る。主軸方 向はS-44Q-Wを 指す。

床 までの深 さは20～30cn1で 、覆 土は平行 に堆積 してい る。壁溝 は確認で きなかった。

カマ ドは南西壁 の中央付近 に設 けられている。カマ ドの全長 は110cm、 幅45cmの 長方形 に近い形状 を

呈 している。火床部 は舟底状 にわずか に窪 んでい る。カマ ド左 は地 山を掘 り残 して袖 を作 ってい る。右

側 は明瞭 な地 山は確認 できなかった。燃焼部 か ら煙道 には緩や かな傾斜 をなしてい る。

柱 穴は確 認で きなかった。カマ ドの左側 、南東 コーナーに貯蔵穴が確 認 され た。規模 は60cm×55cmの

ほぼ円形 を呈 し、深 さは23cmで あった。

遺物 はカマ ド付近 か ら土師器圷 な どの小破片が確 認 されたのみである。
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土層説明(AA')

財 りヴ 褐色 勧 砂質。焼 上 ・ス コリア少量含 む,し ま り有。粘性弱。2オリーグ褐色土:焼 ⊥多量、ス コリア少量含 む。 しま り有。粘性 弱。

＼斗・乍マ
2ス

 

」

調

査

区
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10c旧

 

窒

。゚O

>

0

3
5c伽

 

0

268。 巳 」 芝'無
土層説明(AA')

i耕 作 土:暗 灰色。

2耕 作 ヒ:灰 色。スコ リア含 む。

3明 褐 色 土:鉄 分多量含 む。

尋オリーブ 褐色⊥:黒 色⊥含 む。

5劇 一プ褐 色土:鉄 分 ・礫 ・スコ リア含む。 しまり有。粘性 弱。

6黒 褐 色 」二:やや砂質。 しま り強。粘性弱。

7オ リーグ褐色 ⊥1炭 化物 ・焼土含む。 しまり有。粘性弱。

8黒 褐 色 土:礫 ・焼⊥含む。 しまり強。粘性弱。

02拠

第24・25号 竪穴住居跡 ・出土遺物第84図
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第24号 住居跡(第84図)

4区ELユ1グ リッ ドに位置す る。西側 は調査 区外 とな り、東側 は削平が著 しく、正確な範 囲 を把握

で きなかった。主軸長 は2.8mを 測 る。主軸方 向はN-37°Eを 指 す。

床 面までの深 さは、確認面か らわずか5cm前 後 と極 めて浅 い。壁溝 は確認で きなかった。

カマ ドは北東壁 に設 け られてい る。現長 は約60cm、 幅75cmを 測 る不整楕 円の形状 を呈 して、火床面 と

思われ る ところがわず かに窪んでい る。煙道部 は明確 に確 認で きなかった。

柱 穴、貯蔵穴 な どの施設 は確 認で きなかった。

遺物 は、床面上 か ら土師器圷 ・高圷 の小破片が確 認 されたのみである。

第25号 住居跡(第84図)

4区EL12グ リッ ドに位置す る。住居跡 の南側 と東側 は調査区域外 なっているため、正確な住居跡

の規模 は把握で きなかった。また、遺構 のプランも不明確 であったため、形状 が不整 な形状 となって し

まった。主軸の方向 はおお よそS-89°-Wを 指す。

床面 までの深 さは、20cm前 後 であった。

カマ ドは東壁 に設 けられてい る。確 認 されている範 囲で、長 さ120cmほ どで あった。燃 焼部わずかに

窪 んでい るが、床 面 との境 は明確 でなか った。

柱穴、貯蔵 穴、壁溝 な どの施設 は確認で きなかった。

遺物 は、カマ ド内か ら土師器甕の破片がわず かに出土 したのみである。

第42表 第24号 竪穴住居跡出土土器観察表
lNo 器 種 口径 器高 底径 胎 ヒ

1
色 調

欄色
… 一

一 旧

;饗舜 噺

一良1601

備 彦一

　 7-　 … 一 一

11 土師器 ・圷 (12.0) (3,3) 一 密/砂 粒、黒色粒、赤色粒
… … … 一

「2i 1二師器 ・高圷
一 (2.1) 一 粗/砂 粒 、 白色粒、石英 黒褐色

第43表

No

1

2

第44表
No

3

第25号 竪穴住居跡出土土器観察表

器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 下 焼成 残醐
土師器 甕 (19.6) (ユ9.2) 一 粗/砂 粒 、 白色粒 、赤色粒 にぶい黄褐色 艮20 一

L壁1(20.8) (2.4) 一1粗/砂 粒 、 白色粒 、赤色粒、小石 にぶい簾褐色⊥_」亘__一

第25号 竪 穴 住居 跡 出土 石 製 品 観 察 表

径(cm)分 類 孔径(cm) 厚(cm)

紡錘車 一部欠。380821

ゼ
一
◎一備

備

ユヨ
第26号 住居跡(第83図)

4区G/・IIL11グ リッ ドに位置す る。西側 で第23号 住居跡 を切 ってい る。北側 は発掘調査外 となっ

てお り、正確 な規模 は把握 できなかった。

調査 区外 との境で確 認できる住居跡の軸長はL95mで あ り、極 めて小形 の住居跡で ある。

床 まで の深 さは、確 認面か ら35cm前 後 であった。

カマ ド、壁溝、柱 穴、貯蔵穴 な どの施 設は確 認できなか った。

遺物 は小破 片のみで、図化す るにいた らなかった。

第27号 住居跡(第85図)

4区HLUグ リッ ドに位置す る。住居跡 の大半は北側 の調査 区域外 となっている。
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26.85

疹 翫
土層説明(AA')

1耕 作 土 暗灰色。

2明 褐 色 土 鉄分多量含 む。

3劇 一ブ褐色 土 黒色土含 む。

4刺 一グ褐色 土 スコ リア ・炭化物 ・焼 上含む,し ま り有。粘性弱。

5黄 褐 色 土 スコ リア含 む。しま り有。粘性弱。

第85図 第27・28号 竪 穴 住 居 跡

斗

」豊'

ミ§ 無

02m一

東 西軸長 は、およそ32rnを 測 る。

床面 までの深 さは、お よそ30cmを 測 り、 西側 に行 くに従 って、やや 高 くなる,

カマ ドは調査 区域外 と思われ、確 認で きなかった。

壁溝 、柱穴 、貯蔵穴 な どの施 設 も確 認できなかった。

遺物 も小破片 があったのみで、図化す るに至 らなか った。

第28号 住 居跡(第85図)

4区Kノ ・LL11グ リッ ドに位置す る。地 山がこぶ し大の石 に被 われ てお り、遺構 の把握 が著 しく難

しかった。そのため、本住居跡 もカマ ドが先ず確認 され、その後 に住居 のプランを追ったが著 しく小形

の不整な形の把握 となった。住居跡の主軸 はN-103°-E。

長軸L6m、 短軸1.45mを 測 るが、北壁の長 さは ユ.75rnあ るの に対 して、南壁 は1.2rnし かな く、著 しく

いびつ な形 となっている。

壁溝、柱穴、貯蔵 穴な どの施設 は確認 されかった。

遺物 は土師器の小破片 が確認 され たのみで、図示 できなか った。

(2)掘 立柱建物跡

第1号 掘立柱建物跡(第 総 図)

1区M・N…6・7グ リッ ドに位置す る。第5号 住 居跡 と掘立柱建物跡 と重複す るが、新 旧関係は確
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灘

.㊨ P2

◎P3

鴨

9≧Q
p5

、

P4

PI

◎P'P6

覚
◎

○

◎9'
u

懸猟

P6

1暗 灰 黄 色 土:ス コリア ・焼土 ・灰色粒含む。

2黒 褐 色 土:ス コリア ・焼土 ・黒色粒 ・灰色粒含む。

3暗 オ1一プ褐色土:ス コリア ・焼土 ・灰色粒含 む。

P7

1暗 灰 黄 色 土:ス コリア ・灰色粒含 む。

2黒 褐 色 土:ス コリア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

3黒 褐 色 土:灰 色粒含む。2層 よ り暗 い。

4黒 褐 色 土:ス コリア ・焼土 ・灰色粒含む。

P8

1灰 黄 褐 色 一b:ス コリア ・炭化物 ・灰色粒含む。

2黒 褐 色 土:ス コリア ・オリヅ 褐色粒 ・灰色粒含 む。

3暗 別ヅ 褐 色土:ス コリア ・粧 グ褐色粒 ・灰色粒含 む。

4黒 褐 色 土:ス コリア ・焼 七 ・オリーブ褐色粒 ・灰色粒含む。

5黒 褐 色 土1ス コリア ・オリヅ 褐色粒 ・灰色粒含 む。

02m
一

第86図 第1号 掘立柱建物跡
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認 できなか った。

北東側 は調査 区外 にある。現存す る柱穴 の並び か ら想定 して、2間 ×3間 の南北棟 で、検 出部 分で桁

行7.85m、 梁行4.Omを 測 り、面積 はお よそ32㎡ を測 る。柱 間は桁行 が西側 の柱 問で、北 か ら2.65m、

2.5m、2.7mを 測 る。梁行 は南側 で東 か ら2.05m、195mを 測 り、桁行 の柱 間がかな り長い。主軸 の方 向は

ほぼ真北 である。

柱 穴は、 ピッ ト2か らピッ ト8ま での規模 は、径20cmか ら30cm、 深 さ20c狙 と非常 に小 さな形態 でい

ずれ も円形 を呈す る。 ピッ ト8の みやや 隅丸方形状 となってい る。 ピッ ト1は やや大 きく、60cm×50cm

の隅丸 の方形 を呈 し、深 さは50cmと しっか りした形状 であった。いずれ の ピッ トも柱痕 は確認 で きな

か った。

建物 に伴 うと思われ る遺物 は確認で きなか った。
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第87図 第2号 掘立柱建物跡
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第2号 掘立柱建物跡(第87図)

1区N・0-7・8グ リッ ドに位置す る。第2号 溝跡 と重複 し、新 旧関係 は掘立柱建物跡 が溝跡 を切 っ

てい る。1間 ×3問 の南北棟 で、桁行695m、 梁行3.1m、 面積 はお よそ2L551㎡ となる。

柱問は桁行 が23m、 梁行3.1mと なるものの、東辺 と西辺 の桁行 は揃わず 、対応関係が乱れている。

主軸方 向はN6°-Eを 指 す。

柱 穴は小 さな もので径20cm、 大 きなもので60cm、 多 くが30cm前 後 と不揃 いであった。

深 さも20cmか ら30cmと いず れ も浅 い。柱筋の通 りもあま りよくない。柱 痕 は確 認できなか った。

遺物 は確認 できなかった。

i

土層説明(AA'BB')

1オ リーブ 褐 色 土 灰色粒多 量、鉄分 ・黒褐色粒少量含む。

2か1一 ブ 褐 色 土 灰色粒多量、鉄 分少量含 む。

3暗 オり一ブ褐・色二±二 灰色粒 サオ1」一ブ褐・色粒含む。

4豹 一プ 褐 色 土 灰色粒多量、鉄分 ・炭化物 ・焼土少量含む。

5オ ザ プ 褐 色 ± 鉄分 ・灰色粒含 む。

膨司
,

黛

浅

02m一

第88図 第1号 方形周溝状遺構

ユ41



(3)方 形周溝状遺構

第 署号方形 周溝状遺構(第88図)

1区Z-3グ リッ ドを中心に位置す る。非常 にいびつな形状 となってお り、南西側 にふ くらみ を持つ

隅丸 の楕 円状 となってい る。溝 の幅 は狭い ところで40cm、 幅広 な部分で ユ20cmを 測 る。深 さもはほぼ一

定 で、20cm前 後 と非常 に浅 い形態 となってい る。方形周溝墓の可能性 も考 え られ るが、削平 が著 しいこ

と、溝 が方形 でな く著 し く不整 な形態 であるこ とな どか ら方形周溝墓 と断定 はで きない。

(4)溝 跡

溝跡 は多数検 出 され てい るが、いずれ も短 いものが多 く、全体 を把握 できるものが少な く、方 向にも

法則性 のある ものはほ とん どない。加 えて遺物 を伴 うものもほとん どな く、時期、性格 とも判 然 としない。

第1号 溝跡(第89図)

1区N-9グ リッ ドか らQ-10グ リッ ドにかけて検出 された。肥塚古墳群15号 古墳、第2号 住居跡、

第6号 溝跡 と重複 し、新 旧関係 は第1号 溝跡 が最 も新 しい。

検 出長 は17、2mで 、最大幅 は1.5m、 最深部 で0.78mを 測 る。第6号 溝跡 と重複す る東 端部 辺 りでは幅

0.8m、 深 さも0。5mと 小規模 となる。西端部 は深 さが二段 とな り、幅 も細 くなってい る。横断面は幅広 の

U字 形 を呈 している。覆土 はランダムな層 をな してお り、人為的な堆積 と考 え られな くもない。

遺物 は奈 良 ・平安期の土師器 の甕、圷 の破片が確 認 されたが、 この溝 の時期 を特定付 けるもの とは言

えない。少 な くとも奈良時代 以降の時期 と判 るのみであ る。

第2号 溝跡(第89図)

ユ区L-8グ リッ ドか らP-8グ リッ ドに位置す る。15号 古墳、第2号 掘 立柱建物跡 と重複 し、古い

順 にユ5号古墳、第2号 溝跡、第2号 掘立柱 建物跡 となる。

検出長 は17.4m、 最大幅0.5m、 深 さは0.2mと 浅い。溝 の平面形状 は緩やか に蛇行 している。断面形状

は、確認面 が深 かった ことも災い して、浅い船底状 を形づ くってお り、原形か らほ ど遠い と推測 され る。

遺物 は確 認で きなかった。

第1号 溝跡 とほぼ平行 してい る点か ら、同時期 の可能性 もある。

第3号 溝跡(第90図)

1区1一 ユ0グ リッ ドか ら1～L-7グ リッ ドに位置す る。第4号 溝跡 と重複 してい るが、第3号 溝跡

の方 が新 しい。

遺構 の北側 で調査 区域外 とな り、南 も調査区域 外 となる。検 出長 は23.2mで あ り、1-7グ リッ ドか

らL-7グ リッ ドまでは、やや 南に振 る東西方向溝 となってお り、長 さユOmを 測 る。W-6グ リッ ドで

ほぼ直角 に方向 を変 え、南 にお よそ13m延 びて調査 区域外 になる。溝 幅は、直角に方 向転換す る部分は

幅2.1rn、 深 さ0.25mと 浅 く幅広の形状 を呈 し、東西部分 で東 に行 くに従 って細 くな り、調査 区外 との境
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2710匙A'

笏
27ユ 。 匙18'

禰
土層説 明(AAノ)

1黄 灰色 土:鉄 分 ・スコ リア ・灰色粒含む。

平 面 図 03m一

土層説明(BBノ)

i暗 灰 黄 色 土1鉄 分 ・灰 色粒含 む。

2オ リーブ 褐 色 土:炭 化物 ・黒褐色粒 ・灰色粒含 む。

3暗 オリヅ 褐色土:礫 ・炭化 物 ・焼± ・灰色粒含 む。

4黒 色 土:暗 オリヅ 褐色粒 ・ブ ロック含む。

5黒 褐 色 土:オリーブ褐色粒 ・灰色粒含む。

6黒 褐 色 土;灰 色粒含 む。

7黒 褐 色 土:黒 色粒 ・灰色粒含 む。

8黒 褐 色 土:利 ヅ 褐色粒 ・灰色粒含む。

9黄 灰 色 砂:噴 砂

断 面 図9 lm

第89図 第1・2・6号 溝跡
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土層説明(AA')

1灰 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・灰色粒含 む。

2灰 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・灰色粒含 む。1層 よ り暗 い。

土層説明(BB')

1灰 色 土:鉄 分多量、スコ リア ・灰色粒少量含む
。

2灰 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・灰色粒 ・灰オリヅ 色粒含 む
。

土層説明(OC')

1灰 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・焼土 ・黒褐色粒 ・灰色粒 ・

灰黄色粒含 む。

2黄 灰 色 土:鉄 分 ・黒褐色粒 ・灰色粒含む。

3黒 褐 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・灰色粒含む。

4灰 色 土:鉄 分 ・スコ リア ・焼土 ・黒褐色粒含む。

D27
.30

2730ム_ _A'

撫 、疹2勃 嚢
土 層 説 明(AA')

1暗 オ1一 プ 色:ヒ:鉄 分 ・ス コ リア ・灰 色 粒 含 む 。

2暗 褐 色 土;鉄 分 ・ス コ リア ・黄褐 色 粒 ・灰 色 粒 含 む 。

二と層説明(DD')

1黄 灰 色土:鉄 分 ・スコ リア ・黒褐 色粒 ・灰 色粒含 む。

2730旦__塾'

轟

E27
.30 _E'

麺
土層説 明(EE')

1黒 褐色 土:鉄 分 ・黄褐色粒 ・灰色粒含む。

土 層 説 明(BB1)

1黒 褐 色 土:鉄 分 ・ス コ リア ・焼 土 ・黄 褐 色 粒 ・黒褐

色プロ ソク ・灰 色粒含む。

平 面 図
06m一
0断 面 図 冒m

第90図 第3・4号 溝跡
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で幅0。3m、 深 さ5cmと 小規模 な形状 となる。南北部分で は直角 に曲が った個所 か ら3mで 急激 に窄 ま

り、幅0.25m、 深 さ8cmと なる。

遺物 はほとん ど確 認で きず 、時期 を特定 できなかった。

3m

2675△_ _△'

BB'26

.75'　 一'

擁
土 層 説 明(BB')

1黒 褐 色 土:焼 土 ・わ一ブ 褐 色 粒 含 む 。

2灰 色 土:鉄 分 ・焼 土 ・オリーブ 色 粒 ・ブ ロ ッ ク含 む 。

0 lm

第91図 第5号 溝跡
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第 魂号溝跡(第90図)

1区1-7グ リッ ドか らJ-10グ リッ ドに位置す る。第3号 溝跡 に切 られている。

検 出長は13Bmを 測 る。南北 に延び る溝 で、確認 されてい る北端 よ り9mほ どの位置で東 に方 向を変

えている。1幅はα5～0.6m、 深 さは0.15～0.2mを 測 る。北側部分 は溝の形状 が崩れ てお り、原形 が把握

で きない。

横 断面中央付 近で逆台形 を呈す る。

遺物 は確 認で きず 、時期 を特定で きなかった。

第5号 溝跡(第 甥 図)

1区W-9グ リッ ドか らY-11グ リッ ドに位置す る。第1号 住居跡 を切 ってい る。

検 出長 は17mを 測 る。東 西に延び る溝 で、第1号 住居跡 と重複す る箇所 で遺構の把握 がやや難 しく、

確認 できなか った部分があった。溝の上幅 はお よそ100cm、 下幅40～70cm、 深 さ40cm前 後 を測 る。断面

形態 はやや不整形 なが ら、箱薬研状 の形態 を呈す る。

出土遺物 は須恵器 ・圷 が検 出 され たのみで ある(第112図1)。

第6号 溝跡(第89図)

1区Q-10グ リッ ドに位置 し、南 は調査 区域外 とな り、北 は第1号 溝跡 と重複 してい る。第1号 溝跡

との新 旧関係 は明確 にで きなかった。加 えて本溝 が、第1号 溝跡 と重複 す るところで終わ ってい る点 に

ついては、やや不 自然 な感 があ る。

検 出長 は5mを 測 る。溝の方向 はほぼ南北 に延び る溝であ る。

溝 の上幅 は40cm～60cmと 不整形 な形態 である。深 さはユOcmと 極 めて浅い。

出土遺物 は確 認 され なか った。

第7号 溝跡(第 麗 図)

2区H-16グ リッ ドとH-17グ リッ ドにまたが り位置 する。東 西方 向に延 びる溝で、検 出長 はわずか

3mほ どであ った。K-15か らL15グ リッ ドに、図示で きなかったが非常 に浅い溝 の痕跡が確 認で き

たが、方 向的 に本溝跡 が延びてい った もの と推定 され る。

溝 の上 幅はお よそ65cm、 下幅 は50cm、 深 さはお よそ25cm前 後であった。

遺物は確 認 されなかった。

第8号 溝跡(第92図)

2区P-18グ リッ ドか らQ-18グ リッ ドにまたが り位 置す る。第16号 古墳 と重複す るが、本遺構が

新 しい。溝 はほぼ真北方向 を向 く南北溝 で、南北 ともに調査区域外 に延びてい る。ただ、南16mに 位置

す る調査区か らは同様 の溝 が確認 されていない ことか ら、調査区域外 で終わ るか、曲がる もの と推定 さ

れ る。

溝の断面形 は舟底状 で、溝 の上幅 は50～70cm、 深 さは10cmと 浅い。
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第7号 溝跡

27.10氏 』'

土層説明(AA!)

1黄 灰 色土:砂 ・灰色粒 ・黒褐色粒含 む。

2黄 灰 ・色土:砂 ・灰色粒 ・暗灰黄色粒含む。
3暗 灰黄色土ブ ロック

4黒 褐色 土:砂 ・灰色粒 ・暗灰黄色粒含む。

第8号溝跡(槍

調 査 区 外

A岬'

鴨
　
劇

一ミ ま 嚢≒デ套'

ミ§錐

272Gし 」霞'

編
土層説明(AA')

1耕 作 土:灰 色士。鉄分 ・灰色粒含む。

2耕 作 土:灰 色 土。鉄分多量含む。1

層よ り暗 い。

3耕 作 士:灰 色土。鉄分多量含む。

4褐 色 土:鉄 分多量含む。

5灰 色 土:鉄 分含む。

第9号 溝跡 調 査 区 外

調 査 区 外

第12・13号 溝 跡

調 査 区 トタ

土層説明(AA')

1耕 作 土:灰 色:ヒ。鉄分 ・スコ リア含 む。

2耕 作 土:灰 色土。鉄分多 量、スコリア少 量含む。

3褐 色 土:鉄 分多量含む。

4耕 作 土:灰 色土。鉄分多 量、ス コリア少量含む。

5褐 色 土:鉄 分多 量含む。

6灰 色土 ブロック

7灰 色 土:鉄 分含 む。

8黒 褐 色土:灰 色粒含む。

9黒 褐 色土:灰 色粒 含む。

10黒 褐 色土:灰 色粒含 む。

Il黒 褐 色土:灰 色粒含 む。

27.。o匙 」 塁'

縣

(地山)

16層 よ り暗 し、。

2700匙 一_ム'

轍
土層説明(AA'BB')

1暗 灰黄 色土:鉄 分 ・灰 色粒 ・黄灰色粒含む。

1層 よ り明 る い 。

2層 よ り明るい。

平 面 図 03m一 断面図0甚 隈一

第92図 第7～9・12・13号 溝 跡
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出土遺物は確認 されなかった。

第9号 溝跡(第92図)

2区R-18グ リッ ドか らR-19グ リッ ドにまたが り位 置す る。第8号 溝跡 の東6mに 並行 して南北 に

走 る溝 である。肥塚古墳群16号 古墳 と重複 し、本遺構 が新 しい。また、第11号 土坑 と重複す るが、新 旧

関係 は把握 で きなかった。

第8号 溝跡 同様 、南北 ともに調査 区域外 に延 びてお り、 さらに南16mに 位置す る調査区か らは同様 の

溝が確 認 され てお らず、調査 区域外で終わ るか、曲がるもの と推 定 され る。

溝の断面形 は舟底状 を呈 してお り、断面図か ら判 断す る と上幅お よそ70cm、 深 さは30cmほ どであった。

出土遺 物は確 認 されなかった。

第10号 溝跡(第93図)

2区J-16グ リッ ドか らL-16・17グ リッ ドにまたが り位 置す る。第11号 溝跡 と重複 してお り、本

溝跡 が切 ってい る。

検 出された長 さは10mで 、 ほぼ東 西方 向の溝で ある。

断面形 は舟底状 を呈 し、上幅 でおよそ1rn、 深 さ30cmを 測 る。

出土遺物 は確認 されなかった。

第11号 溝跡(第93図)

2区1-18グ リッ ドか らL-16グ リッ ドに向かって延び る幅広で浅い溝 である。

1-18グ リッ ド辺 りか ら北 に向か って延 びて、K-16グ リッ ド辺 りで方 向を東 に変 えてい る。東の調

査 区域外 に移行す る部分での幅は3m前 後 と推定 され る。深 さは確 認面か らわず か10cm前 後 と極 めて浅

く、平面形 も一定 の形 を成 してお らず 、果 たして溝 と言 える ものか疑問 はあった。

出土遺物 は検 出 され なか った。

第12号 溝跡(第92図)

2区M-18グ リッ ドか らN-18グ リッ トにまたが り位置す る。第9号 土坑 と重複す るが、本溝跡の方

が新 しい。

検出 され た長 さはおよそ2.5m、 幅40cm、 深 さは3cmほ どと極 めて浅い。

断面形は舟底状 である。

出土遺物 は確 認 され なかった。

第13号 溝跡(第92図)

2区N-18グ リッドに位置 する。

検出 された長 さは2.5m、 幅40cm、 深 さは3cm前 後 を測 り、第12号 溝跡 とほ とん ど同規模 である。 そ

の第12号 溝跡 とは50cmほ ど離れ るのみで、並行 して確認 され た。このよ うな状況 は二つ の溝 が、同一時

期で、関連 しあった遺構 と推測 され る。
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第10・ 羽 号 溝 跡

第10号 溝跡

/
ー

ノ

富
-ー

」堅'一
土層説 明(AA')

第10号 溝跡

1黒 褐 色:ヒ:灰 色粒 ・暗灰黄色粒含む。

2黒 褐 色 土:砂 ・灰色粒含 む。

1層よ り暗:い。

3オ リーブ褐色 上:砂 ・灰色粒 ・黒 褐色粒 ・ブロック含 む。

第11号 溝跡

4暗 灰黄色土ブロック

5暗 灰 黄 色 土:砂 ・灰色粒含 む。

ミ ____.

3m一

1m一

第93図 第10・U号 溝跡
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/

鍋 。
_ゑ'

寒1 懸

B_ _8'

醸熱而痛譲
土層説明(AA'B8')

1褐 灰 色 土 鉄分 礫含 む。 しま り強。

第94図 第14号 溝跡
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出土遺物は確認されなかった。

第 属号溝跡(第 鱗 図)

3区Aノ ー27か らAノ ・B/-32グ リッ ドに位 置す る。第11号 住 居跡 と重複 し、本溝跡 が古い。 また、

ピッ トと重複 す る箇所がみ られ るが、新 旧関係 は不明であ る。

検出 された長 さは20m、 平面形 はほぼ真北 を向 く南北溝 であ り、南北 とも調査区域外 に延 びてい る。

溝の幅 は1.6m前 後 と幅広で、深 さは5cm前 後 と浅 い。溝 の底 はやや 凹凸があ り、一定で ない。

出:ヒ遺物は確 認で きなかった。

第15号 溝跡(第95図)

4区Fノ ・GL10・11グ リッ ドに位置す る。北側 は調査区域外 となっている。

検出 された長 さは2Bm、 東 に方 向が振れ た南北溝跡 で ある。

溝の幅は約50cm、 深 さ10cmを 測 る。西側 の立 ち上が りは急 であるのに対 して、東側 は緩やかで ある。

出土遺物は確 認 されなかった。

第]6号 溝跡(第95図)

4区Hノ ～J/-11グ リッ ドに位置す る。第17号 溝跡 と重複 してお り、同一 の溝か、別 の溝跡 が合流 し

たものか判断 しかね る。その他 、第17号 土坑 、第22号 住居跡、 ピッ トと重複 す る。十坑 は溝 よ り新 し

く、住 居跡 は溝跡 よ り古 い。 ピッ トとの新 旧関係 は不 明で ある。

溝の方向 はほぼ東西方 向で、第17号 溝跡 と合流す る個所 までの長 さは ユOmで あった。実測 を行 った

三 ヶ所 の断面形は、いずれも共通性 がな く、一定 した形状 を成 していなかった。深 さも10～20cmで あっ

た。

出:ヒ遺物 は棒状 の石製 品が1点 検 出 された(第112図2)。

第17号 溝跡(第95図)

4区Hノ ー12～JL11グ リッ ドに位置す る。第19・22号 土坑 と重複 してお り、第19号 土坑 は本遺構

によ り古 く、第22号 土坑 は本遺構 よ り新 しい。また、Jノ ー12グ リッ ドで第16号 溝跡 と重複 しているが、

新 旧関係 な どは不明である。

南 西方 向か ら北東方 向に走 る溝 で検 出長 は9m、 南 は調査 区域外 とな り、北側 は第16号 溝跡 と合流す

る。深 さは、30～40cmで 横断面形 は逆台形 を呈す る。

出土遺物 は確 認 され なか った。
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第15号 溝跡

調 査 区 外

パ
こ
三斗
繍
細

土層説 明(AAつ

1耕 作k暗 灰色。

2耕 作 」二 灰色 。スコ リア含む。

3明 褐 色 土 鉄 分多量含 む。

4別 一ヅ褐色 土 黒色 土含む。

5別 一ヅ褐色 土 砂質。礫含 む、 しまり鞠。粘性弱。

第 聡 ・17号 溝 跡

26go氏 』'

拷

26goB一 _β'

≒

土層説明(AA'CC')

1オリヅ 褐 色±:炭 化物 ・焼 土含む。

しま り有 。粘性 弱。

平 面 図

断 面 図

03m-
01m一

土 層言兇日月(DD')

財 り一ブ 褐 色 土:や や 砂 質 。 礫 ・ス コ リア 含 む 。 しま り有。粘性弱。

第95図 第15～17号 溝 跡
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(5)土 坑

第1号 土坑(第96図)

1区H-9・10グ リッ ドに位 置す る。

平面 は長軸2.05m、 短 軸1.641nの 隅丸 の長方形 で、確 認面か らの深 さは1.42mを 測 る。底 面 は凹凸が

激 しか った。壁 は急な傾斜 を呈 してい る。覆 土は複雑 に堆積 してお り、人為的に 一気 に埋 め戻 された と

思われ る。

出 土遺物 は確 認 されなかった。

第2号 土坑(第96図)

1区L-8,M-8グ リッ ドにまたが り位置す る。第 ユ5号墳 と重複 してお り、本遺構 の方 が新 しい。

平面は長軸2,38m、 短軸1.96mの 長方形 で、深 さは最深部で1rnで あった。底面 は凹凸のあ る舟底状

を成 している。覆土 は複雑 な堆積で あ り、人為 的に一気 に埋 め戻 され た と思われ る。

第1号 土坑 に比較 して規模 は大 きいが、長方形 であるこ と、底 の形状、人為的 な堆 積である ことなど

類似 する点 が多いこ とが指摘で きる。

両土坑 とも地 下式壌か土墳の可能性 が考 え られ る。

第3号 土坑(第97図)

1区Q-9グ リッ ドに位 置す る。他遺構 との重複関係 は確 認で きなかったが、北側 部分の一部 が試掘

トレンチ によ り破壊 されてい る。

平面形 は長軸1,51m、 短軸0.85mの 不整 な長楕 円形 を呈 し、深 さ38cmを 測 る。

底部 は凹凸 があ り、壁 の立ち上 が りは垂直 に近い。平面形 では把握で きなかったが、土層断面か ら推

測す る と中央付近で層が分かれ てお り、二つの土坑が重複 してあった可能性 が高い。

出土遺物 は1点 のみ検 出 され た(第112図3)。

第4号 土坑(第97図)

1区AL4・5グ リッ トか らB'-4・5グ リッ ドにまたが り位置す る。他遺構 との重複 は確 認でき

なか った。

平面は長軸2、45m、 短軸1.92mの 楕 円形 を呈 し、最深部で1.59mを 測 る。

底部の形状 は舟底状 となってい る。断面形状 は底部か ら20cmほ ど上がった位置 が最大幅 とな る袋状 の

形態であった。底 の平面形 は長径2.8m、 短径2.36rnの 長 方形 を呈す る。

出土遺物 は確 認できなか った。

遺物 が検 出せ ず、明確 な結論 は出せ ないが、平面形状な どか ら中世後半 の地下式墳か土墳 の可能性が

考 えられ る。
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第1号 土坑

A

土層説 明(AA1)

1灰 黄 褐 色 十:ス コリア ・灰色粒 ・にぶ い黄褐色粒 ・ブ ロック含む。

2灰 色 十:砂 ・ス コリア ・灰黄褐色粒 ・にぶい黄褐色粒含む.

3灰 色 土:砂 ・ス コリア ・灰黄褐色粒 ・ブ ロック ・にぶい黄褐

色粒 ・ブロック含む。

4灰 色 ⊥:黄 褐色粒 ・フロック多量、にぶい黄褐色粒 ・ブ ロッ

ク含む。

5灰 色 士:に ぶ い黄褐色粒 ・ブ ロック多量、スコ リア ・灰 黄褐

色粒少量含む。

6灰 色:L:鉄 分 ・スコ リア含む、

7灰 黄 褐 色 十:鉄 分 ・灰色粒含む。

8に ぶい黄褐 色 ヒ:砂 ・灰色粒 ・灰黄褐 色粒含 む。

9に ぶ い黄褐 色⊥:灰 黄褐色粒 ・ブロック多量 、灰色粒少 量含む。

10灰 黄 褐 色 ⊥:灰 色粒 ・にぶい黄褐色粒含む。

H灰 黄 褐 色 土:灰 色粒 ・ブロック ・にぶ い黄褐色粒 ・暗灰黄色粒 ・

ブ ロック含 む.

12灰 色 ⊥:砂 ・灰黄褐 色粒 ・ブロック ・にぶ い黄褐色粒 ・暗灰

黄色粒 ・ブロック含 む。

B灰 色 土:粘 土質 。鉄 分 ・砂含 む。

縁 灰 黄 褐 色 ヒ:焼 土 ・灰色粒 ・にぶ い黄色粒 ・ブロック ・暗灰黄色

粒 ・ブロック含 む。粘性有。

15黄 灰 色 土:灰 色粒 ・にぶ い黄色粒 ・灰黄褐色粒含む。粘性有。

16責 灰 色 土:粘 上質。鉄 分 ・灰黄褐色粒含む。

17青 灰 色 ±:粘h質 。鉄 分 ・砂 ・灰黄褐色粒含む。

18青 灰 色 シ ル ト:鉄 分含む。

19黄 褐 色 シ ル ト

20灰 色 ⊥:粘 土質。砂倉む。

21暗 青灰色 シル ト:砂 含む。

22に ぶ い黄褐色砂:鉄 分多量含む。

23暗 青 灰 色 砂:鉄 分含む。

24青 灰 色 一ヒ1粘 士質。鉄分多量、砂少量含む。

25灰 色1二:鉄 分 ・砂含む。

第2号 土坑

27.20

A

土層言党臼リ弓(AAノ)

1黄 褐 色t:ス コ リア ・灰色粒 ・ブロック ・黒褐色粒 ・

ブ ロック含 む。

2黄 褐 色 土:黒 褐色粒 ・ブ ロック多 量、スコ リア ・灰色

粒少量含む。

3黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黄褐色粒含 む。

4灰 色 土:鉄 分 ・礫 ・スコ リア ・焼土 ・黒褐色粒 ・黄

褐色粒含む。

5黒 褐 色 土:黄 褐色粒 ・ブ ロック多 量、スコ リア ・灰色

粒少量含む。

6黄 褐 色 土:黒 褐色粒 ・ブ ロック多量、スコ リア ・灰色

粒少量含む。

7黒 褐 色 土:灰 色粒多量、スコ リア ・黄褐色粒少量含む。

8黄 褐 色 シ ル ト:鉄 分 ・灰色粒 ・黒褐色粒 ・暗灰色粒含む。

9黒 褐 色 土:灰 色粒 ・ブ ロック ・黄褐色粒 ・ブ ロック含

む。

10灰 色 シ ル ト:鉄 分 ・黄褐色粒 ・暗灰色粒 ・ブ ロック含む。

U灰 色 シ ル ト1鉄 分 ・黒褐色粒含む。

重2黄 褐 色 粘 士:鉄 分 ・灰色粒含む。

13灰 色:ヒ:ス コ リア ・黒褐色粒 ・ブ ロック ・黄褐色粒
・ブロック含む。

14暗 荊 プ 褐 色土:ス コ リア ・灰色粒 ・黄褐色粒含む。

15暗 刺 一ブ 褐 色 士;ス コ リア ・灰色粒多量、黄褐色粒少量含む。

16黄 褐 色 ±:黒 褐色粒 ・ブロック ・暗オリヅ 褐色粒 ・ブ

ロ ック多量 、灰色粒少 量含む。

17灰 色 シ ル ト:黒 褐色粒 ・ブロック多 量、鉄分 ・黄褐色粒

・ブ ロック少量含 む。

18灰 色 シ ル ト:鉄 分 ・黒褐色粒含 む。

19黄 褐 色 土:鉄 分含 む。

Oh
一

第96図 第 ト2号 土坑
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第3号 土坑

土層説明(AA')

1黒 褐 色 ±:灰 色粒 ・黄褐色粒 ・プロ

ツク含 む。

2暗 灰黄色砂ブ ロック

3暗 才リヅ 褐色 土:ス コ リア ・灰色粒含む。

4黒 褐 色 ±:灰 色粒 ・才リヴ 褐色粒 ・

ブロック含む。

5黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黄褐色粒 ・ブ ロ

ック含む。

6黒 褐 色 一{二:砂・灰色粒含 む。

◎ 1鵬一

第4号 土坑

程

第97図 第3・4号 土坑

第5号 土坑(第98図)

1区U-8グ リッ ドに位置す る。

平面は長 さ3。62m、 幅0.9m、 深 さ20c拠 を測 り、東 に行 くに従って浅 くな り、消滅す る。 この土坑 と把

握 した遺構 の主軸方 向の延長上 に第5号 溝跡 があ り、 この溝跡 との形状 が極 めて類似する ことか ら、本

土坑は溝 と同一遺構 の可能性 も考 えられる。

出土遺物 は確 認 され なか った。

第6号 土坑(第98図)

1区AL9グ リッ ドに位置す る。第5号 土坑(第5号 溝跡)と 並行す る位置関係 にあ り、何 らかの関

連性 が考 え られ る。

平面 は長 さ2.76m、 幅0.58rn、 深 さは26cmを 測 り、土坑 と言 うよりも溝 と考 えられ な くもない。

溝 の底面 は平坦 で、壁 の立ち上 が りは垂直 に近い。

出土遺物 は確 認 され なかった。
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第5号 土坑 第6号 土坑

26.70

繰

第7号 土坑

2710ぞL-△'競
土層説明(AA')

1黒 褐 色 土:炭 化物 ・灰色粒 ・オリヅ

褐色粒含 む。

2暗 灰黄色⊥:灰 色粒含む。

土層説 明(AA')

1黒 褐 色 十1灰 色粒含む。

2黒 褐色土ブ ロック

3褐 灰 色土:灰 色粒 含む。

01m一

土層説明(AAノ)

1黒 褐 色土:灰 色粒 ・オリーブ褐色粒含む。

2黒 褐 色土1炭 化物 ・灰色続 ・劒 ヅ 褐

色粒含 む。

3黒 褐 色土:オリーブ褐色粒 ・ブ ロック多

景、炭化物 ・灰色粒少量含

む。

第8号 土坑

266G些

L一

懸
土層言党日リ弓(AAノ)

1暗 刺 一グ褐 色土:炭 化物 ・焼土 ・灰 色粒 含む。

2暗 刺 ヅ 褐 色土:礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰 色粒含 む。

第9号 土坑

土層説明(AA')

1黒 褐 色 土:灰 色粒 ・オリヴ 褐色粒 ・ブロック含む。

2オ リーブ 褐 色 土:灰 色粒 ・わ ゴ 褐色粒 ・ブロック含む。

3暗 劃 ヅ 褐色土:灰 色粒 ・オリヴ 褐 色粒 ・ブロック含む。

4創 一プ 褐 色 土:焼 ヒ・灰色粒 ・黒褐色粒含む。

5黒 褐 色 ⊥:灰 色粒含む。

第98図 第5～9号 土坑
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第7号 土坑(第98図)

1区M-4グ リッ ドに位 置す る。

平面 は長軸1m、 短軸0.9mの 方形 に近 い形状 を呈す る。深 さは8cm前 後 と浅い。士坑の 東南隅は長軸

0.6m、 短軸0.3mの 長方形の上坑が重な る形 となってい る。底部 は平坦で ある。

出土遺物 は確認 されなかった。

第8号 土坑(第98図)

1区Y-9グ リッ ドに位置 し、第1号 住居跡 に隣接す る。本土坑 と第1号 住居跡 カマ ドの確認 のため

の削平が著 し く、本 土坑の東側部分 プランが確認 できなかった。

残存す る土坑の規模 は、長 さ2.04m、 幅0.9mを 測 る。深 さは北寄 りも確認 面か ら5cmほ どと極めて浅い。

出土遺物は極 めて多 く、土師器甕 ・高圷 な どが多数確認 された(第112図4～9)。

第9号 土坑(第98図)

1区Y-9グ リッ ドに位置す る。第1号 住居跡 の西側 に隣接す るが、重複関係 は確 認 され なか った。

平面の径 は長軸方 向2.94m、 短軸 方向2.12mの 長方形で、深 さ15cm前 後 であった。

底部は平坦 で、壁 の立 ち上が りは急であった。一見、小形の住居跡 と考 えられな くもない。

出土遺物 は確 認 され なかった。

第10号 土坑(第99図)

2区M-18グ リッ ドに位置す る。一ヒ坑の南側 は発掘調査区外 となってお り、正確 な規模 は把握 できな

か った。また、第12号 溝跡 と重複 してお り、本土坑 の方が 占い。

確 認 され た範 囲での規模 は、長軸4.21m、 短軸1.8mほ どで あった。深 さは25cm前 後 を測 る。

底部 は凹凸のある形状で、平面プ ランも楕 円に近い形状 であった。

土坑 と把握 したが、住居跡 と考 え られ な くもない。

出土遺物 は確認 され なか った。

第11号 土 坑(第99図)

2区R-18グ リッ ドに位置す る。土坑 の北側 は調査 区域外 になってお り、正確 な規模 は把握 できな

かった。南西 の一部 は第9号 溝跡 と重複 してい る。溝 の方 が新 しい と思われ る。

平面 の形状 は、第9号 溝跡 に切 られてお り、残存 部の長 さは2.2m、 幅12m、 深 さは50cmほ どである。

礫や焼土 を多数含 んでお り、火葬跡 の可能性 も考え られ な くもない。

出土遺物 は確 認 され なかった。
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第10号 土坑

_再 ④

土層説 明(AA')

1表 土

2耕 作 土;灰 色土。鉄分多量含 む.

3褐 色 土:鉄 分多量含む。

嘘黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黒褐色粒 ・オリヴ 褐色土 ブロック含む。

5黒 褐 色 土:オ リヅ 褐色粒 ・ブ ロック含 む。

6暗 灰 黄 色 土:黒 褐 色粒 ・ブロック含む。

7黒 褐 色 土:刺 一グ褐色粒 ・ブロック含む。

8甥 一ブ褐色±:黒 褐色粒 ・ブロック含む。

9暗 灰 黄 色 土:黒 褐色粒含む。

10黒 褐 色 土:灰 色粒 ・黒褐色粒 ・ブ ロック含む。(第12号 溝跡覆土)

ll黒 褐 色 土

12黒 褐 色 十

13黒 褐 色 土:12層 より明るい。

第11号 土 坑

土層説 明(AA')

1耕 作

2耕 作

3褐 色

4耕 作

5褐 色

土:灰 色土。鉄分 ・スコ リア含 む。

土:灰 色土。鉄分 多量 、スコ リア少量含む。

1層 よ り明るい。

士:鉄 分多量含む。

土:灰 色土。鉄分多量、スコ リア少量含む。

2層 よ り明るい。

土:鉄 分多量含む。

6灰 色土ブロ ック

7灰 色 土;鉄 分含む。

8灰 色 土:鉄 分含 む。7層 よ り明るい。

9黒 褐 色 士:灰 色粒含 む。

10黒 褐 色 土 二灰色粒少量含む。

11黒 褐 色 土:礫 ・焼 土 ・灰色粒含む。

12黒 褐 色 ±:礫 ・焼 土 ・灰色粒含む。10層 より暗い。

13暗 オ1ヅ 褐色土:鉄 分 ・灰色粒含む。

14黒 褐 色 土:灰 色粒 ・オ1一プ褐色粒含む。

Oh一
第99図 第10・U号 土坑
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第12号 土坑(第100図)

4区FL10グ リッ ドに位 置す る。

平面は長軸0.8m、 短軸0。65rnの 楕 円形 を呈 し、深 さは確 認面か ら10cmと 浅 かった。

底 部は舟底状 で、緩や かな立 ち上が りを呈 している。

出土遺物 は確 認 され なかった。

第 欝 号土坑(第 鴇⑪図)

4区F/-12グ リッ ドに位置す る。遺構 の北側 は調査区域外 とな り、遺構 の全体規模 は把握 できなかっ

た。

平面は長軸194m、 短軸lmの 長方形 を呈 し、深 さは最深 部で20cmで ある。底部 はほぼ平坦 で、壁の

立 ち上が りは緩 やかに傾斜 である。

出土遺物 は確 認 されなかった。

第 韓号土坑(第1◎O図)

4区HL10・11グ リッ ドに位置す る。東西 は第26・27号 住居跡 に切 られ、北側 は調査 区域外 にあた

るため、規模 ・プラン等詳細は不明である。深 さは36cmを 測 り、西側 に向か ってやや傾斜 している。壁

の立 ち上が りは、 土層断面 の観察か ら急 な傾斜 である と思われ るが、南側 はテ ラス状 になっている。

出土遺物 は確 認 されなかった。

第 蔦号土坑(第 博0図)

4区F/-n・12グ リッ ドに位置す る。

平面 は長 軸1.5m、 短軸0.97mの 長方形 を呈し、深 さは極 めて浅 く3cmほ どである。

底部 はほぼ平坦で、壁 の立 ち上が りは浅いためわず かで あるが、緩や かな傾斜であ る。

出土遺物 は確 認 されなかった。

第16号 土坑(第 鱒⑪図)

4区Gノ ー12グ リッ ドに位置す る。遺構 の 西側部 分は調査 区域外 になってお り、遺構 の全体規模 は把

握 できなか った。

平 面は径0。65mの 円形 に近い形 を呈 し、深 さは8cmほ どの浅い。底部 は舟底状 になっている。

出土遺物 は確 認 されなかった。

第17号 土坑(第 抑⑪図)

4区ILUグ リッ ドに位置する。第2号 溝跡 と重複 してお り、本 七坑の方が新 しい。

平面形 は長軸1,51m、 短軸1。14mの 不整楕 円形 を呈す るが、本来は方形 だった と思われ る。

底部 は平坦 で、壁の立ち上 が りはほぼ垂直 に近 い形状 を呈 してい る。

出土遺物 は土師器圷の破片 が確認 され た(第112図10)。
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第18号 土坑(第 憩0図)

4区G'-12グ リッ ドに位 置す る。

平面は長 径1.22m、 短径0.84mの 楕 円形 を呈す るが、本 来は長方形 であった可能性 も考 え られ る。

底部 は平坦で、壁の立ちhが りはほぼ垂直 となっている。

出土遺物 は確 認 されなかった。

第19号 土坑(第100図)

4区IL12グ リッ ドに位 置す る。東側 は第3号 溝跡が重複 し、本 土坑 が切 られ てい る。 また、西側

は試掘 トレンチ で原形 を とどめていない。

残存す る部分 での径 はα9mほ どで、不整 な楕 円に近 い形状 を呈す るもの と推測 され る。

底 部はほぼ平坦 で、壁 の立 ち上が りは急 な斜面 となってい る。

出土遺物 は確 認 され なかった。

第20号 土坑(第101図)

4区E/・FL12グ リッ ドに位置す る。遺構 の南側 は調査区域外 となってお り、全体 の規模 は把握で

きなか った。

平面形 は東 西方向2.14m、 南北方 向残存部 で1.72mの 方形 となってい る。中央部付近で南北方 向に段差

があ り、二つの土坑の重複 も想定 され たが、土層の状況か ら一つの土坑 に段 が付い ただけの もの と推測

した。

底部 の状況 はほぼ平坦で、壁 の立 ち上 が りはほぼ垂直である。

出土遺物 は、須恵器圷の底 部破 片 と刀子の破片が検 出 され た(第112図11・12).

第21号 土坑(第101図)

4区IL11グ リッ ド位置す る。本遺構 の東側 は第1号 住居跡 によって切 られ てお り、 さ らに北側 の

…部が調査 区外 となっている。

平面 は径 α64mの 楕 円形 と推測 され る。底部 はほぼ平坦 である。

出土遺物 は確 認 されかなった。

第22号 土坑(第101図)

4区IL12グ リッ ドに位 置す る。

平面 は長軸1.18m、 短軸1.05mの 楕 円形 を呈 し、深 さは20cmを 測 る。底部 はほぼ平坦であ り、壁 の立

ち上 が りは北寄 りは緩やかな傾斜 であるの に対 して、南寄 りは垂直 に近 い状況 である。

出土遺物 は確認 され なかった。
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第 艶⑪号土 坑 ④

ン
A

一

第 斜号土坑

試 掘 溝

2690鑑

熱

A

土層説明(AA')

1オリーブ褐 色上:ス コ リア ・黄灰色土ブ ロック含 む。

しま り有。粘性弱。

土層説 明(AA')

1耕 作 土 暗灰色。

2耕 作 土 灰色 スコリア含 む。

3オリヅ 褐色⊥ 黒色⊥含む。

4オ リヅ 褐色 ヒ 砂質。スコ リア多量、炭化物 ・焼 上少量含む。

しまり有。粘性弱。

5オ リーブ褐 色十:砂 質。スコ リア ・炭 化物 ・焼士含む。 しま り

有。粘性弱。

6黒 褐 色 七:砂 質。 しま り有。粘性 弱。

01m
-

ll轡醗∴蹴 窮㌦論1鰯

第 鷲号土坑

溝

2680典

無懸

'A

第101図 第20～22号 土 坑

(6)火 葬跡

第1号 火葬跡(第102図)

1区H-10グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸0.97m、 短軸0.47mの 長方形 の土坑 で、深 さは確認面か

ら10cmを 測 る。土坑 の北寄 りに径20cmほ どの 自然石 が二つ、南寄 りに20cmほ どの 自然石が三つ、不揃

いな状態 で検 出 され た。土坑の東壁 の中央付近か緩やかな傾斜 を持 ち立 ち上が る溝 が付随 してお り、規

模 は幅17cmで 、長 さ40cmで ある。

覆 土には焼 ⊥、灰、炭化物 を大量 に含 んでい る。底 に検 出 され た 自然石 も黒 く煤 が付着 してお り、火

を受けている。覆土 中には骨片 も確認 され た。
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第1号 火葬跡

隷

27.30.些 述!

土層説明(AA'BB')

1灰 黄 褐 色 土:炭 化物多量、骨片 ・黄褐色粒少量含む。

2炭 化 物 層

3焼 土 ブ ロ ック

4炭 化 物 層:焼 土 ・灰黄褐色粒少量含む。

5炭 化 物 層:焼 土 ・骨片 ・灰黄褐色粒少量含む。

6灰 黄 褐 色 土:炭 化物多量、焼土 ・骨片少量含む。

7灰 黄 褐 色 土:炭 化物多量、焼土 ・骨片少量含 む。1層 よ り暗い。
8焼 士 層:炭 化物 ・骨片含む。

9黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土多量、骨片少 量含 む。

獣麟繧
第2号 火葬跡

土層説明(AA'BB')

1暗 灰 黄 色 土:焼 土多量、炭化物 ・骨 片少 量含む。

2炭 化 物 層:暗 灰黄色粒 ・ブ ロック少量、焼 土 ・骨片微量含む。

3暗 灰 黄 色 土:炭 化物 ・焼土 ・骨片少 量含 む。

4焼 土 層:炭 化物 ・骨片 ・暗灰 黄色土少量含む。

5暗 灰 黄 色 土:炭 化物 ・焼土 ・骨片多量含 む。

6炭 化 物 層:暗 灰黄色粒多量、焼土 ・骨片少 量含む。

7炭 化 物 層:暗 灰黄色粒少量含む。

8暗 灰 黄 色 土:炭 化物含む。

9黒 褐 色 土:被 熱。

10暗 赤 褐 色 ±:焼 土含む。

圭1オリーブ 掲 色 土:灰 色粒少量、炭化物 ・焼土 ・黄褐色粒微 量含む。

12暗 赤 褐 色 土:炭 化物 ・焼土含む。

13暗 廻一プ褐色土:炭 化物多量、焼土 ・黄褐色粒少量含 む。

14炭 化 物 層:焼 土 ・骨片 ・暗オ野ブ褐色粒含む。

15暗 オ1一ブ褐色 土:焼 土ブロ ック多量、炭化物少量含 む。

16黒 褐 色 土:炭 化物 ・灰色粒含む。

17暗 オ1一プ褐色 土:炭 化物含む。

18暗 わ一プ褐 色土:炭 化物 多量、焼土少量含む。

第3号 火葬跡

諺

臨
273。 監 』'273。 墜_

綾

土層説明(AA〆BB')

1胴 一プ 褐 色 土:ス コリア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒

含む。

2暗 れ 一プ 褐色⊥:ス コリア ・焼土 ・灰色粒 ・黒色ブ

ロック含む。

3暗 わ 一プ 褐色±:ス コリア ・焼土 ・灰色粒含む。

4暗 赤 褐 色L:被 熱。ス コリア ・炭化物 ・焼±含

む。

5黒 褐 色 土:焼 土多量、ス コリア ・炭化物 ・黒

色土プロヅク ・灰色粒少量含む。

6黒 褐 色 土:ス コリア ・炭化物 ・焼 士含む。

7黒 褐 色 土:被 熱 。焼土多 量、スコ リア ・炭化

物少量含 む。

8暗 劇 ヅ 褐色 土:被 熱。スコ リア ・炭 化物 ・焼 土 ・

黒色粒食 む。

9黒 褐 色 土1炭 化物 ・焼土多 量、骨片少量含む。

10黒 褐 色 土:焼 土多量、炭化物 ・骨片 ・暗赤褐

色土ブ ロック少量含む。

ll黒 褐 色 土:炭 化物多量、焼土 ・骨片少量含 む。

12暗 羽 一プ褐 色土:被 熱。スコ リア ・焼十 ・炭化物 ・

黒色粒含む。

01m一

第102図 第1～3号 火葬跡
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覆 土中 には骨片、鉄製釘4本 な どが確 認 され た。鉄製 の釘 は棺 に使用 され たと推測 され る(第113図

13～16)。

第2号 火葬跡(第102図)

1区F・H-10グ リッ ドに位 置す る。規模 は長軸0.91cm、 短軸0.50mの 長方形 の土坑 で、深 さは確 認

面 か ら18cmを 測 る。土坑の北寄 りと南寄 りに15～20cm前 後 の 自然石 がそれぞれ二つずつ並べ られてい

た。:ヒ坑 の西壁 の中央付近か ら緩や かな傾斜 を持 ちなが ら立 ち上が る溝 が付随 してお り、規模 は幅 α25

m前 後、長 さα53mで あ る。

覆土 には焼土、灰、炭化物 を含 む。底 の検 出された 自然石 も火 を受 けて、黒 く変色 した部分が認め ら

れ る。

覆 土中には骨片、鉄製釘9本 な どが確認 され た。鉄製 の釘 は棺 に使用 され た と推測 され る(第113図

17～25)。

第3号 火葬跡(第1◎2図)

1区H-9グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸hn、 短軸0.55mの 長方形 の土坑で、深 さは確認面か ら

最深部で31cmを 測 る。土坑底 部の長軸 の両端 に20～30cmほ どの径 の 自然石が三つずつ並べ られていた。

土坑の東 壁の 中央付近か ら緩やか な傾斜 を持 ち立 ち上が る溝 が付随 してお り、規模 は最大 幅で0.20m、

長 さα70rnで あった。

覆土 には焼 土、灰 、炭化物 を大量 に含 む。底 の 自然石 も火 を受けてお り、黒色 に変色 していた。覆土

中に骨片 を含む。

第4号 火葬跡(第102図)

1区W-10グ リッ ドに位置する。規模 は長軸0.95m、 短軸0.75mで あるが、第1か ら3号 火葬跡 を思

うと形 が著 し く変形 してお り、不整形 を呈 してい る。他 の火葬跡 に付随する溝跡 も明確 に確 認す るに至

らなかった。

覆土 中には大 きめの炭化物や焼 土、灰 な どが大量 に確 認 され た。 また、骨片 も各層か ら確 認 された。

他 の火葬跡 に認 め られた 自然石 は確認 できなか った。

第5号 火葬跡(第1◎3図)

1区S-2グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸0.54m、 短軸0.40mの 長方形 の土坑で、深 さは確 認面か

ら最深部 で12cmと 浅い。土坑底部 には、他の火葬跡 の ような 自然石 は確 認 されなかた。土坑 の西壁の中

央付近 か ら緩や かな傾斜 を持 ちなが ら立ち上 が る溝 が付随 してお り、規模 は最大幅で0.22m、 長 さ0.35

mで あった。

覆 土には焼 土、灰、炭化物 を大量に含 み、 土坑部分の覆士か らは骨片 も確認 された。

確 認 され た火葬跡 の中で は、一番小 さな規模 であった。
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第4号 火葬跡

・… 迭一 宇 」 堅'

議

懸、…u
-

z

l

的

…

冒
O
°。
¢
斜

澁

脅゚

土層説明(AA'BB')

1黒 色

2焼 土 ブ ロック

3黒 褐 色 土;焼 土 ・骨片少量含む。

4黒 色

5暗 灰 黄 色 土:骨 片 ・黒褐色粒少量含む。

:ヒ:炭化物 ・焼土 ・骨片 ・黄褐色粒少量含 む。

:ヒ:骨片 ・黄褐色粒少量含む。1層 よ り暗 い。

第6号 火葬跡

第5号 火葬跡

27i。 逐2」 き'

懸蕪
土層説明(AA'BB')

1暗 灰 黄 色 士:炭 化物多量、焼土 ・骨片少量含む。

2黒 褐 色 十:炭 化物多量、焼土 ・骨片少量含む。

3炭 化 物 層:焼:ヒ ・骨片含む.暗 灰黄色粒含む。

4暗 灰 黄 色 土:炭 化物 ・焼土多量、骨片少量含む。

5灰 色 土:鉄 分 ・炭化物 ・焼 土含む。

6黄 灰 色 土:鉄 分 ・炭化物 ・焼 土 ・灰色粒含 む。

第7号 火葬跡

口翻

土層説明(AA/BB')

1暗 灰黄色ニヒ:鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

2暗 灰黄色土:ス コ リア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含 む。1層 よ り暗 い。

3黒 褐 色 土:ス コ リア ・炭化物 ・焼土 ・骨片 ・灰色粒含 む。

4黒 色土 ブロ ック

5黒 褐 色 土:灰 色粒含む。

6黒 褐 色 土:灰 色粒含む。5層 よ り明 るい。

7黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・灰色粒含む。5層 よ り暗 い。

8黒 褐 色 土:炭 化物 ・焼土 ・灰色粒含む。6層 よ り暗 い。

9暗 灰黄色土:炭 化物 ・掛片含 む。

m暗 灰黄色土:炭 化物多量、焼土 ・骨片少 量含む。

U焼 土 ブロック

12黒 褐 色 土;灰 ・焼 土 ・灰色粒 ・オ[1ヴ褐 色粒含む。

13黒 褐 色 土:灰 色粒含む。

27./。A一 熟'

鱗
土層説明(AA'BB')

1暗 灰黄色土:礫 ・鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

2黒 褐 色 土:炭 化物多量、鉄分 ・焼土 ・灰色粒含む。

3黒 褐 色 土:炭 化物多量、鉄分 ・焼土 ・骨片 ・灰色粒

少量含む。

4黒 褐 色 土:鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

5黄 灰 色 土:鉄 分 ・炭化物 ・灰色粒含む。

6暗 灰 黄色土1鉄 分 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

01m一

第103図 第4～7号 火葬跡
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第6号 火葬跡(第 鱒3図)

1区T-1・2グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸0。93m、 短軸0.49mの 長 方形 の土坑 で、深 さは確 認

面か ら最深部 で46cmを 測 る。土坑底 部の長軸 の両端 に径30cmほ どの 自然石が二つずつ並べ られていた。

土坑の西壁 の中央付近 か ら、深 さ数5cmほ ど立ちLが り溝 が付随 してお り、溝 は長 さ0 。80/nで、十坑 か

ら0.20mの 位置 か ら先は径0.50mほ どの円形 を呈 している。火葬使 用後に崩壊 したためであろ うか、深

さ、形状 とも他 の火葬跡 と異 な りを示す。

覆 土には焼 土、灰 、炭化物 を大量 に含 む。底 の 自然石 も火 を受 けてお り、黒色 に変色 していた。覆⊥

中に骨片 を含 む。

第7号 火葬跡(第103図)

1区U-2グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸OB5m、 短軸0。59mの 長方形 の土坑で、深 さは確 認面か

ら最深部 で ユ7cmを 測 る。他 の火葬跡の よ うに底部 には石 は確 認できなかった。士坑の西壁 の中央付近か

ら溝が付 随 して設 け られ てい る。溝は長 さ0.20m、 幅020mと 溝の長 さは非常 に短か った。確認 面が深

かった ことか ら溝 の大半 は削 平された可能性 が高い。

覆 土 には焼 土、灰 、炭化物 を含む。骨 片は他 の火葬跡 ほ ど多 く散乱 していなかった。

第8号 火葬跡(第104図)

1区X-4グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸1m、 短軸0,55mの 長方形 の土坑で、深 さは確 認面か ら

最深部 で31cmを 測 る。土坑底 部の長軸 の両端 に20～30cmほ どの径 の 自然石が二つずつ並べ られていた。

土坑の西壁の 中央付近か ら緩やかな傾斜 を持 ちなが ら立 ち上がる溝 が付随 してお り、規模 は最大幅でα20

m、 長 さ0.70cmで あった。

覆1二には焼 十、灰 、炭化物 を大量に含 む。底 の 自然石 も火 を受 けてお り、黒色 に変色 していだ,覆 ヒ

中に骨片 を含 む。

第9号 火葬跡(第m4図)

1区W-4グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸0.88rn、 短軸0 .55mの 長方形の土坑で、深 さは確認面か

ら最深部 で20cmを 測 る。土坑底部の長 軸の両端 には 自然石 は確認 されなかった。土坑の西壁 の中央付近

か ら緩や かな傾斜 を持 ちなが ら立 ち上が る溝 が付 随 してお り、規模 は最大幅で020～0 .30m、 長 さ0.40

cmで あった。

覆 土には焼土 、灰 、炭化物 を大量に含 む。覆土 中に骨片 も含む。

第10号 火葬跡(第104図)

1区W-5グ リッ ドに位置す る。規模 は長軸0.90m、 短軸0 .56mの 長方形の土坑で、深 さは確認面か

ら最深部 で16cmを 測 る。土坑底部 の長軸 の両端 に25～30cmの 径 の 自然石 が二つず つ並べ られ てい た。土

坑 の北壁 の中央付近 がわずか に外 に幅0.30mで0.10rnほ どの膨 らみがある。他の火葬跡 に見 られ る溝跡

と同 じ機能 を有す るもので あるが、確 認面が深 かったため、溝 の大半は削平 された もの と思われ る。
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第 纏号火葬跡

27、。 巳_肇o劃
8sg32特

嫉
27LoE_-」'

麺
簡

」

。日

土層説 明(AA'B8')

L灰 色 ヒ1灰色粒多量、鉄分 ・ス コリア ・焼土少量含 む。

2黒 掲 色t:焼 ⊥多量 、灰色粒少量含む。

土

上

色

色

色

物

色

色

色

色

黄

色

褐

褐

灰

化

灰
一
灰

灰

里
描
灰

里
描
暗

山灰

田飛

3

4

5

6

7

8

9

0

1

土:ス コリア ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒含む。

土:炭 化物 ・焼 士ン 骨片 ・灰含む。

⊥:灰 色粒少量、炭化物微 臆含む。

ヒ:灰色粒少量、炭化物微量含む。

土:焼 土 ・灰多量、炭化物少量含む。

土:炭 化物 ・焼土多 箪含む。

:炭化物多量、焼土 ・骨片 ・灰 ・灰色粒少量含 む。

層:焼 土 ・灰色粒含む。

:被熱。焼土含む。

第9号 火葬跡

土層説 明(AA'BB')

1灰 色 土:炭 化物 ・焼 上 ・灰色粒含 む。

2灰 色 ⊥:炭 化物 ・焼1二・骨片 ・灰色粒 ・黒色粒含 む。

3黄 灰 色 ⊥:焼 土 多量、炭化物 ・灰色粒 ・暗赤褐 色粒含 む。

4黄 灰 色b:炭 化物 ・焼十 ・灰色粒 ・黒褐 色粒 含む。

5オ ザ プ 黒 色 上:炭 化物 ・焼土 ・骨片多量 、灰色粒 少量含む。

6灰 色 土:炭 化物 ・焼士 ・灰色粒含 む。

?胴 一ブ 黒 色 至:焼 土多鐘、炭化物 恢 色粒少蚤含む 。

8黒 褐 色L;炭 化物多量、骨片 少量含 む。

9黒 褐 色 土:焼 土 ・灰色粒含む。8層 よ り暗い。

10黄 灰 色 土:炭 化物 ・焼」二・灰色粒含 む。4層 よ り明るい。

1圭炭 化 物 層

12暗 赤 褐 色 一ヒ:炭化物 ・焼 ヒ・灰色粒含 む。

第節号火葬跡

裂

務

㊨ 函[

易 逼i

拶

,

9
騙

1
国

。
口

。,

蕩

01m一

土層説明(AA/BB')

1暗 灰黄色土:炭 化物 ・焼土 ・骨片 ・灰色粒含む。

2暗 赤褐色 一h:炭化物 ・焼土含む。

3暗 赤褐色土:炭 化物 ・焼土含む。

4暗 赤褐色 土:被 熱 。炭化物 ・焼⊥ ・骨片含 む。

5暗 灰黄色土:炭 化物 ・骨片多 量、焼 ヒ少量含 む。

第104図 第8～ 、0号火葬跡
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第11号 火葬跡

34

2
3
5
幌
蕪
獄

土層説明(AAノ)

1オザ プ 褐 色 土 炭化物多量、焼土 ・骨ハ 少量含む。

2か1一 プ 褐 色 ± 炭化物 ・焼士 ・骨片含 む。

3暗 オリヅ 褐色h炭 化物含む。

4黒 褐 色 ± 炭化物多量、焼± 少量含 む。

5黒 褐 色 土 暗刺一ブ褐色粒。オサヅ 褐色粒含む。

0玉 覆一

第105図 第11号 火葬跡

覆土 には焼 土、灰 、炭化物、骨片な どを含 んでいる。底で確 認 された石 も火 を受 けている。

第11号 火葬跡(第105図)

2区A-16グ リッ ドに位置す る。他遺構 との重複 と北側 が調査 区域外な るため、遺構の全体規模 は把

握 できなか った。

平面 は残存部 で短軸方向α60mを 測 る。長軸方 向は計測 できなかった。

深 さは20cmと 浅い。覆土中 には炭化物 がた くさん入 ってお り、特 に下層は焼 土や炭化物がた くさん混

入 してい た。

出十遺物 は確認 され なか った。

(7)集 石

第1号 集石(第106図)

1区W・X-2グ リッ ドに位 置す る。

5m×5mほ どの範 囲に 自然礫が集 中的 に確 認 された。特 にこぶ し大 の礫 の分布 は2m四 方 に四角な

分布 と捉 えられ な くもない。礫 の問か らは瓦質 内耳鍋、瓦質壷の破片 が確認 されてい る。鍋や壷 は 口常

雑器であ るが、骨壷 として転用 され ることも多 く、 この礫 の集 中す る個所 も骨壷 を埋葬 した場所 として

把握で きな くもない。

出土遺物の瓦質壷、瓦質内耳鍋 は、形状か ら14世 紀 中頃か ら後半頃 と推定で きる。

第2号 集石(第107図)

1区X-8・9の 二つの グ リッ トにまたが り位置す る。

集石遺構 とい うより、土坑の範疇で捉 えるべ きで あろ う。規模 は南北方 向228m、 東西方 向2.3mの 不

整 な楕 円であるが、1偶丸方形 と言 えな くもない。

中央部付近70cm×40cmほ どの範囲 に礫 が集 中 して確認 された。

底部 は凹凸が激 しく、中央部付近は1m×0.6rnほ どの不整方形 の落 ち込 み となってい る。
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第106図 第1号 集石

また、南壁寄 りにも70cm×40cmの 楕 円形 の落 ち込みがある。

出土遺物 は確認 されてお らず 、 この遺構の時期 、性格 はわか らない。

第3号 集石(第107図)

1区R-9グ リッ ドに位 置す る。他 の遺構 との重複 関係 は確認 され なか った。第2号 集石 と同様 に集

石遺構 とい うよりは土坑 と呼称 した方 が適切で あった。

平面 は南北方 向2.18m、 東 西方向3.561nの 長楕 円形 を呈す るが、本来 は長方形で あったか もしれ ない。

深 さは40cm前 後 と比較 的深 く、底の状態 は凹凸がある。

礫 は遺構 の底部付近でな く、土坑 の中央部付近 に、浮いた状態 で確認 された。

出土遺物 は確認 され なかった。
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第3号 集石 血

±層説明(AA/8B')

1黒 褐 色土;礫 ・灰也粒含む。

2黒 褐 色土:礫 含む。

窟自!1

11

27.2。 込一2-A'

縫鳶磁 磁 鋤
土層説明(AA!BBノ)

1劃 プ 黒 色 七:ス コ リア ・灰色粒含 む。5暗 か)一ブ褐色士

2黒 褐 色t6暗 オリヴ 褐色土

3劔 一プ 黒色 土:砂 ・スコ リア ・焼土 ・劇ヅ 褐色粒 ・ブロック含む。7黒 褐 色 土

4黒 褐 色 『上:灰 色粒含 む。8暗 オリーブ褐色士 砂含む。

第 鴇7図 第2・3号 集 石
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圃

蒸

1紛

鉄分 ・スコ リア ・灰色粒 含む。

灰色粒 ・割 ヅ 褐色上ブ ロック含む。

砂 ・スコ リア ・灰色粒 ・オリヅ 褐色粒 ・ブロック含む。
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(8)井 戸跡

第1号 井戸跡(第108図)

1区A'-8グ リッ ドの位 置す る。

平面は径L4mほ どの円形 を呈す る。井筒 は 自然礫 を積 んで作 られている。

確認面か らの深 さはL5mと 比較的浅い井戸 である。底 には溜 めのための曲 げ物 な どを置い た施設は確

認 され なかっ た。

覆土 中には積み石 が崩落 したものか多数の礫 が混在 していた。

出土遺物は土師器圷 ・甕 、土錘 な どが確認 され ていた。積み石 の井戸の製作 年代 を想定す る と古代の

ものは極 めて まれであ り、大半 が中世後 半であ ることを考 えれ ば、遺物の大半は紛れ込 んだもの と推測

され る。

◎o

土層説明(AA')

1黒 褐色± 礫 ・スコ リア ・炭化物 ・焼± ・灰色粒 ・黄褐色粒 含む。

2黒 色 土 炭化物多量 、礫 ・焼⊥ ・黄褐色粒含む。

3黒 褐色土 礫 ・炭化物 ・灰色粒 ・黄褐色糠含む。

4黒 褐色⊥ 礫 ・炭化物 ・焼土 ・黄褐色粒含む。3層 よ り明るい。

5黒 褐色土 礫 ・炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・黄褐色粒含む。

6黒 褐色土 鉄分 ・焼土 ・灰色粒含む。

0 lm

第拍8図 第1号 井戸跡
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土層説明(AAつ

1黒 褐 色 上:鉄 分 ・砂礫 ・ス コリア ・青灰色一ヒブ ロッ

ク含 む。

2暗 青 灰 色 砂:黒 褐 色粒多量 、礫 ・黄褐色粒少量含む。

3灰 色 砂:黒 褐 色粒 ・ブロック多量 、礫 ・灰色粒 ・

ブ ロック ・黄褐色粒 ・ブロック含む。

4暗 青 灰 色 砂:黒 褐色粒 ・ブロック ・黄褐色粒 ・プ ロッ

ック多 量、礫 少量含 む。

5青 灰 色 砂:礫 ・黒褐 色粒 ・黄褐色粒含む。

6黒 褐 色 土:暗 青灰色砂 ・黄褐色粒含 む。

マ暗 青 灰 色 砂:黒 褐色粒 ・ブロック ・黄褐色粒 ・ブロッ

ク多 量含む。

8暗 青 灰 色 砂:礫 ・黒褐色粒 ・黄褐 色粒含 む。

9青 灰 色シル ト:鉄 分 ・灰色粒 ・黒褐 色粒 ・黄褐色粒 ・青

灰色砂含む。

10灰 色 土:鉄 分 ・黒褐色粒 ・黄褐色粒 ・暗青灰色砂

含 む。

11黒 褐 色 土:灰 色粒 ・暗青灰色砂含む。

12暗 青 灰 色 砂:鉄 分 ・灰色粒 ・黒褐色粒 ・ブ ロック ・黄

褐色粒含む。

13灰 色 土:鉄 分 ・黒褐色粒 ・ブロック ・暗青灰色砂

含 む。

14暗 青 灰 色 砂:黒 褐色粒多量 、黄褐色粒少量含む。

15黄 灰 色.Ll黒 褐色粒 ・黄褐色粒 ・暗青灰色砂含む。

16暗 育 灰 色 砂:黄 褐色粒 ・ブロック多 量、黒褐色粒少量

含 む。

17暗 青 灰 色 砂:黒 褐色粒 ・ブロック ・黄褐色粒含む。

18暗 青 灰 色 砂:黄 褐色土 ブロック含む。

19灰 色 砂:黄 褐色粒 ・ブロック多量、黒褐色粒 ・黄

灰色粒 ・暗青灰色砂少量含む。

20暗 青 灰 色 砂 二黄褐色粒 ・ブロック多 量、黒褐色雑少 量

含む。

21灰 色 砂:礫 ・黒褐色粒 ・ブ ロック含む。

22黒 褐 色 土:礫 ・暗青灰色砂含む。

23灰 色 砂:礫 ・黒褐色粒 ・黄褐色粒含む。

第109図 第2号 井戸跡
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調 査 く 来
　
夕

4暫8292524

蒙ぎ響影疹絵

繍
土層説明(AA')

1耕 作 土

2耕 作 ±;灰 色七 鉄 分 ・スコ リア含 む。

3耕 作 士:灰 色土。鉄 分 ・スコ リア含 む。2層 よ り明るい。

4黄 褐 色 ⊥:鉄 分多量會 む。

灰

灰

灰

灰

灰

一〇

6

7

P
Q

9

色

色

色

色

色

⊥:鉄 分 ・スコリア含 む。

上:鉄 分多 量、スコ リア少量含 む。

士:鉄 分 ・スコリア ・褐灰色粒 ・ブロック含む。

土:鉄 分 ・スコ リア ・褐灰色粒 ・ブロック含む。

土;鉄 分 ・スコリア ・褐灰色粒 ・ブロック含む。

田 黄 褐 色 土:鉄 分多 量、スコ リア少量含む。

ll灰 色 土:鉄 分 ・スコリア含 む。

12灰 色 土:鉄 分多 量、スコ リア少量含む。

13黄 褐 色 土:鉄 分多鷺 、スコ リア ・炭化物少量含む。

14黄 褐 色 土:鉄 分多 量、スコ リア少量含む。

15灰 色 ニヒ:鉄分多量 、スコリア少量含む。

16黄 褐 色:ヒ:鉄 分多 量、スコ リア ・炭化物少量含む。

誓 灰 色 二L:鉄分多量、 スコ リア ・炭化物少量含む。

18明 褐 色 土:鉄 分多量含 む。

19灰 色 土:鉄 分多 量、 スコリア少量含む。

20灰 色 土:鉄 分 ・スコリア ・炭化物含む。

7層 よ り青みがかる。

21灰 色

22灰 色

23灰 色

24灰 色

!二1鉄分 ・ス コ リア 少 量 含 む 。

土1鉄 分 ・ス コ リア 含 む 。

ユ、1鉄 分 ・ス コ リア ・炭 化 物 含 む 。

土:粘 士 質 。鉄 分 含 む 。

25灰 色 粘 土:鉄 分 ・スコ リア含む。

26灰 色 粘 土:鉄 分 ・スコ リア含 む。

27灰 色 粘 土:鉄 分 ・砂含 む。

28暗 青灰 色 穏 粘士質 。鉄 分多 量、砂礫 少量含 む。

29暗 青 灰色 ヒ:粘⊥質。鉄 分 ・砂礫 含む.

Ol凹一

第110図 第3号 井戸跡
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土層説明(AAつ

1耕 作 土:灰 色⊥。鉄分 ・スコ リア含 む。

2褐 色 土:鉄 分多量含 む。

3黒 褐 色 ±:鉄 分 ・礫 ・灰色粒含む。

4暗 創ヅ 褐色±:鉄 分 ・礫 ・灰色粒含む。

5黒 褐 色 土:鉄 分 ・礫 ・灰色粒含む。

6黒 褐 色 土:鉄 分 ・礫含む。5層 よ り暗 い。

7黒 褐 色 土:オリヅ 褐色粒 ・ブロック含 む。

8黒 褐 色 土:礫 多量、炭化物 ・焼土 ・灰色粒 ・わ一ブ褐色粒含む。

9黒 褐 色 土:オリヴ 褐色粒 ・ブロック含 む。

lo黒 褐 色 圭:粘 土質。

ll灰 色 士:粘 土質。

12灰 色 土;粘 土質。鉄分 ・炭化物含 む。11層 よ り明るい。

B黄 灰 色 ±

14灰 色 土:粘 土質。鉄 分多量、礫 ・炭化物 ・刺一ブ褐色粒少量含む。

15灰 色 土:粘 土質。鉄 分 ・オリーグ褐色粒多量、礫少量含む。

16黒 褐 色 土:粘 上質。鉄 分 ・灰 色粒含 む。

17黒 褐 色 土:粘 土質.鉄 分 ・灰色粒含 む。16層 よ り暗い。

18黄 灰 色 七:粘 土質。鉄 分多駄 礫 ・灰色粒 ・ブロック少量含む。

19灰 色 土:粘 土質。

20灰 色 砂:鉄 分 ・礫含 む。

21灰 オザ プ 色 十:粘 ヒ質。

22灰 色 粘 土

23灰 色 土:粘 土質.鉄 分 ・礫 ・暗灰色土 ブロック含む。

24灰 色 ま二:粘土質。砂多量、鉄分 ・礫少量含む。

25黄 灰 色 土:鉄 分 ・砂礫 ・わ一ブ褐色粒 ・ブロック含 む。

26灰 色 砂

27暗 灰 色 土:粘 上質。鉄分 ・砂礫 ・黄灰色粒含む。

28灰 色 上;粘 土質。鉄分 ・灰色粒 ・羽ゴ 褐色粒含 む。

29灰 色 粘 土

30灰 色 粘 土:鉄 分 ・礫 ・灰オリーブ色粒 ・ブロック含 む。

31灰 オリーブ色粘上:鉄 分 ・灰色粒含む。

32灰 色 粘 上:鉄 分 ・砂礫多量含む。

33オ 脂 プ 褐 色 土:粘 土質 。鉄分 ・礫 ・灰色粒 ・ブ ロック含む。

34暗 灰 黄 色 ±:粘 土質 。灰色粒 ・ブロック多量、鉄分少量含む。

35黄 灰 色 粘 土:鉄 分 ・暗灰色粒 ・ブロック含む。

36暗 灰 色 粘 ±:鉄 分 ・灰色粒含む。

37暗 灰 色 粘 土:36層 よ り明るい。

38灰 色 砂1礫 多量、鉄 分 ・オリーグ褐色土ブ ロック少量含む。

39灰 色 粘 土:鉄 分 ・暗灰色粒 ・ブロ ック含 む。

40黄 褐 色 土:鉄 分多量含む。

41灰 色 砂:鉄 分含む。

42黒 色 琴ξ占 二i二

43暗 灰 黄 色 粘 土:砂 多量、.鉄分少量含 む。

44黄 灰 色 粘 土:鉄 分 ・砂礫含む。

45灰 色 砂:鉄 分含む。

Ol皿一

第111図 第4号 井戸跡
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第2号 井戸跡(第 狛嚢図)

1区S-2グ リッ ドに位 置す る。

平面 は円形 を呈す る。規模 は2,5rn×27mで 、崩 壊が著 しく危険 が伴 うことか ら調査 は深 さ1mほ どで

終 了 した。

覆 土は複雑 な堆積状況 を呈 してお り、人為的 に埋 め戻 された と推測 され る。

出土遺物 は確認 され なかったため、時期 は不明であ った。

第3号 井戸跡(第1犯 図)

ユ区Z・Aノ ー4・5グ リッ ドに位置す る。井戸 の南側 は調査 区域外 とな り規模 の全貌が把握 で きな

かった。地表面 か ら1.95mほ どまで調査 を行ったが、底 まですべ て調査 を行 うに至 らなかった。

覆 土は複雑 な様相 を示 してお り、人為的 に埋 められた もの と推測 され る。

出土遺物 は確 認できなか ったため、時期 は不明であった。

策4号 井戸跡(第1習 図)

2区M・N一 ユ7・18グ リッ ドに位 置す る。井戸跡 のほぼ半分が調 査区域外 となっている。

平面 は径34mの 円形 と思 われ る。確認面か らの深 さは1.65mを 測 る。壁 は大 きく広が るため、横 断而

は漏斗状 を呈す る。

覆 土は、層の埋設状況か ら判断 して人為 的に埋 め戻 され た と考え られ る。ただ、 下層 は出水 のため、

観察す る ことはできなか った。

覆 土の中位 か らは 自然石 が散 らばって確認 された。

出土遺物 は確認 できなかった。

(9)ピ ッ ト

各調査 区内か ら確認 され たが、集 中してみ られ たのは、2区A～C-16・17グ リッ ド、3区Bノ ー25

～27グ リッ ドくらいであ り、単独 で存在す るものが多い。3区Bノ ー25～27グ リッ ドの ピッ ト群 は第14

号溝跡 に付随す るもので あろ う。各 ピッ トの数値 については第45表 を参照 の こと。

α⑪)遺構外撫土遺物

各調査 区ほぼ全面 よ り検 出 され たが、図示可能な ものは少 な く、掲載 した もののほ とん どが ユ区か ら

検 出 され たものである。土器は、須恵器蓋 ・高圷 ・甕 ・高台付圷 、士師器圷 ・椀 ・甕 噌瓦、 かわ らけ等

があ る。 この他 には土錘、紡錘 車等がある。完形品は少 な く、ほ とん どが破 片での検 出である。
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第45表 ピッ ト計測表

Nα 出土位置[長 短 深さ 備 考 N。,i 出土位置 長 短 深さ

一一一一一 一 一 一

備 考

1 X-111・ ・2・ ユ1 65 E-17 752413

2 X-111262416 66 F-17 72277

3 V・W-10 180417 67F-17 212111

"… …

4 T・U-8 111398 68!L-11 565612

5 T-8 454315 69;卜12 565415

{、T-8179479
§

701レ12 595213
{… …1L7
1T-9162576 71{王.-13 212111 」
81T-gl211651 72iK-161 57318

gI S-91 21196 730-2・3 1169113 ]
10 S-9 21186 74 A'-29・30 816730 第14号 溝跡 との新 旧不明、

11 Q-9 69-4 第2号 住 よ り古。 75 A'-29 555235 第14号 溝跡 との新 旧不明。

12 P-10 9/8242 第2号 住 よ り新。 76 Bノ ー28 25237

13 P-10 28274 77 B'-27 31277

14 O-7 212019 78 B〆-27・28 22195

15 N-7 一 一31 79 B!-27 574/6

16 M-8 212119 15号 墳 よ り新。 80 Bノ ー27 59457

17 M-8 222018 15号 墳 よ り新。 81 B'～27 323圭6

18 M-8 211917 15号 墳 よ り新。 82 B'-27 18172

19 M-4 171315 第2号 住 よ り新。183 B'-27 三7173

20 M-4 221316 第2号 住 よ り新。184 Bノ ー27 18183
㎜ …

21 M-4 111014 第2号 住 よ り新 。851 B'-26 383017

22 M-4 393126第2号 住 よ り新。86 B〆-26 252212

23 M-4 22208 第2号 住 よ り新。187 B'-26 23214

24 L-4 211415 第2号 住 よ り新。{88 B'-26 29279

25 M-4 11912 第2号 住 よ り新。}89 B'-26 25236

26 M-4 181718 第2号 住よ噺.190 A!-26 28289

27 M-4 211313 第2号 住 よ り新。lg1 B!-26 19164

28 M-4
"罰"."…

111011
「

第2号 住 よ り新。 92 B!-25 26227
… …… 一

… 一 耐　"旧

29 1 A-41625629 ミ 93 Bノ ー25 201910

301A-4「423263 94i B'-25 333三14

1311A-161115-21
1 1951Bノ ー25 20206

132二A-16121一 ユ0

196iB㌧25
37318

33A-16 32-24 ;97B'-23 564630 i

34 B-16 19-20
198

B'・Cノ ー23 383壌12

35 B-16 34-29 99 　 　 __

36 B-16 25-25 100 D!-24 26257

37 A-16 25-30 10ユ Iy-24 22215

38 A-17 85-7 102 D!-23 332210
一 … 噛

39 A-17 46-21 103 E!-23 19189
「

40 A-17 25179 /04 E!-23 23175

41 A-17 26-33 Fノ ー11 56474

142 B-1622-8E

105-一 一十

106;→ F!-11 584417
、m1肖 　 「闇了

1

;43 A・B-17183-16 1107;GL11 312714

i44
二

B-1735-19 1108{FL12 39337;
145

B-17 18-17 109ミGL12 624513ミ

46 C-17 252411 110 G'-12 53-10
……… 吊…解

第18号 士坑 との新 旧不明。

47 C-17 37305 111 G'-11 645025

48 C-17 1333013 112 G'-12 565617

一一一一一一一

49 C-1733259 113 H〆-12 756023
Pr_一

50 C-17 27256 114 H'-12 564516

;5玉 C-17 40317 115 H〆-12 272712
}
[52 C-17 27274 116 IIノ ー12 463613

[53 C-17 4G237 117
… 　肋""hM… 一

Hノ ー12 272616

54 C～17 312312 118 B'-12 252519

55 B-16 302315 119 Hノ ー11 282510 讐
ミ「

56 C-16 35-26 120 H〆 ～11 393920一
57 C～16 26256 121 H'-ll 714113

58 C-16 45418 122 H〆-11 343213 第16一号7黄1助{との菊臼団不 明 。

59 C-16 27275 123 1ノ ー12 51477

60 C-16 322715 124 1ノ ー12 373612

61 C～16 30165 125 r-12 47-11 第17号 ・溝 跡 との 新 旧 不 明,、

62 C-16 24245 126 r-/2 533815 第17弓 ・溝跡 との新 泊不阻、

63 C-16 402911 127 K'・L'-11 434135 第28号 住 よ り新,

64 E-17 292522
旧 曲國i
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第5号 溝跡

翰
.こ 翼一1

第8号 土坑

二79…

/り △ ぐ2

据'/＼

朔 力＼
・ハ 、へ ⊥/＼/

,/㌔

へ級

第16号 溝跡

1ク

,「

傷l
l/昌

8

第17号 土 坑

謁 殊

第3号 土坑

一婁 順=ク

!π
駒

μ耀

1一 口

9

第20号 土坑

曳 端=二⊥__調 麟 野
{

網

王・3～1麦 ⑪!⑪cm一

第1控 図 溝跡 ・土坑出土遺物
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第46表 溝跡 ・土坑 ・集石 ・井戸跡出土土器観察表
≡

I

I

I遷1

…

1

1

,N瞬 出圭位置 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調1焼 成1残 存率 備 考
1候 第

5号 溝跡 須恵器 ・圷 13.2 3.6 7.6 密/白 色粒、黒色粒、白色針状物質、小石 黄灰色 良 90 南比企産。

「訓講3騰 跡 上師器 ・甕 一 (2.1) (6.2) や や粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 橦色 良 30
1

4;第8号 土坑 1二師 器 ・壼 15.4 26.8 6.0 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、石英 、小石 燈色 良 90

5 第8号 圭坑 十師器 ・壼 一 (13.0) 一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 櫨色 良 70

6 第8号 土坑 土師器 ・壼 　 (6.5) 8.8 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒、小石 樵色 良 80

7 第8号 土坑 土師器 ・甕 (16.6) (22.4) 一 密/白 色粒、黒色粒 、赤色粒 明赤褐色 やや良 45

8 第8号 土坑 ヒ師器 ・高圷 16.7 16.5 14.O やや粗/砂 粒、黒色粒 、赤色粒、小石 明赤褐色 良 70

9 第8号 ±坑 土師器 ・高圷 17.0 15.3 (11.6) 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒 、赤色続 榿色 良 80

10 第17号 ±坑 土師器 ・圷 (12.2)1 (3.9) 一 粗/砂 粒、 白色粒 、赤色粒 機色 良 40

11 第20号 土坑 須恵器 ・圷 …L(o ・7) 　 密/白 色粒、黒色粒 、赤色粒、石英 にぶい禮色 良 10

26 第1号 集石 瓦質壷 (16,6)1(8.9) 　 や や粗/砂 粒、 白色凝 、石 英、小石 黒褐色 良 20

27 第1号 集石 瓦質内耳鍋 (23,8) (10.3) 　 やや粗/砂 粒、 白色粒 、小石 褐灰色 良 25

28 第1号 集石 瓦質内耳鍋 (22。0) (5,7) 一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、石英、小石 褐灰色 良 30

29 第1号 集石 瓦質内耳鍋 … (4.9) (13、4) やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄榿色 良 40

30 第1号 集石 瓦質内耳鍋 一 (3.6)1(11,8) やや粗/砂 粒、 白色粒 、小石 浅黄榿色 良 25

31 第1号 井戸跡 土師器 ・圷 (13,2) (2.5)1一 密/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 浅黄機色 良 30

32 第]畳 井戸跡 土師器 ・甕 (20,4)
罫

(6,3)1一 やや粗/砂 粒、白色粒、黒色粒、赤色粒、小眉 灰褐色 良 45 一 1

133第蕊号井戸跡 土 師器 ・甕 18.4 (19,0)一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、小石 にぶい榿色 良 80

134 第1号 井戸跡 土師器 ・甑 (22.4) (13.8)1一 やや粗/砂 粒、 白色粒 、黒色粒、赤色粒 にぶい燈色 良 30

40 第4号 井戸跡 白磁 ・鉢 (23.2) (4,8) 1一 密/黒 色粒 灰白色 良 10

41 第4号 井戸跡 白磁 ・鉢 一 (6.o)1一 密/黒 色粒 灰白色 良 5

翌
43

第4号 井戸跡
h-"

白磁 ・椀 一 (2.2){(8.4) 密/黒 色粒 灰白色 良 20

賄4号 井戸跡二 常 滑 ・鉢 　
1-1二 や や 粗/白 色 粒 、 ノ1・石1 暗褐色 良 一

44締4号 井戸跡 鉢 一 一L二=⊥ やや粗/白 色粒、 小石 暗褐色 良 一

第47表 溝跡 ・土坑出土石製品観察表

勤1出 土位置

2第16号 溝跡

分 類

捧状石製品

長(c勧 幅(cm)

33

厚(c騰)1 備 考 ]

茎壷」 両端欠・

第48表 溝跡 ・土坑出土鉄製品観察表

壺色 出±位置
12第20号 土坑

分 類[長(cm)幅(C鋤 厚(cm)

刀 子 16

　備

05両 端欠。 一
第姶表 火葬跡出土鉄製品観察表
IN
α 出土位置 分 類 綬(cm){ 幅(cm) 厚(Cln) 備 考 一一1

13 第1号 火葬墓 鉄 釘 5.2 0.5 0.5 完 形 。

14 第1号 火葬墓 鉄 釘 5.3 0.5 0.3
　

完 形 。

15 第1号 火葬墓 鉄 釘14.7 0.4 0.6
"…面欄w　 　 hπ…

完畝1
/6 第1号 火葬墓 鉄 釘1… 0.4 0.7 先端欠。

…

完 形 。』

18

第2号 火葬墓 鉄 釘151 0.6 0.7

第2号 火葬墓 鉄 釘 「2 0.4 0.4 完形。1
19 第2号 火葬墓1鉄 釘15.1 0.4 0.4 完形。1
20 第2号 火葬墓 ミ 鉄 釘

1

… 0.4 0.7 先撒。1
21 第2号 火葬墓1 鉄 釘 一 α4 0.4 先端 欠。

22 第2号 火葬墓 鉄 釘 一 α3 0.3 先端欠。

23
§

第2号 火葬墓1鉄 釘 一10 .3 0.5 先端欠。

24 第2号 火葬墓 鉄 釘 π_Lα5 0.4

ニ
ー一一_一上端欠1

25 第2号 火葬墓1鉄 釘 一 〇
.4 1 o.4 両端欠。{

第50表 井戸跡出土土製品観察表

蜘
35

出土位置
伺"

分 類 長(cm)縞(副 重(9) 備 考

第1号 井戸跡 ヒ 錘 5』lL8 16.0 完 形 。

36 第1号 井戸跡 土 錘 15.92.0二些 →一二二21.0 完形。

£z
38

第1号 井戸跡i 土 錘 5.21.9i20,0 完形。

第1号 井戸跡 ヒ 錘 5,811,620.0 完形。
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第51表 遺構外出土土器観察表

Nα[出 土位置 器 種 「口径丁 器副 底径1 胎 土1色 調 焼 成 残存塗 備 考

ユ 、1区 須恵器 ・蓋 一 (謝 … 密/白 色粒 、黒色粒 灰 自色1 良 90
一

1

2 1区 須恵器 ・高圷 　
(3.4一 密/白 色粒、片岩 灰色 良 35 末野産。

3 1区1須 恵器 ・壷 …
二

(4.6) 一 やや糧/白 色粒 、黒色 粒、赤色粒 、小石 灰白色 良 20「

4

5

1区1須 恵器 ・圷
L (19.1) 4.0 7.4 密/白 色粒 、黒色粒 、 白色針状物質 灰色 良 70

1区 須恵器 ・甕 一 　 _一 ドi粗/自 色粒 、黒色粒 、小石 灰色 やや不良 　

1一6

ユ区 土 師器 ・圷 (10.4) (3,6)
　 密/砂 粒 、白色粒、黒色粒、赤 色粒 、雲母 ホ登色 やや良 30

711区 土師器 ・圷 111.4 (4,2) 一 密/砂 粒 、白色粒 、黒色粒、角 閃石 明赤褐色↓一 良 701

811区 十 師器 ・椀113,4 6.3 6.3

hr… 曜一一一

密/白 色粒 、黒色粒、赤色粒、角閃石、小石1僚 色 良 801

91区 土師器 ・甕 17.0 (8,9) 一 密/砂 粒 、黒 色粒 、石英、 小石 にぶい燈色 良 .コー素 一
10・

ε
101区 」:二師 器 ・甕 (21卑(&2) 一 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石iに ぶい樫 色 良1

111区 十師器 ・甕 …(4
.1) (13.4) やや粗/砂 粒 、F1色 粒、黒色粒 、小石 ミにぶい褐色 良 旨30

奮1区 土師器 ・甕 (13.0) (3.2) … やや糧/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石{暗 褐色 良
140 1

131「 又 かわ らけ ・小皿正 1董.2 2.2 3.8 密/砂 粒 、黒色粒 浅黄禮色 良 100

　 、

一 一 一一 削 曜國ゴ…

141区 士師器 ・甕 …1 (4.5) 6.4 やや粗/砂 粒 、 白色粒、黒色粒 、小石 黒褐色 良 80

第52表 遺構外出土土製品観察表

NQ 山i二位贋 分 類T長 ・(cm)幅(,m) 重(9) 備

15 1区 土 錘 ,-1 1.3 　
L端 欠 。

、16

商
1区 [二 錘13.811.4 10.0 完形 。

/区 土 錘1=μ3 … ド端欠。

第53表 遺構外出土石製品観察表

1

N・刈 出土位置 分 類 径(cm) 孔 径(cm)厚(cm) 備

18[1区 紡錘車 4.1 0.72.2 半分欠。
一"←

19{}区 紡錘 車 、 4.1 O.8,1,2 半分欠。

考
肖m-　

一 曜….mm　 　
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4 肥塚古墳群照 覗5覗6号 墳

(1)古 墳

古墳群3基(14～16号 墳)は すべて出rJ下 遺跡1・2区 よ り検出 された。

属 号墳(第H6・117図)

出 口下遺跡 の平成8年 度調査 の1区T・U-9dOグ リッ ドよ り検 出 され た。

本 古墳 は遺構確 認段階 で石室が確 認 された ことか ら古墳 と認 め られた。周堀 は石 室 を中心 に トレンチ

を放射状 に入 れ たが確 認できず、マ ウン ドもはっ き りしなかった。 よって、古墳の規模等詳細 について

は不明であ るが、墳形 につ いては周辺 に位置する古墳群 か らみて円墳で あろ う。

石 室は玄室 の奥半分 が検出 され たのみであ り、非常に状態 が悪 い。川原石 を使用 してお り、形状か ら

みて胴 張 り型の横穴式石 室であろ う。確 認 され た玄室 の最大幅 は1.94mを 測 る。その他 、詳細 について

は不明であ る。

「

尋・

第116図 第14号 墳
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第117図 裕号墳石室

石室南側のTU-Uグ リッ ド付近か らは大量の礫群 が確認 さ

れたが、 これ らは石 室に使用 され た礫 が後世 の削平等 によって

散 らばった もの と推 察 され る。

出土遺 物は、玄室か ら金環 が1点 検出 されたのみであ り、 そ

の他 にはみ られ なかった(第118図1)。

15号 墳(第U9・120図)

出 口下 遺跡 の平 成8年 度調 査1区L-8・9～0-9・10グ

リ ッ ド、 及 び平 成9年 度 調査2区L・M-11・12グ リ ッ ドよ り

検 出 され た。

◎

σ〕
旭

05c田一

第118図14号 墳出土遺物

/84



平成9年 度調査 04蹴一

土層説 明(AA'BB'CC'DD')

正黒 褐 色 土1灰 色粒 ・暗オ1ヅ 褐色粒含む。

2黒 褐 色 土:砂 ・灰色粒 ・黒褐色粒 含む。

3黒 褐 色 土:砂 ・灰色粒 ・暗オ1一プ褐色粒 ・ブ ロック含む。

4黒 褐 色 土;ス コ リア ・灰 色粒含む。

5廻 一ブ 褐 色 土:ス コリア ・灰 色粒含 む。

6暗 オトプ褐色土:礫 ・ス コリア ・灰 色粒含む。

7黒 褐 色 土:ス コリア ・灰 色粒 ・暗オ1一プ褐 色粒含 む。

8黒 褐 色 土:ス コリア ・灰色粒含む。7層 より暗い。

9黒 褐 色 土:ス コリア ・灰色粒 ・暗オ1ザ 褐 色粒含む。

10黒 褐 色 土:ス コ リア ド灰 色粒 含 む。8層 よ り暗 い 。

11黒 褐 色 土:ス コ リア ・灰 色 粒 含 む。

12黒 褐 色 土:ス コ リア ・灰 色 粒 ・オリーブ 褐 色 粒含 む。

13黒 褐 色 土:灰 色 粒 ・オリーブ 褐 色 粒 ・ブ ロ ッ ク含 む。

14黒 褐 色 土:ス コ リア ・灰 色 粒 ・オ1一プ 褐 色 粒 含 む。

玉5暗 オ1一ブ褐 色 土:灰 色 粒 ・黒 褐 色 粒 ・プ ロ ソク ・オリづ"褐 色粒 ・ブ ロ ッ ク含 む。

16黒 褐 色 土:ス コ リア ・灰 色 粒 ・オリーブ 褐 色 粒 ・ブ ロ ック含 む 。

02田一

第119図15号 墳
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第120図15号 墳石室
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第121図16号 墳

本古墳 は石 室 を含むその大半 が1区 か ら検 出 され 、周堀 の一部が2区 か ら検出 された。確 認 され た古

墳群3基 の うち、本 古墳 が最 も残 りが 良い ものであった。

本古墳 も石室 を中心 に トレンチ を放射状 に入れたが、その結果 、L2～4.8m程 の周堀 が巡 っているの

が確認 され た。深 さは確認面か ら20～39cmで ある。なお、幅 に違 いがみ られたのは、確認面 の関係 に

よるものか もしれない。墳丘の規模 は10m程 で、周堀 を入れた規模 は約17m程 になろ うか。周堀 の回 り

状況 からみて 円墳で ある。

石室 は川原 石 を使用 した胴 の張 った横穴式石室である。一部欠 く部分 もみ られ たが、概 ね残 りの良い

ものである。全長 は5.12mを 測 り、前庭部 は長 さ1.59rn、 羨道部 は0.89m、 玄室 は2.64mで あ る。前庭

部 の幅 はn8m、 羨道部 の幅 は ユ,48m、 玄室の最大幅 は2.06mで ある。

遺物 は周堀 、及び石 室内か らも出土 しなか った。

16号 墳(第121・122図)

出 ロ ド遺跡 の平成9年 度調査2区Q-17・18グ リッ ドよ り検 出 され た。

本古墳 も14号 墳 同様、石室 を確認 した ことで古墳 として認定 した もので ある。また、石 室の南側 に東

西、及び南北 の トレンチ をいれ たが、周堀、マ ウン ドともに認め られなかった。 よって、規模 、墳形等

について は不 明で ある。

石室 は残 りが非常 に悪 く、 部 と玄室 の半分が検 出 され たのみで ある。他の古墳同様 、川原石 を使 用 し

た胴張 り型の横穴式石 室であった と思われ るが、詳細 については不明である。また、14号 墳 同様、石室
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第122図16号 墳石室

の南側 、Q-18グ リッ ドには礫が大量に検 出 され たが、これ らは石室 に用い られ た礫が後世の削平等 に

よって散 らばったもの と思われ る。また、南東 に位置する出 口下遺跡 ・第9号 溝跡上面か らは礫 が列を

な して認 め られ たが、 これ らも本 古墳石室 のものが使 用 され た と推察 され る。

出土遺物 はみ られ なか った。

第54表14号 墳出土遺物観察表

No

1

出土位置 分 類 径(cn1)

玄室床面 金 環19

厚(cm)

08

備

完 形。
一
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V調 査 のまとめ

肥塚 土地 区画整理 事業地 内から確認 された遺跡 は、肥塚 中島遺跡、出 口E遺 跡 、出 ロ ド遺跡 、肥塚古

墳群の計4つ で ある。各遺跡 か ら検出 された遺構 をみる と、それぞれに特色 がある ことが認め られ た.

以下、各遺跡 について簡 単にま とめてみたい。

肥塚中島選跡

肥塚土地区画整理事業地 内で確認 され た遺跡 の中で北西 に位置す る。検 出 され た遺構 は溝跡13条 、⊥

坑41基 、土墳墓1基 、火葬跡1基 、井戸跡1基 、ピッ ト群 であ り、⊥体 となる遺構 は溝跡 、上坑である.

いずれ の遺構 か らも遺物が ほ とん ど出土 していない ため、帰属す る時代 、及 び時期 は判然 としないが、

出土遺物 は古墳時代後期 ～鎌倉 ・室 町時代 のものが主体 とな る。

溝跡 は南 西方 向か ら北東方 向へ走 るもの と、南東方向か ら北 西方 向へ走 るものの2者 に大別で きる.

第13号 溝跡 か ら鎌 倉 ・室町時代のかわ らけがま とまって検出 されているこ とか ら、溝跡 は鎌 倉 ・室1町時

代の ものが主体 になる と考 えたい。

土坑は長方形 、ないし方形の ものが多 く、埋 め戻 された ものがほ とん どであった。多量 の ヒ錘が検出

された第41号 土坑以外 には、第16・22・27・28号 土坑か ら図示可能 な遺物 が若 …「検出 され ているが、 こ

れ らは鎌倉 ・室 町時代 のものが多い。 よって、 上坑群 も同時代 の ものが主体 となろ う。

以上の ことか ら、士墳墓、火葬跡 、井戸跡 の存在 も含 めて、本 遺跡 の主体 となるのは鎌 倉 ・室町時代

である とい える。本遺跡 は後述す る出 口上遺跡 とともには肥塚館(Nα59-083)の 遺跡範 囲内にも含 ま

れ るため、 中世館跡 に関連す る遺跡で あろ う。

出口上遺跡

肥塚 中島遺跡 の南側 、東西 に流れ る用水路 を隔てて位置す る。検 出 され た遺構 は、掘立柱建物跡1棟 、

溝跡17条 、土坑33基 、土壌墓2基 、火葬跡4基 、井戸跡1基 、石組遺構1基 、 ピッ ト群であ る。十坑、

及 び ピッ ト群 が多数検出 され たこ とが特徴 として挙 げ られ る。本遺跡 も出上遺物がほ とんどみ られなかっ

たため、帰属す る時代、及び時期 については判然 としないが、や は り占墳時代 後期～鎌倉 ・室町時代 の

ものが主体 となる。

掘 立柱建物跡 は1間2間 の側柱建物 としたが、調査 区の都合上定 かではない。周 辺には ピッ トが多数

存在 する ことか ら、建物跡 に付随す るものもあるか もしれ ない。

溝跡 は南北方 向に走 るもの と南東方 向か ら北西方向へ走 るものの2者 がみ られ るが、前者 が多い.肥

塚 中島遺跡 の溝跡 とは様相が異 なる。土坑 は肥塚 中島遺跡 と同様 な様相 を呈してい る。

なお、2区 の東側 か らは、川原石 を積 んだ 「石組遺構」 が1基 検 出 され ているが、 これは肥塚古墳群

中の石室 に用い られた石 を使用 したもの と考 えられ る。石組内か らは水 平に堆積 した焼土層が確認 され

たが、本遺構の性格 については不 明である。

本遺跡 も検 出 され た遺構 ・遺 物か らみて、肥塚 中島遺跡 同様、 中世館跡 ・肥塚館(Nα59-083)に 関

連す る遺跡で あろ う。
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出口下遺跡

肥塚 区画整理事業地 内において確 認 され た遺跡 の うち最東 にあ り、肥塚 占墳群が一一部混在す る・今 回

検 出 され た遺構 は、竪穴住 居跡27軒 、掘立柱建物跡2棟 、方形周溝状遺構1基 、溝跡17条 、 士:坑22基 、

火葬跡11基 、井戸跡5基 、集石3基 、 ピッ ト群で ある。

竪穴住屈跡 はいずれ も古墳 時代後期 ・鬼高式期 に属す るものである。1・2区 では調査 区内 に点在す

る形 で検出 されてい るが、3・4区 では密集 して検出 されている ことか ら、集落跡 の中心 は1・2区 の

東側 か ら3・4区 の問 と考 えられ る。

各住居跡 か ら出土 した土器 は、その特徴 か らみて鬼高式で も古い様相 を呈 してお り、 これは本遺跡内

に古墳時代末期 の古墳群 が存在す ることか らも裏付 け られ よ う.

溝跡 は、古墳時代後 期の住居跡 に切 られてい るもの と、住居跡や古墳群 を切っているものがみ られ る

が、後者が多い こ とか ら古墳時代後期以降の ものが主体 となる,

掘 立柱建物跡や方形周溝状遺構 は出上遺物が 見られない ことか ら判別 が困難であ り、 ヒ坑群 は古墳時

代後 期のものが主体 となるが、すべてではない。 これ は井戸跡 も同様 である.火 葬跡 ・集石 は鎌倉 ・室

町時代 の遺物 が検 出 され てい る。

本遺跡 は古墳 時代後期 か ら鎌倉 ・室町時代 までの複合遺跡 であ り、主体 となるのは占墳時代後 期の集

落跡で ある。

肥塚古墳群14・15・16号 墳

出 口下遺跡調査 区内から3基 が確 認 され た。第皿章で も述 べた とお り、肥塚古墳群 は現在 まで に13基

が確 認 され ていたが、今回の3基 を加 えて計16基 となった。今 同検 出 された14～16号 墳 は古墳群 中・北

西に位 置す る一群 である。

今回検 出 され た古墳群 はマ ウン ドは検出 されず、15号 墳のみ周溝 が検 出 されたが、他の2基 は周溝 を

持 たない タイ プのものであ る。14・16号 墳 は石室のみの検 出であ り、規模 等は不明である。

出 七遺物 は、14号 墳石室内か ら金環 が検 出 され たのみであ り、他 にはみ られなかった・

以上 の ことか ら、 これ らの 占墳群 は副葬 品に 上器、埴輪等はす でに持 たない古墳 時代終末期 の群集墳

であ り、前述 の とお り、出 ロード遺跡 におけ る古墳時代後期の集落跡 が廃絶 した後 に占墳群 は築造 された

こ ととな る。

以 ヒ、簡 潔 に各遺跡 ・古墳群 について述 べたが、共通す るのは中 世の遺構 ・遺物 がみ られ る点であ り、

これ らはや は り隣接す る肥塚館 に関わ りのあるもの と考 えられ、 これ らが遺跡範 囲に含 まれ るものなの

か、あるいは別物 でまたその場合 どの ような関連性があ るのか等 とい った点が今後 の課題 として挙 げら

れ る。
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肥塚区画整理地内周辺遠景
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一
ふ り が な こいつか なか じまいせ き ・で ぐちかみいせ き ・で ぐち しもいせ き ・こいつか こふ んぐん

書 名 肥塚 中島遺跡 ・出 口上遺跡 ・出 口下遺跡 ・肥塚古墳群 ユ4・15・16号 墳

副 書 名 平成12年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書

巻 次 一

シ リーズ名 一

シリーズ番号 一

編 集 者 名1松 田 哲1

編集機 関 埼玉県熊谷市教育委員会

所 在 地 〒360-8601埼 玉 県熊 谷 市 宮 町2-47-1TELO48-524-1111

発行年月 日 西 暦2001(平 成13)年3.月30日

ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地
コ ー ド

北緯

(°'")

東 経

(°/")
調査期間

調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番号
こいつかなかじまいせき

肥塚中島遺跡
くまがや しお おあ さ旨いつ か

熊谷市大字肥塚
1260他

11202 105
36°9!

34"

139°23/

21"

ユ9950801～

19951026
1,440

区画整理

街路築造

及び

調整池築

造工事

で ぐちかみ いせ き

出口上遺跡

くまがやしおおあざこいつか

熊谷市大字肥塚

1464-1他
11202 109

36°9!

30"

139°23/

23"

19970428～

1997103ユ
1,500

36°9/

28"

139°23/

19"

19980511～

19980110
195.6

で ぐちしも いせ き

出口下遺跡

くまかや しおお あざ こいつか

熊谷市大字肥塚

1442-2他
11202 106

36°9/

32"

139°23!

33"

19960401～

19960913
3,000

36°9/

30"

139°23/

32"

ユ9970428～

19971031
1,000

36°23/

28"

139°23/

35"

19980511～

19980710
518.4

36°23/

31"

139°23/

37"

2000719～

20000817
399

こいつかこふんぐん

肥塚古墳群
14号墳

くまかや しおおあ さこ いつか

熊谷市大字肥塚
1442-2

11202 16-14
36°23/

31"

139°23!

34"

19960401～

19960831

一

こいっかこふんぐん

肥塚古墳群
115号 墳

くまがやしおおあさこいつか

熊谷市大字肥塚
1439-1

11202 16-15
36°23/

31"

139°23/

33"

19960401～

19960913

一

1こ いつ か こふ ん くん

肥塚古墳群
16号墳

くまがやしおおあさこいつか

熊谷 市大字肥塚
1439-3

11202 16-16
36°23/

30"

139°23/
5

33"

19970428～

19971031

一

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

肥塚中島遺跡
古墳時代後期墓 ,奈 良
・平安 ・

その他1 鎌倉 ・室 町

溝跡13条
土坑41基
土墳墓1基
火葬跡1基
井戸跡1基

土師器 ・須恵器

かわ らけ ・陶磁器

鉄製品 ・土製 品

館跡出口上遺覇
集落跡

古墳時代後期

奈良 ・平安 ・

鎌倉 ・室 町 ・
江戸時代

掘立柱建物跡1棟

溝跡17条
土 坑33基

土 壌墓2基
火葬跡4基

井戸跡1基
石組遺構1基

土師器 ・須恵器

かわ らけ ・陶磁器

古銭 ・石製 品
1

出口下遺跡 集落跡

古墳時代後期

奈 良 ・平安 ・
鎌倉 ・室町 ・

江戸時代

竪穴住居跡28軒
掘立柱建物跡2棟
方形周溝状遺構1基
溝跡17条
土坑22基
火葬跡11基
集石3基
井戸跡5基

土師器 ・須恵器

かわ らけ ・陶磁器

古銭 ・石製 品

土製 品

}
}

肥塚 ・14号墳 古墳 古墳時代後期 古墳 金環

肥塚 ・15号墳 古墳 古墳時代後期 古墳 …

肥 塚 ・16号墳
r

古墳 古墳時代後期 古墳 _}
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